■ 困つたとをは(ヴポートのご案内) 


ホームページで調べる 

デジタルー眼レフカメラ取扱説明書および付属ソフトウエアの最 
新ヴポート情報(製品に関する Q&A、 パソコンとの接続方法、アク 
セヴ U —互換情報など）は下記のホームページから 

『び J 専用 サ ポー トサイト 
http://www.sony.co.jp/DSLR/support/ 

『び』 オフィシャルサイト 
http://www.sony.cojD/DSLR/ 

デジタルー眼レフカメラの最新情報、撮影テクニック、アクセサ 
U —などに関ずる情報を掲載しています。英語の取扱説明書のダ 
ウン n— ドせでさます。 （English manual download serv に e is 
available.) 

付属ソフトウエアのヴポート情報 

http://www.sonv.co.jD/support-disoft/ 



電話で問い合わせる（ソニーの相談窓 □) 

♦使い方相談窓 □ 

フリーダイヤル . 01 20-333-020 

携帯 • PHS • -部の IP 電話 .0466-31-2511 

上記番号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「402」+ 
「#」を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 

受付時間：月〜金9:0日〜18:00 ± ■日-祝日9:00〜17:00 

♦修理相談窓 □ 

フリーダイヤル .0120-222-330 

携帯 • PHS • -部の IP 電話 .0466-31-2531 

上記番号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「402」+ 
「#」を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 

受付時間：月〜金9:00〜20:腑± ■日-祝日9:00〜17:00 

ホームぺージ http://www.sony.co.jp/di-repair/ 

FAX (共通）： 0120-333-389 



ソニー株式会社干 108-0075 ま京都港区港南 1-7-1 


Printed in Japan 


http://www.sony.co.jp/ 

11111111111111111111111 


3877682060 


SONY. 


3-877-682-06 (1) 
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撮影ずる 
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撮影機能を使ラ 
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再生機能を使ラ 
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デジタルー眼レフカメラ 

取扱説明書 

メニュー機能を 
使ラ 

■ 

DSLR-A900 

パソコンで見る 
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巧な叫電気製品はを全のためのま意事 
胃° 1項を巧らないと、火災や人身事故 
になることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注 
意事項と製品の取り扱いかたをおしています。 
本書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでも見られ 
るところに必ずな管してください。 


◎ 2008 Sony Corporation 








o 電源を切る 
包電池をはずず 
©ソニーの相談窓□に 
連絡ずる 


裏表紙に ソニーの 相談窓 □の 連絡巧びあ0ま 
す。 


〇ずぐに乂気か6遠ざけてください。漏れた 
液や気体に引义して発乂、破裂の恐れがあり 
まず。 

包液が目に入った場合は、こず5ず、ずぐに水 
道水などをれいな水で充分に洗ったあと、医 
師の治療を受けてください。 

〇液を□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水 
道水で□を洗浄し、医師に相談してください。 

〇液が身体やを服についたときは、水でよく洗 
い流してください。 


カメラや AC アダフター、バッテ U —チヤー 
ジャーなどの動作びおかしくなったり、破損し 
ていることに気びついたら、ずぐにソニーの相 
談窓□へご相談ください。 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間に 
ほこりびたまっていなし、か、電源コードに傷び 
ないか、故障したまま使用していないか、など 
を点検してください。 


lAmn まをのために 

誤った使いかたをしたときに生じる感電 や 傷 
害など人への を 害、また火災などのお産への損 
害を未然に防止するため、次のことを必ずお守 
りください。 

♦ 


一 173 〜 176 ページも 
あわせてお読み < ださい。 

警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次の 
よラな表示をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らない 
と、極ゆて危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
危害び発生します。 

この表示のある事項を守らない 
と、思わぬ危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
危害び発生することがありまず。 

IA 注意 I 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ说危険な状況び起こり、 
けびや財産に損害を与えること 
びおります。 

注意を促ず記号 

底 A 

义災 感電 

行為を禁止ずる記号 

の風祕 

禁止 せお禁止めれ手禁止 

行為を指示する記号 

运 〇 

3ラグをコン f 旨 W 

セントから巧く 

電池について 

安全のためにの文中の r 電池」と 
は、 r バッテ U - パック」も含みま 
す。 


「ま全のために」のま意事項を守る 


定期的に点検ずる 


故障した6使わない 


万一、異常が起さた6 


万一、電池の液漏れが起さた5 
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おほいになる前にがずお読み < ださい 


表巧言語について 

本機では日本語のみに対応しています。 
その他の言語には変更できません。 

撮影内容の補償はできません 

万一、カメラやメモ U —カードなどの 
不具合によ0撮影や再生びされなかっ 
た場合、画像などの記録内容の補償に 
ついては、ご容赦ください。 

バックアップのおすすめ 

万一の誤消去や破損にそなえ、必ず予 
倫のデータコピー（バックアッフ)を 
おとりください。 

液晶モニターおよぴレンズについて 
のごま意 

• 液晶モニターは有効画素弓弓.弓9%政 
上の非常に精密度の高い技術で作ら 
れていまずび、黒い点び現れた0、白 
やホ、青、緑の点び消えないことびあ 
ります。これは故障ではありません。 
これらの点は記録されていません。 


黒、日、ホ、目、 
緑の点 


• 直射曰光の当たる場所に放置しない 
でください。太陽光び近くの物に結 
像すると、火災の原因となります。や 
むを得ず直射日光下に置く場合は、レ 
ンスキヤツフを付けてください。 


• 寒いところで使ラと、画像び尾を引い 
て見えることがありまずび、故障では 
ありません。また、初めは画面び通常 
よりちかし暗くなります。本機内部 
の温度び上びって < ると、通常の明る 
さになります。 

• 液晶モニターを強く巧さないでくだ 
さい。画面にムラび出た0、液晶モニ 
ターの故障の原因にな0ます。 

善作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個 
人として楽しむほかは、著作権法上、権 
利者に無断で使用でさません。なお、実 
演や興業、展示物などの中には、個人と 
して楽しむなどの目的びあってち、撮 
影を卸限している場合びありますので 
ご注意ください。 

電液障善自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障 
害自主規制協議会 ( VCCI ) の基華に 
基づ < クラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用するこ 
とを目的としていますび、この装置 
がラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引 
き起こすことびあります。取扱説明 
書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださい。 

本書中の画像について 

画像の例として本書に掲載している写 
真はイメージです。本機を使って撮影 
したちのではありません。 
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付属品を確認ずる 

万一、不足の場合はお買い上げ店にご相談ください。 
() 内は個数 


• バッテリーチャージャー 
BC - VM 10 り）/電源コードり） 



• U チヤージャブルバッテリー 
パック NP - FM 500 H (1) 



• ワイヤレスリモートコマン 
ダー （ U モコン） （1) 



• U モート コマン ダーク U ップ 

( 1 ) 



• USB ケーブル （1) 


• ビデオケーブル （1) 


• シヨルタ'—ストラップ （1) 



• ボディキャップ(1)(本機に装 
着） 



• アクセサリーシューキャップ 
り）（本機に装着） 

• アイカップ(1)(本機に装着） 

• CD-ROM ( a アプリケーシヨ 
ンソフトウエア） （1) 

• 取扱説明書(本書）（り 
• 保証書 (1) 


=gIb^i]T] 


パッテリーを準備する 

初めてお使いになるときは、"インフォリチウム"バッテリー NP - 
FM 500 H (付属)を、必ず充電してください。 


バッテ U —を充電する 


"インフォリチウム"バッテ U —は、使い切らない状態でち充電でさま 
す。また、充電び完了していない状態で使用することもでをます。 


1バッテリーをバッテリーチャー 
ジヤーに入れる。 

カチッと音びするまで軽く巧す。 



2 電源 コードをつなぐ。 

点む：充電中 
消な：実巧充電完了 
消む棲1時間：満充電完了 



充電時間について 

• バッテリーを使い切ってか！5、温度25むの環境下で充電した場含の 
充電時間の目安は、政下の表のとおりです。 


満巧電 

実用巧電 

約235分 

約175分 


• バッテリーの残量や、充電環境によって、充電時間は異なります。 

• 周囲の温度び10で〜30での環境で充電してください。これ！;(外で 
は、効率のよい充電びでさないことびあります。 
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ご注意 

• バッテ u —チャージャーは、お手近なコンセントにつないでお使いくださ 
い。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えてわ電源からは遮断されません。使 
巧中、不具合び生じたときはすぐにコンセントか6プラグを撒を、電源を遮 
断して < ださい。 

• 充電び終わったら、バッテ U - チャージャーをコンセントから抜き、バッテ 
U —をバッテ U —チャージャーから取りはずして<ださい。そのまま取り 
付けていると、バッテ U —の寿命を損なラことびあります。 

• バッテ U - チヤージヤー(付属）で、"インフォリチウム’ ’ M シ U - ズし义外の 
バッテ U - を充電しないでください。指定切がのバッテリーを充電すると、 
バッテ I 」一の液漏れ、発熱、破裂、感電の原因となり、やけどやけびをするお 
それびあ0ます。 

• CHARGE ランプび点滅した場合は、バッテリーの異常、または指定がの 
バッテ1」一び挿入された場合び考えられます。指定のノくッテ1 」一かどうか 
確認してください。また、指定のノくッテ U —を挿入している場合は、一度 
バッテ U —を揣を、新品のバッテリーなど、別のバッテ U —を挿入してバッ 
テ U —チャージャーび正萬に動作するか確認してください。バッテリー 
チャージャーび正常に動作する場合は、バッテリーの異常び考えられます。 

• バッテ U —チャージャーび巧れていると正背に巧電で去ないことびありま 
す。乾いた巧などで巧れを拭を取ってください。 

ミちがで充電ずるには 

バッテ U —チャージャーや AC アダプター/チャージャー AC - 
VQ 900 AM 側売)は全世界 ( AC 100 V 〜 240 V - 50/60 Hz ) で使えます。 

ただし、地域によっては壁のコンセントに差し込むための変換プラグ 

アダプターび必票になる場合びあります。あらかじめ旅行代理店な 

どでおたずねのうえ、ご用意ください。 


コンセントお状例 

地域 

変換プラグアダプター 

0 0 

主に化米 

不要 

G G G 
〇 © 

主にヨー n ッパ 

必要 J 
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準備ずる 



ごま意 

• 電子式変圧器(:トラベルコンバーター)は故障の原因となるので使わないで 
<ださい。 


パッテ U —を入れる 


1バッテリーカバーのオープンレ 
バーを巧し、バッテリーカバーを 
開ける。 



2バッテリーの端で□ックレバー 
を巧し ながら入れ、バッテリーが 
□ックされるまで巧し込む。 



n ックレバー 



バッテリーを取り出すには 

電源を切り、□ックレノ（一をず6して、 
バッテ U —を引を出します。このとき、 
バッテリーび落下しないよう、ミち意し 
て < ださい。 
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n ツクレバー 




バッテリー残量を確認ずるには 

電源スイッチを roN 」 側にずらして電源を入れ、液晶モニターで確認 
してください。攻下の残量表示マークに加え、％表示もされます。 


残量 


画 

画 

画 

阁 

「電池びなくな0ま 
した」 


撮影でさません 



InfoLITHIUM (インフォリチウム)バッテリーについて 

"インフォ IJ チウム"バッテリーは、本機との間で、使用状況に関する 

データを通信する機能を持っているリチウムイオンバッテリーです。 

"インフォ IJ チウム"バッテリーび、本機の使用状況に応じたバッテ 

1」一残量を％単位で表示します。 

ご注意 

• 使巧状況や環境によっては、正しく表示されません。 

• バッテ U —は防水構造ではありません。水などに城らさないよラにご注意 
ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場所に放置しないで<ださ 
い。 

使用でをるバッテリーについて 

バッテ U —は NP - FM 500 H をご使用ください。 NP - FM 55 H 、 NP - 

FM 50、 NP - FM 30 は使用でさません。 

撮影可能枚数 

満充電したバッテリーで撮影でをる枚数の目まは約880枚です。 

使用状況や使用レンズ、モリーカードによって撮影枚数は異なりま 

す。 

• 満充電したノ（ッテ U —を使い、下記の条件で測定した数値です。 

-温度び25度 
-[画質]が[ファイン] 

-フォーカスモードび AF 制御自動切り換え 
-30 砂ごとに1回撮影 
- 10回に1度、電源を入/切する 


B 準備ずる 
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• 測定方法は GPA 規格による。 

(CIPA :力;><ラ映像機器工業を 、 Camera & Imaging Products 
Association ) 

• 使用回数や経年変化により、バッテリー容量は低下します。 

• 次のよラな場合、バッテ U —容量は表示よ0ち少な< な0ます。 

-周囲びお温のとを 
-電源の入/切を繰り返したとを 
-フォーカスモードげコンテイニユアス AF のとを 
-シャッターボタン半押しなど、ピント合わせだけを行って撮影し 
ない状況び長く続いたとを 

バッテリーの上手な使いかた 

周囲の温度び低いと、バッテリーの性能は低下し、使用でをる時間は 
短くなります。より長い時間ご使用いただくためには、バッテリーを 
ポケットなどに入れて温かくしておさ、撮影の直前、本機に取り付け 
ることをおすすめします。 

バッテリーの寿命について 

• バッテリーには寿命があります。使用回数を重ねたり、時間び経過 
するにつれバッテ U —の容量はかしずつ借下します。使用でをる時 
間げ大幅に短くなった場含は、寿命と思われますので新しいものを 
ご購入 < ださい。 

• 寿命は、保管ち法、使用状況件環境、バッテ U —パックごとに異なり 
ます。 


保管方法について 

バッテリーを長持ちさせるためには、長時間使用しない場合でも、1 
年に1回程度満充電にして本機で使い切り、その後本機か6バッテ 
リーを取りはずして、湿度の低い涼しい場所で保管してください。 
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レンズを取 0 付ける 


1本機のボディキヤップとレンズの後キヤップをはずす。 


2レンズと本機の2つのオレンジ色 
の点ををわせてはめ込む。 


オレンジ色の点 

3レンズを軽く本機に巧し付けな 
が 6、 r カチッ」と音がするまで矢 
印の方向にゆっくり回す。 

• レンズを取り付けると去は、レンズ取 
りはずしボタンを押さない。 


ごま意 

• 露出モード 「 M 」（44 ページ)政がでは、レンズを取り付けていないとシャッ 
ターび切れません。 

• DT レンズ使用時は撮影した画像の四隅び暗くなることびあり、また、カメラ 
本来の AE 性能を満たせないため、性能保証していません。 

レンズを取りはずずには 


1レンズ取りはずしボタンを巧し 
ながら 、レンズを矢印の方向に止 
まるまで回して取りはずす。 

• 力 ラ内部にほこりや二!‘ミび入らな 
いよラに、ほこりのみない場所で素早 
く行ラ。 



レンズ取りはずしボタン 




■準備ずる 
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2 本機とレンズにキャップを取り付ける。 

• キヤッスま、ほこりを落としてから取り付ける。 


レンズ交換時のごま意 

本機はアンチダスト機能によりゴミやほこりび付きにくくなってお 
りますび、レンズの取り付け/取りはずしを行う際には、カメラ内にほ 
こりやづ S び入らないよラに、ほこりの少ない場所で素早く行ってく 
ださい。 

イメージセンサーにほこりやコ’ミび付着した場合は 

A セットアップメニューの[ク u — ニングモード]で、イ ジセン 

サーの清掃をして < ださい (27 ページ)。 
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メモリーカードを入れる 

本機では、コンパクトフラッシュカードに F 力ード)、マイク □ ドライ 
ブ、 "；>< モリースティックデュオ"が使用でをます。 

1メモリーカードカバーを開ける。 


2 メモリーカード(別売)を、端子部 
(小さい穴が並んでいる面)から 
差し込む。 


ラベルおをて面をモニター側にずる 

• "メモ U —スティックデュオ"は「力 
チッ」と音びするまで奥に差し込む。 


端子部 

3 メモリーカードカバーを閉じる。 


ごま意 

• 初期設定では、メモリーカードは CF カードに設定されています。"メモリー 
スティックデュオ"を使ラとをは、；>^モリーカードの切り換えび必要です 
(16ぺージ）。 




準備ずる 
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メモリーカードを取り出すには 

アクセスランプび点灯してないことを 
確認し、メモ U — カードカバーを 開け 
ます。 

CF 力ード/マイク □ ドライプ： CF 力一 
ド取り出し レノ く一を中に押し込みます。 
メモリ -力ー ドびかし飛び出たら、弓 I 
を出して < ださい。 

"；>< モリースティックデュオ"："メモ 
U —スティックデュオ"を1度押しま 
す。 



CF 力ード取り 
出し レバー 


"メモリースティックデュオ"で撮影するには 

電源を入れたあと、下記の手順に従ってメモリーカードを切り換えて 
<ださい。 


① Fn ボタンを押して、クイックナビ画 
面を表示する （38 ページ)。 



( D マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►を 
使って、;>< モリーカードを選ぶ。 

® 前ダイヤルまたは後ダイヤルで 
Ml を選ぶ。 

• A セットアップメニューの[メモ U - 
カード切り換え]でち選べる （ 127ペー 
ジ)。 


前ダイヤル 



P 

+0.0 

4 I 因，,, ，. 

.. 1 ..，.… 1 旧 0 

I 画，2 

1:12，1 AUTO 

I □ I 回 I :: : I 國 I 田 1 I 

nSlandinit 

AWB 

画 90;'| 円 N1 

E |[( 择）] 00 

1 4 なお巧•を更•註巧 1 
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メモ u —力ード使用上のご注意 


• 長時間使用した直後のメモ U —カードは熱くなっています。ごミ主意 
<ださい。 

• アクセスランプ点灯中は、絶対に;>< モリーカードを取り出したり、 
バッテリーを取りはずしたり、電源を切5ないでくださし)。データ 
び壊れることびあります。 

• 強い磁気のそばにメモ U —力ードを近づけたり、静電気传電気的ノ 
イズの影響を受ける場所で使用した場合、データび壊れることびあ 
ります。 

• 大切なデータは、パソコンの八ードディスクなどにバックアップを 
取っておくことをおすすめします。 

• メモ U —力ードの持ち運びや保管の際は、付属の収納ケースに入れ 
て < ださい。 

• 水に姑らさないでください。 

• 端テ部には手や金属で軸れないでください。 

CF 力ード/マイク □ ドライブについて 

• 初めてお使いになるときは、必ず本機でフォーマッ ト してからお使 
いください。 

• 仁 F カードやマイク □ ドライブのラベルをはびさないでください。 
また、上からラベルを重ねて貼6ないでください。 

• ラベル面を強<押さないで<ださい。 

"メモリースティック"について 

•"；>< モリースティックデュオ"：本機で使用可能です。 


準備ずる 


• "メモリースティック"：本機では使用でをません。 


_ 
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• 本機で動作確認されている"メモ u —スティック PRO デュオ"およ 
びソモリースティック PRO - HG デュオ"は1 6 GB までです。 
使用可能なソモリースティック"についての最新情報は、ホーム 
ページ上の rx モリースティック対応表」をご確認ください。 
http :// www . sony . co . jp / mstaiou / 

• パソコンでフォーマットした";/モリースティックデュオ"は、本機 
での動作を保証しません。 

• お使いの"メモ U —スティックデュオ"と機器の組み含わせによっ 
ては、データの読み込み/書を込み速度び異なります。 

"メモリースティックデュオ"使用上の ご注意 

• メモエ U アに書き込むときは、あまり強い圧力をかけないでください。 

• "メモ U —スティックデュオ"本体にラベルなどを貼らないでください。 

• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• 分解したり、改造したりしないでください。 

• ルさいおモさまの手の届くところに置かないよラにしてください。誤って 
飲みこむおそれびあります。 

• U (下のよラな場所でのご使用やな管は避けてください。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場所 
-直射日光のあたる場所 

-湿気のをい場所や腐食性のちのびある場所 
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カメラ本体を準備する 

日時を設定する 

巧めて電源を入れたとをは、日時設定の画面び表示されます。 

1電源スイッチを roN 」 にして、電 
源を入れる0 

• 電源を切るとさは、 rOFF 」 にする。 

2液晶モニターの表示で[実行]が 
選ばれていることを確認し、マル 
チセレクターの中央を巧す。 


3 ◄/ ►で設定する項目を選び、 ▲/ 
▼で数値を設定する。 


曰時設定 _ 

2008 / 〇 ]/ 112 : 00 AM 
年/月/日 

~ か退が^調壁♦ミ夫を 

4 3の手順を繰り返して、すべて設定し、マルチセレクターの中 
央を巧す。 

• 年月日の並び順は、 ◄/ ►で[年/月/团を選び、 ▲/ ▼で変更する。 




準備ずる 
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5 戾衍が選ばれていることを確認し、マルチセレクターの中 
央を巧す。 


日時設定を中止するには 

MENU ボタンを押します。 


視度調整する 


フアインダー巧の画面表示がはつ 
きり見えるよラに、視力にをわせて 
視度調整ダイヤルを回す。 

• 遠視の場合は+方向へ、近視の場合は一 
方向へ回す。 

• 本機を明るいところに向けると、視度び 
合わせやす <なる。 



視度調整ダイヤルを回しにくいとさは 

アイカップの下に指を入れ、上に持ち 
上げてアイカップをはずしてから、操 
作してください。 

• マグニフアイヤー FDA - M 1 AM (別売） 

やアングルフアインダー FDA - A 1 AM 
(別売)を取り付けるときは、図のように 
アイカップをはずして取り付けてくださ 
い。 
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付属品の使いかた 

ここでは、シヨルタ'-ストラップと U モートコマンタ’ーク U ッスリ 
モコンの使いかたを説明します。 

他の付属品は、政下のページで説明しています。 

• U チャージャブルバッテリー (8 ぺージ） 

•バッテリーチャージャー、電源コード (8 ぺージ） 

• アイカップ (20 ページ） 

• USB ケーブル(97、137、]49ぺージ） 

• ビデオケーブル (96 ぺージ） 

• CD-ROM (145 ぺージ） 

シヨルダーストラップを取り付ける 

ストラップの両方の先端をそれぞ 
れ取り付ける。 



B 準備ずる 
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u モートコマンダーク u ップの使いかた 


U モートコマンダー RM - S 1 AM (別売)のコードをストラップに止め 
ることびでをます。 


1リモートコマンダークリップを 
開ける。 




2ストラップとリモートコマン 
ダーのコードをリモートコマン 
ダークリップにはさむ。 



3クリップを止める。 



U モコンの使いかた 


1絶縁シートを引き抜く。 



2本機前面のリモコン受光部 (29 ページ)に向けて操作する。 


22 





ボタンの名前 

田2 SEC (2 秒後シャッター)ボタン 
(76、 82) 

回 SHUTTER ボタン(76、 82) 

图四（ヒストグラム）ボタン (87) 

团 DISP (表示切り換え）ボタン (86) 
固0(インデックス）ボタン (90) 
回た，(回転)ボタン (88) 

因因(再生)ボタン (86) 

回 MENU ボタン (99) 

回 PRINT ボタン （156) 

画 IJ モコン発光部 
回 巧 (スライドショー）ボタン （124) 
回 則み (拡大/縮ル)ボタン (89) 
圆质（削除)ボタン (94) 

圆 ▲/▼/◄/►/ ■ボタン (37) 



リモコンの電池を交換ずるには 

© タブを内側に押し込みなげ！5、溝に 
fR をかけて電池ケースを弓 I を出し 
ます。 

⑤+面を上にして新しい電池を入れ 
ます。 

感電池ケースを r カチッ」といラまで 
差し込みます。 


タブ 



ごま意 

• リモコンには、ボタン型リチウム電池に R 2025) び内蔵されています。 
CR 2025 政がの電池を使用しないでください。 


■準備ずる 

涵個涵 個個 
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撮露可能枚数を確認する 


メモ U —力ードを入れて電源スイッチ 
を roN 」 にすると、液晶モニターに、撮 
影可能枚数(現在の設定で撮影を続け 
ると、あと何枚撮影でをるか)び表示さ 
れます。 


1 P 1/125 朽 .6 I 

旧 - 3,。,,,,,;,,,,伟 

ISO 

AUTO 

□ I 皿 I [ : I 图 I 

rai 

11 Sfandanlt | 


画 90%| FINE 问涅 1( 

術 

1 田 ) クイ’;巧 •ピ H 別 I イテ巧 方な 1 


ごま意 

• 「0」び黄色<点滅したとさは、メモ U —カードの容量びいっぱいです。メモ 
U —カードを交換するか、メモ U —カード内の画像を削除して < ださい (94 
ページ)。 

• 「一一」び黄色く点滅したときは、メモ U —カードび入っていません。または、 
[メモ U —力ード切り換え] (127 ページ)び正しい設定になっていません。 
メモ U —カードを入れるか、設定を変更してください。 


1枚のメモ U —カードで撮影でをる枚数 


本機でフォーマツトした;><モリーカードに記録でさる撮影枚数の目 
安は次のとおりです。撮影状況によって記録可能枚数は異なります。 
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画像の記録可能枚数(単位：枚） 

画像サイズ： L 24 M 縦横比3:2のとき* 
CF 力ード 


容量 

画質 

1GB 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

スタンダード 

148 

29 目 

593 

1185 

2370 

フアイン 

98 

197 

395 

790 

1580 

エクストラフア 
ィン 

43 

86 

172 

343 

687 

cRAW+JPEG 

28 

56 

112 

224 

449 

RAW+JPEG 

20 

41 

83 

166 

333 

cRAW 

39 

78 

157 

313 

627 

RAW 

26 

52 

105 

211 

423 


ソモリースティックデュオ" 


容量 

画質 

1GB 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

スタンダード 

145 

294 

582 

1169 

2369 

フアイン 

97 

196 

388 

779 

1579 

エクストラフア 
ィン 

42 

85 

168 

339 

687 

cRAW+JPEG 

27 

55 

no 

221 

449 

RAW+JPEG 

20 

41 

81 

164 

333 

cRAW 

38 

77 

154 

309 

627 

RAW 

26 

52 

103 

208 

423 


* [縦横比]を [16:9] に設定しているときは、上記の枚数より多く記録でさま 
す。ただし、 RAW 画像で記録するときは、 [3:2] に設定しているとをと同じ 
枚数になります。 


■準備ずる 
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本体のお手入れにごいて 


液晶モこターををれいにする 


液晶モこターに指紋やゴミび付いてミちれたときは、液晶クリーこング 
キット(別売)を使ってをれいにすることをおすすめします。 


レンズををれいにする 


• レンズ面を清掃するときは、レンズブ□アーでほこりなどを取り除 
いてください。ミちれげひどい場含は、柔らかい巧やレンズテイツ 
シユにレンズクリーナーを染み込ませ、レンズの中央から円を描く 
よラに軽<ふいて<ださい。レンズク IJ ーナーを直接レンズ面にか 
けないで < ださい。 

• レンズ信号接点、ミラーなどマウントの内側にある本機の内部の部 
品には軸れないでください。ミラーおよびその周辺のほこりはオー 
トフォーカスに影響を与えることびあるため、市販のブ□アーで吹 
を飛ばしてください。イージセンサーに付着したほこりは画像に 
写り込むことびあるので、本機をクリーニングモードにして、ブ〇 
アーで清掃してください (27 ページ)。また、内部をボンべタイプの 
プ□アーで吹かないで<ださい。故障の原因とな D ます。 

• シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含むク U —ナーは絶対に使 
用しないで < ださい。 


本体表面ををれいにする 


水や姑るま湯をかし含ませた柔らかい巧で軽<拭いたあと、からぶを 
します。本機の表面び変質したり塗装びはげたりすることびあるので、 
政下はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラさん、虫除け、日焼け止め、 
殺虫剤のよラな化学薬品類 
• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビこール製品との長時間の接觸 
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イメージセンサーをク u —こングする 

本機内にゴミやほこりび入ってイメージセンサーに付着すると、撮影 
条件によっては、ゴミやほこりが画像に写り込むことびあります。付 
着した場をは、市販のブ□アーを使用して、し: TF の手順でイ;ージセ 
ンヴーの清掃を行ってください。 

アンチダスト機能の効果によりブ□アーだけで簡単にほこりを落と 
すことびでをます。 

ごま意 

• バツテ U —鶏量び ( 残量び3個)上でないと、ク U —ニングモードは 
巧えません。ク U —ニングの途中でバツテ U —の残量びな<なると、シャツ 
ター幕破損の原因となるため、清掃はすみやかに巧って<ださい。 AC アダ 
プター/チャージャー（別売)の使巧をおすすめします。 

• スプレー式のブ□アーは、水蒸気び本機内部に飛び散るので使巧しないで 
ください。 


1バッテリー容量が充分にあることを確認する （11 ページ)。 


2 MENU ボタンを巧し、マルチセ 
レクターの ◄/ ►で A 3を選ぶ。 


MENU ボタン 


3 マルチセレクターの ▲/ ▼で[ク 
リーニングモード]を選び、マル 
チセレクターの中央を巧す。 

「ク U - ニング後はカメラの電源を OFF 
にしてください開始しますか？」とい 
ラメッセージび表示される。 




■準備ずる 
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4 マルチセレクターの▲で[実行]を選び、マルチセレクターの中 
央を巧す。 

イメージセンサーび短時間振動したあと、 S ラーび上びる。 


5 レンズをはずす （13 ページ)。 


6ブ□アーでイメージセンサー表 
面とその周辺のほこりを吹さ飛 
ばす。 

• ブ□アーの先端をイ>< ージセンサー 
に当てないよラに、手早く行ラ。 

• ほこりび下に落ちやすいよラ、本機を 
やや下向をにする。 

• 清掃の際に、プロアーの先端をレンズ 
マウン ト より中に入れない。 



7 レンズを取り付け、本機の電源を切る。 


ごま意 

•クリーニング中にノ くッテ U —鶏量びなくなった場合は、本機のプヴーび 
鳴ってお知らせします。すぐにク1」一ニングを中断して、電源を切って< 
ださい。 

• 上記の手順でク U —ニングを行っても取れない場合は、ソニーの相談窓 □ 
(裏表祇)にお問い合わせください。 
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各部のち前と面面表示 


() の数字は、参照ページです。 


本体前面 



田 ISO ボタン (65) 

回 因 (露出補正)ボタン (61) 
图 DRIVE ボタン (76) 

团シャッターボタン (39) 

固前ダイヤル(38、 115) 

固 AF 補助光発光部 (52) /セル 
フタイマーランプ (78) 

因 IJ モコン黃光部 (82) 

回レンズ信号接点* 

回ミラー* 

画プレビューボタン (83) 

因]マウント 

回表示パネル照明ボタン (34) 


固オート□ックアクセサ U — 
シュー 65) 

画 WB ボタン (66) 

画アイピースシャッターレバー 
(78' 82、 149) 

圃モードダイヤル(39、 40) 

回4 (シンク □) ターミナル (58) 

画レンズ取りはずしボタン 
(13) 

画フ オー カスモードレバー 
(47、 52) 

* の付いたところは、直接手で軸 
れないで < ださい。 


B 撮影の前に 
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本体後面 



丘]ファインダー (20) 

回アイセンサー (125) 

回電源スイッチ （19) 

团 MENU ボタン (99) 

固 DISP (表示切り換え）/液晶 
明るさ調整ボタン(33、 86) 

固命(削除)ボタン (94) 

回因(再生)ボタン (86) 

圃液晶 モニター （32) 

回撮影時 ： C (カスタム)ボタン 
(103) 

再生時：四（ヒストグラム） 
ボタン (87) 

画 撮影時 ： Fn (ファンクシ ヨン) 
ボタン (38) 

再生時：たみ(回転)ボタン (88) 
m 視度調整ダイヤル (2 日） 


回撮影時 ： AEL ( AE □ック)ボ 
タン (62) /SLOW SYNC (X 
□ーシンク □) ボタン (57) 
再生時：0(インデックス） 
ボタン (90) 

回測光モードレバー （60) 

回表示パネル (34) 

画撮影時： AF/MF (オート 

フオーカス/マニュアル 
フオーカス）ボタン (54) 

再生時： Q (拡大)ボタン (89) 
画後ダイヤル(38、 115) 

回アクセスランプ （16) 

画マルチセレクター (37) 

画 ( NiOK 手ブレ補正)スイッチ 
(36) 
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本体側面/底面 


田メモ1」ースティックデュ 
才"挿入 111(15) 

回 X モ U —カードカバー (15) 
图 CF カード挿入□り 5) 

团 〔 F 力ード取り出しレバー 
(16) 

固ショルダーストラップ取り付 
け部 (21) 

固 REMOTE 端子 
因 DGIN 端テ 

• AC アダプター/チャージャー 
AC - VQ 900 AM (別売)を本機 
とつなぐ場合は、本機の電源を 
切り、 AC アダプター/チャー 
ジャーの接続コードのプラグ 
を DC IN 端子に差し込んでく 
ださい。 


固 HDMI 端子(97、 156) 

画 VIDEO OUT / み （ USB ) 端子 
(96、 137) 

画バッテリーカバー (10) 

回云脚ネジ巧 

• =脚を取り付けるとをは、ネジ 
の長さび 5. 5 mm 未満の=脚を 
使ラ。 

ネジの長さび 5.5 mmLU 上の立 
脚ではしっかり固定でをず、本 
機を傷つけることびあります。 


撮影の前に 
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液晶 モこター 表示(撮影情報画面) 



• 横方向詳細画面の例です。 
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P 

1/125 朽 .6 

曰 +03 

; ISO AUTO 

□ 

に：团] AWB 

画 90% 

|fine| 口 I 100 

1 田15イ|けだ 0 ク JI けけ： W 仙1 


表のなし 


• な カスタム;>< ニューの[撮影情報 画 励で縦向きにしないことわで 
きるり17ページ)。 

ごま意 

• D に P ボタンを長押しすると、モニターの明るさ調整画面になります （125 
ぺージ）。 


囲 


表示 

意味 

<mi 90% 

バッテ U —容量り 1) 

RAWcRAW 

RAW+J 

CRAW+J 

X.FINE 

FINE STD 

画質 （102) 

口 ns 口 

口； 

画像サイズ(101)/ 
APS-C サイス（133)/ 
縦横比。 01) 

互 L 怎 M 电 S 

巧 M 巧 

個理 

メモ IJ ーカード （16) 

100 

撮影可能枚数 (24) 


撮影情報画面を切り換えるには 

D 1 SP ボタンを押すと、拡大画面と詳細 
画面を切り換えることびでをます。 

本機を縦位置に構えると、画面び自動 
的に縦向きに変わります。 

D に P ボタン 

詳細画面 祐大画面 



1 P 1/125 F5.6 4<w I 

I 因 -3..:..1.. 〇 ..1..2, か | 

ISO 

AUTO 

□ 1 面 1 :: : 1 國 1 

rai 

USttfiBanit 巧 1 

AWB 

画扣 S| FINE 1 口 1 画 100 

田 ) 5 わか t 0 扣 I イわてけイル 


表示 

意昧 

AWB ホ心 
* み競 ' iB 

55001 (Ml 

tAi 

ホワイトバランス 
(オート、プリセット、 

色温度、カラーフィル 
ター、カスタム） （66) 


■撮靈刖に 


33 










表示パネル 


ホワイトバランス、じ〇、ドライブ モー 
ド、露出補正は上面の表示ノ ネルを見 
なびら操作でさます。 


の 

シャツタース]露出補正 (61) [ホワイトバラ 1150(65) I ドライプモー 
ピード(43)/ ンス (66) ド (76) 

絞り (42) 



回 


表示 

意味 

J^l 

バッテ1」 一容量 （11) 

[ 100 ] 

撮影 可能枚数 (24) * 


* 999枚よりをいときでも、表示パネルには「與9」と表示されます。 


表示パネルのバックライトをつけるに 表示 パネル照明ボタン 

は 

上面の表示パネ J レ照明ボタンを押しま 
す。もラー度押すと消えます。 
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フアインター表术 


® _ 

旧册四 ㈱ ,1(? 弓弓. 5 .か# 弓叫 


田 


表示 

意な 

1;弓；’ 

フオーカスエ1」ア 


(4 弓） 

□ 

スポットフオーカスエ 
1」ァ (4 弓） 

() 

スポット測光サークル 
(60) 


縦横比16 : 9上下枠 
(101) 


APS-C サイズ枠 （133) 


回 

表示 

意味 

旧 

フラッシュ調光補正 
(64) 

ろ 

フラッシュ充電 (55) 

WL 

ワイヤレスフラッシュ 

(57) 

H 

A イスピードシンク □ 
(58) 

四 

7ニュアル フォー カス 

(52) 

♦㈱(〇) 

フォー カス (48) 


表示 

意味 

125 

シャッタースピード 
(43) 

5.6 

絞0値 (42) 

-3..2..1.-0-. 1..2 .か 

測光インジケーター 
(44、 80) 

关 

AEn ック (62) 

9 

連続撮彰残り枚数 
(77) 

|<啦 

手ブレ警ち (3 目） 

..ill 

手ブレインジケーター 
(36) 

阀 

縦横比16:弓（101) 







手ブレ警告表示について 

手ブレの恐れびある場合は、ファインダーに《 恥 （手ブレ警告)表示が 
点ミ威します。 

ごま意 

• « 也 （手プレ警告)は、自動でシャツタースピードを設定する露出モードのと 
きのみ表示されまず。露出モード 「M」、 に」、 「Ps」 では表おされません。 


手ブレインジケーターについて 
tNUi )) スイッチを rON 」 にすると、■■■■1 ( 手 
プレインジケーター)び表示されます。 
手ブレびおさまり、インジケーターの 
点灯数び減るのを待って撮影してくだ 
さい。 

本機の手ブレ補正機能は、シャッター 
スピードで約 2.5 〜4段の補正効果を 
発揮します。 



((曲))スイッチ 


ごま意 

• 電源スイッチを roN」 にした直禮やカメラを構えた直後、シャッターボタン 
を半巧しせずに一気に押し込んだと刮ま、手プレ補正の効果び得られにく 
いことびあります。. Mil (手プレインジケーター)の点な数び減るのを待つ 
てから、ゆっくりシャッターボタンを巧し込んでください。 
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機能/設定の還びかた 

撮影令再生などに使用する機能は 、 Fn (フアンクシヨン)ボタンを押 
して撮影情報画面のまま設定したり 、 DRIVE (ドライスボタン、 
MENU (>< ニュー)ボタンなどを押して表示される画面から選びます。 

操作を開始すると、画面の下にマルチ 
セレクターの働をを示す操作ガイドげ 
表示されます。 

ィ►:左ちで選択 
今：上下で選択 
◄妻►:上下左ちで選択 
参；中央を押してミ央定 

操作ガイドに従ってマルチセレクター 
を動かして、項目を選んでいさます。 


操作ガイド 

ガイド表示一覧 

操作ガイドには、マルチセレクター!;(外のガイドも表示されます。そ 
れぞれのガイドの意巧は、政下のよラになっています。 




表示 

意味 

fMm 

MENU ボタン 

匹のク 

MENU ボタンで元に戻る 


前ボタン 

の 

Q ボタン 

面） 

Fn ボタン 


表示 

意味 

回 

H ボタン 

血 

W 

前ダイヤルまたは後ダイ 
ャル 

JUkWF 

前ダイヤル、媛ダイヤル 


D に P ボタン 

(333 ク 

D に P ボタンで戻る 


撮影の前に 
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クイックナビ画面で選ぶ 


クイックナビ画面では、変更したい頂目を撮影情報画面のままダイレ 
クトに操作できます。 


1 Fn ボタンを巧して、クイックナ 
ビ画面を表示する。 



2操作ガイドに従って、 ▲/▼/◄/► 
で設定したい項目を選ぶ。 


操作ガイド 


1 P 1/125 F5.6+Z0 I 

> 層 3112111‘| 。 || ぃ ,||" 

ISO 

AUTO 

□ 1 励 1 :;：： 1 固 1 

ran 

nStanJardt 巧 1 

1 awb| 

1 90。..=1 FINE Ini 回 ’ 1 

( <シ至巧 さ 空ま 

• 詩巧 ^ 


3 前ダイヤルまたは後ダイヤルで 
設定ずる。 

• 設定方法の詳細は、各機能のページを 
ご覧ください。 

• もう一度 Fn ボタンを押すと、クイック 
ナビ画面から元の画面に戻る。 


前ダイヤル 



後ダイヤル 


• クイックナビ画面でグレーになっている頂目は、変更でさません。 

• ク U エイティブスタイル (72 ページ)では、専用画面に入らないと操 
作でをない設定わあります。 

専用画面で設定ずるには 

クイックナビ画面を表示しているとさ、マルチセレクターの中央を押 
すとその設定を変更するための専用画面になります。 

設定方法の詳細は、各機能のページをご覧ください。 
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カメラまかせで撮る 

「AUTO」 モードでは、被写体や環境を選ばずに、手軽に撮影できます。 

1モードダイヤルを田田因にする。 


2ファインダーをのぞいて、カメラ 
を構える。 


I フォー カスエ1」ア 
フォーカス表 巧 

3シャッターボタンを半巧しして、ピントををわせ、深く押し込 
んで、撮影する。 

ピントび合うと、♦または㈱(フォーカス表示)び点むする (48 ぺージ)。 

ごま意 

• AUTO モードでは電源を入れなおしたり、露出モードを変更すると、主な撮 
影機能び U セットされます。 U セットされない機能は、下のとおりです。 
-ダイヤル、ボタン： 

手ブレ補正、視度調整、 D に P ボタンで設定した内容、〔ボタン 
-撮影メニュー： 

画像サイズ、縦横比、画質、露出値ステップ幅、登録 
-カスタムメニュー/再生メニュー/セットアップ ニュー： 

全項目 

• フォーカスモードレバー、測光モードレバーは、実際に撮影に使われる設定 
と一致しない場合びあります。液晶モニターの情報を元に撮影してくださ 
し、。 



撮影ずる 
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露出モード 


同じ被写体でも、シ ヤツ タースピード 
や絞り値を変えることで写真の描写が 
変わります。 

本機には、政下の4つのモードびあり 
ます。 

「1」「2」「3」は登録した設定を呼び出す 
モードです。85ページをご覧くださ 
し、。 


前ダイヤル 



P :プ□グラムオート撮影(下記） 

露出（シャッタースピードと絞り）は本機び自動設定しますび、その他 
の設定は自分で調整でさ、設定した値は保持されます。 

A :絞0優先撮影 (42 ページ） 

絞りを手動設定します。背景のぼかし具合を調整して撮ります。 

S :シャッタースピード優先撮影 (43 ぺージ） 

シャッタースピードを手動設定します。動くものの表現を変えて撮 
ります。 


M : マニュアル 露出撮影 (44 ぺージ） 

露出（シャツタースピードと絞り）を手動設定します。 


P プ □グラムオートで 撮る 


1モードダイヤルを rp 」 にする。 


2撮影機能を希望の設定にする。 

設定値は、設定を U セツトするまで保持される。 
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プ□グラムシフト 

本機び測定した適正露出を維持したまま、シャッタースピードと絞り 
の組み合わせを一時的に変更でをます。 


1シャッターを半押ししてピント 
ををわせる。 

シャッタースピードと絞り値び表示さ 
れる。 


2ピントををわせた:！犬態で前ダイ 
ヤルまたは後ダイヤルで、希望の 
組み合わせを選ぶ。 

前ダイヤルを回すと露出モード表示び 
rPs 」（ シ ヤツ タースピード優先プ□グラ 
ムシフト）になり、後ダイヤルを回すと 
「 Pa 」 （絞り優先プ□グラムシフト）にな 
る。 


シャッタースピード 絞り値 



□ 1回1: 

;;1画1田] 

円 Stand 品 T 

AWB 

画如%1 FINE 

:1 口 向100 

1 1 




シャッタースピード 


广 - か . 2 ..1.. 。 .. い 2 ’か I - 

□ 1 皿 1 : 

;; 1 國 1 田] 

nsiandai^ 

AWB 

画如 叫 円 NE 

: 1 口 向100 

1 1 


ごま意 

• プ□グラムシフト rPs 」「 Pa 」 は、電源を入れなおしたり、一定の時間びたつと 
解除され、 「 P 」 に戻ります。 

• プログラムシフト rPs 」 では、《化!（手ブレ警告)は表示されません。 

• 電源の入ったフラッシュ（別売)を装着していると、プ□グラムシフトはで 
さません。 
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A 絞り優先で撮る 


絞りを開く（絞り値をルさ < する）と、 
ピントの合ラ節囲び狭 < なり、被写体 
のみがくっさり写ります。絞りを絞り 
込む(絞り値を大きくする）と、ピント 
の合ラ範囲び広びり、画面全体び 
シャープに写ります。シャッタース 
ピードは自動調整されます。 



絞0を開< 



絞0を絞り込む 


1モードダイヤルを 「 A 」 にする。 


2前ダイヤルまたは後ダイヤルで、 
絞り値 ( F 値)を選ぶ。 

• プレビューボタンでぼけ具合を確認 
できる （83 ページ)。 

• 設定した絞り値で適正露出にならな 
いと本機び判断した場合は、シャツ 
タースピードび点滅する。この場合は、 
絞り値を変更する。 

• V 3 段ごとに絞り値は変わる。〇撮 
影メニューの[露出値ステップ幅]で 
1/2段にすることわでをる （106 ペー 
ジ)。 


絞り値 (F 値) 

A 

_( を 6) 

因- 

1101 小 |!| か 

□ I 皿 i : 

:; 1 國 1 血 

…扫 nda が 

AWB 

画如,/。 I 円 NE 

1 口 向100 

I I 
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s シヤ ッタースピード 優先で撮る 


シャッタースピードを速<すると動い 
ているものび止まっているよラに写り、 
シヤッタースピードを遅<すると動い 
ているちのび流れるよラに写ります。 
絞 D は自動調整されます。 


速いシャッタースピード 



1モードダイヤルを rs 」 にする。 


2前ダイヤルまたは後ダイヤルで 
シャッタースピードを選ぶ。 

• ]/3段ごとに絞り値は蜜わる。〇撮 
影メニューの[露出値ステップ幅]で 
]/2段にすることもできる （106 ぺ一 
ジ)。 


ごま意 

• シャッタースピード優先モードでは、 K 化!（手ブレ警告)は表示されません。 

• フラッシュ（別売)を使用する場合、シャッタースピードを遅くして絞りを 
絞り込む(絞り値を大きくする）と、フラッシュ光び遠くまで届かなくなり 
まず。 

• シャッタースピードを、1秒または1砂より遅くして撮影(長時間露光)する 
と、シャッターを開けていた時間と同時間のノイズ軽減処理(長秒時ノイズ 
リダクション)をします。処理中は撮影でさません。 


Is (1 巧 00) I 

I じ-か 

ISO 

1 AUTO 

□ |団| [ ] 1 國 

1 血 

MStanJariir 

AWB 

画 90%| FINE |111；| 泣 ! 

100 

1 1 



撮影ずる 
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M マこュアル露出で撮る 


絞り値とシャッタースピードの両方を、手動で調整でをます。絞り値 
とシャッタースピードの両方を固定したままで撮影したいときや、露 
出計を使って撮影するとをなどに便利です。 


1モードダイヤルを rivu にする。 


2前ダイヤルでシャッタースピー 
ドを、後ダイヤルで絞り値を選 
ぶ。 

• 前ダイヤルまたは横ダイヤルで調整 
する値は、ゥカスタム；><ニューの[前 
後ダイヤルの設定]で変更できる （1 15 
ぺージ)。 


シャッタースピード 



絞り値 ( F 値) 

M (1/500 ホ 5.6) 

|加-3,,2 

叫端 

□ 1 皿 i 

[: ； I 國 I 田！ 

…扫 nda が 

AWB 

画如,/。1 AN 

E I 口 100 




3露出ををわせて撮影する。 

• 測光インジケーターで露出値を確認 
ずる。 

+側：明るく写る 
一側：暗めに写る 
インジケーターの範囲を超えると 
び点灯し、さらに差び開 < と点滅する。 
露出補正をかけている場合は、基準値 
は露出補正値を含んだ値になる。 

皿 ： Metered manual (>< —夕ードマ 

ニュアル)の略 


液晶 モニター 表示 
(詳細画面の場合） 



基準値 


ファインダー表示 

I 

-3-2-1-0-1-2-3+ 


基準値 


ごま意 

• マニュアル露出モードでは、《化!（手プレ警告)は表示されません。 

• 露出モードを 「 M 」 にすると、 ISO 感度の [ AUTO ] 設定は [200] に切り換わり 
ます。 「 M 」 モードでは、に0感度に [ AUTO ] はありません。必要に応じて、 

に0感度を変更してください。 
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マニュアルシフト 

設定した露出のまま、シャッタースピードと絞り値の組み合わせを変 
要でをます。 

AEL ボタンを押しなびら前ダイヤルを 
回し、絞り値とシャッタースピードの 
組み合わせを選んでください。 


M バルブ撮影する 

長時間露光させることで、花火の光び 
尾を弓 I <ような動きの軌跡を撮ること 
びでをます。 


1 モードダイヤルを nvu にする。 


2 前ダイヤルを [ BULB ] が出るま 
で左に回す。 


3 後ダイヤルで絞り値 ( F 値)を選ぶ。 


4 必要な時間、シャッターボタンを巧し続けて撮影する。 

シャッターボタンを押し続けている間、シャッターび開いたままになる。 


BULB 



I 皿 I : I 國 I 田 a 

UStandardt | AWB 

|@90%| FINE 」口 : I •团 _ 100 




AEL ボタン 


■撮影ずる 
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• u モコン(付属)またはリモートコマンダー（別売)を使用すると力 
メラブレを軽減でさるととちに、シャッターボタンを押し続けなく 
てち露光し続けることびでをます。 

ごま意 

• =脚を使ラ場合は、手プレ補正機能をオフにしてください。 

• 露光時間び長いほど、画面内のノイズは目立ちやすくなります。 

• 撮影棲はシャッターび開いていた時間分だけ、ノイズ軽減処理(長砂時ノイ 
ズ U ダクシ ヨン) び行われます。処理中は撮影できません。 
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ピントさわせの方ミちを選ぶ 


1 フ オー カス モードレバーを 好み 
の設定に合わせる。 


才ートフオーカスじ、 A 、 C ) 



2シャッターボタンを半巧しして、 
ピントの状態を確認して撮影す 
る。 

• ピントび合ラと、フオーカス表示び ♦ 
またはみ》になる (48 ページ)。 

• フオーカスエ U ア内のピントび合つ 
たェ IJ アび一瞬ホ < 点なする。 



I フォー カスエリア 
フオーカス表 7 K 


フォーカスモードを選ぶ(オートフォーカス) 


S (シングル AF ) 

(耐 

シャッターボタンを半押ししてピントびをラと、 
ピントはそこで固定される。動をのない被写体 
の撮影に便利。 

A ( AF 制御自動 
切り換え） 

(皿） 

被写体の動をに応じて、シングル AF とコンテイ 
ニュアス AF び切り撰ねる。シャッターボタンを 
半押しすると、被写体げ静止しているとさはピ 
ント位置を固定し、被写体が動いているとをは 
ピントを合わせ続ける。 

連続撮影時は、2枚目攻降は自動的にコンティ 
ニュアス AF となる。 


撮影機能を使う 
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C (コンテイ 

シャッターボタンを半押ししている間中、ピン 

ニ ユアス AF ) 

卜を合わせ続ける。動いている被写体の撮影に 

(耐 

便利。 


•フォーカスエリアび：； ：（ ワイド)のときは、 


被写体が動くとそれに合わせてピントを合ね 


せるエ U アも変わる。 


• ピントび合ったときの電子音は鳴らない。 

• 〇撮影こユー 

の [ AF - A の機制で、フォーカスモードレバー 「 A 」 


の機能を DMF (ダイレクトマニュアルフオーカス）にできます (53 
ぺージ)。 

フオーカス表をの意味 


フォー カス表示 

が況 

•点口 

ピントび合って固定されている。撮影でさる。 

㈱ 点口 

ピントび合っている。被写体の動さに合わせてピント位置び 
変わる。撮影でさる。 

(〇)点口 

ピント合わせの途中で、シャッターび切れない。 

•点滅 

ピントび合わず、シャッターび切れない。 


ピントび合いにくい被写体： 

下記のような被写体では、オートフォーカスでピントびをいにくいこ 
とびあります。フォーカス□ック撮影 (51 ページ）またはマこュアル 
フォーカス撮影 (52 ページ）を行ってください。 

• 青空や白壁などコントラストのないちの 

• フォーカスエリアの中に距離の異なるちのげ混じっているとを 
• ビルの外観など、繰り返しパターンの連続するもの 
• 太陽のよラに明るいものや、車のボディ、水面などきらをら輝いて 
いるちの 
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撮影 距離を正確に測るには 

本機の み マークびイ; >< ージ セン 
ヴー面の位置となります。本機か5被 
写体までの距離を正確に測るには、こ 
の線の位置を参考にして<ださい。 



フ オーカ スエ U アを選ぶ 


撮影が況や好みに応じて、ピントを合 
わせやすいフオーカスエ U アを選びま 
す。ピント含ねせに使われたェ U アは 
一瞬点なします。 


スポツトフ オーカ スエ U ア 



1 Fn ボタンを巧して、クイックナビ画面を出す (38 ページ)。 

2マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で 
フオーカスエリアを選ぶ。 

3 前ダイヤルまたは後ダイヤルで希望の項目を選ぶ。 
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: ]( ワイド） 

フオーカスエ U ア内の9 
個のエ U アのラち、どこ 
をピント合わせに使ラか 
を自動的に決定する。9 
個のェ U アに加えて、10 


1 D (bD^ D 1 

• 3 ご 35 " 1 i 1 > 1, 9%.,1 

点の測距点ち使ってピン 
卜 合わせをすることで精 
度良く被写体をとらえる。 

マルチセレクターの中央を押すと、一時的に ，中- 
冲央に固定）となり、スポットフオーカスエリ 
アでピント合わせびでさる。 

•:卜（中巧に固 
定） 

常にスポットフオーカスエ U アでピントを合ね 
せる。 

。辟（□—カル） 

撮影時に9個のフオーカスエ U アからピントを 
含わせるエ U アをマルチセレクターで選ぶ。ス 
ポットフオーカスエ U アを選ぶには、マルチセ 
レクターの中央を押す。 


ごま意 

• アシスト測距点は：；ワイド)時のみ使われます。また、ファインダーに 
は表示されません。 

• 連続撮影時やシャッターボタンを一気に巧し込んだときなどには、エリア 
び点むしないことびあります。 
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フオーカスロック撮影する 


ピントを合わせたい被写体びフォーカスエ1」アに入っていないとを 
は、巧のようにピントを固定してか6撮影します。 


1ピントを合わせたい被写体に 
フォー カスエ U アを合わせ、 
シャツターボタンを半巧しずる。 


2シャツターボタンを半押しした 
まま、撮りたい構図に合わせる。 



3シャツターボタンを巧し込んで撮該ずる。 


• マルチセレクターの中央を押してち、スポットフォーカスエリアで 
フォーカス□ックびでをる (49 ぺージ)。 

• な カスタムメニューの [ AF / MF ボタンの機能]で、 AF / MF ボタンを 
使ってフオーカス□ックびでをる （11 2ぺージ)。 
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AF 補助光 


シャッターボタンを半押ししてフォー 
カスび□ックされるまでの間、状況に 
応じて自動的にホい補助光び出ます。 

暗所やコントラストの低い被写体でも 
オートフォーカスでピントび含いやす 
<な0ます。 

• フォーカスモードびコンテイニュアス AF のとき、 AF 制御自動切り 
換えで被写体び動いているとをは、 AF 補助光は発光しません。 

• フォーカスエリアを。晋。（□一カル）にして中央政外のエリアを選ん 
でいるとをは、 AF 補助光は発光しません。 

• レンズの焦点距離び300 mml ； (上のとさは、 AF 補助光は発光しな 
いことがあります。 

• フラッシュ（別売)を取り付けているときは、フラッシュの AF 補助 
光げ発光します。 

• 〇撮影;>< こューの [AF 補助光]で発光を停止できますり07ページ)。 


AF 補助光発光部 



マこュアルフ オー カスで撮る 


被写体までの距離を自由に設定でをます。 


1フ オー カスモードレバーを rMF 」 
にする。 



2レンズのフオーカスリングを左 
ちに回して、被写体が最もはっき 
り見えるようにする。 
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ご注意 

• オートフォーカスでピントび合ラよラな被写体の場合は、ピントび合ラと 
ファインダー内のフォーカス表示•び点むします。ワイドフォーカスエ U 
ア時は中央のエ U アび、□ーカルフォーカスエ1」ア時はマルチセレクター 
で選んだエ U アび使用されます。 

• 電源を入れ直すたびに、ピント距離は無限違 ( W ) に I 」セットされます。 

• テレコンバーター使用時などは、フォーカスリングの回輯び重くなる場合 
びあります。 

• 露出モードび 「 AUTO 」 のときに電源を入れ直したり、 「 AUTO 」 切がの露出 
モードから 「 AUTO 」 に変更すると、フオーカスモードレバーの設定に関わら 
ずオートフオーカスに切り換わります (39 ページ)。 


ダイレクトマ こュ アルフ オー カスで撮る 

オートフオーカスでピントを含ねせたあと、手動で微調整でをます 
(ダイレクトマニュアルフオーカス）。フオーカスモードレバー 「 A 」 
をこの機能に変更でをます。 

最初か6マこュアルフオーカスでピントををねせるよりち素早<ピ 
ント含わせびでを、マク□撮影などに便利です。 


1 MENU ボタンを巧して、マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で〇 
撮影メニュ ー3 の [ AF - A の機能]一に MF ] を選ぶ。 


2 フオー カスモードレバーを 「 A 」 にする。 


3シャッターボタンを半押ししてピントを合わせる。 


4シャッターボタンを半押ししたまま、フォーカスリングを回 
してピントを調整する。 


■撮影機能を使ラ 
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AF/M F を切り換えながら撮る 


撮影中に力;/ラのホールディングを崩すことなく、オートフォーカス 
とマニュアルフォーカスを簡単に切り換えることびできます ( AF/MF 
コント□-ル）。 

AF / MF ボタンを巧す。 

オートフォーカスのとき：一時的にマ 
ニュアルフォーカスになる。 

AF / MF ボタンを押したまま、フォーカ 
スリングを回してピントを合わせる。 

マニュアルフォーカスのとさ ：例 
MF ボタンを押している間、一時的に 
オートフオーカスになり、ピントび固 
定される。 


• 〇カスタムメこユーの [ AF / MF コント□ール]で、ボタンを押し続け 
なくても変更したモードを維持できる （1 12ページ)。 


AF / MF ボタン 



フオーカス U ング 
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フラッシュ（別売)を使ラ 

暗い場所での撮影では、フラッシュを使うと被写体を明るく写せ、手 
ブレを抑えるのにも役立ちます。また逆光などで被写体び暗くなる 
場合も、フラッシュにより、明るく写せます。 

フラッシュの使いかたについて詳しくは、フラッシュの取扱説明書を 
ご覧 < ださい。 


1アクセサリーシューキャップを 
はずし、フラッシュ（別売)を取 
り付ける。 

• オートロックアクセサ U —シューに 
しっかり止まるまで、矢印の方向へ差 
し込む。 


2フラッシュの電源を入れ、フラッ 
シュの充電が完了 したら 、撮影す 
る。 

4点滅：フラッシュ充電中。 

ろ点む：フラッシュの充電び完了。 _ 

• 暗所での撮影など、才ートフォーカス そ（フラッシュ充電)表示 

でピントび合いにくい状況でシャッ 
ターボタンを半巧しすると、フラッ 
シュの AF 補助光び発光する。 




ごま意 

• フラッシュ光びレンズでさえぎられて、写真下部に影びできることびあり 
ます。レンズフードを取りはずしてください。 
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フラッシュモードを選ぶ 


1 Fn ボタンを巧して、クイックナビ画面を出す (38 ページ)。 

• 拡大画面にしているときは、メニューから設定する巧弓ページ)。 


2マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で 
フラッシュを選ぶ。 


1 ±0-0 1 


AUTO 1 

1 □ 1 回1:: 1 國 1 田 a 1 

"sand 品 iT 

AWB 

画如 t'l FINE 1 口: 1 画 

100 

イ壬►ち巧—空备 

•詳巧 


3前ダイヤルまたは後ダイヤルで希望の項目を選ぶ。 


点 （自動発光） 

光量不足/逆光と判断したとさ発光する。 

「 AUTO 」 モードのとをのみ選べる。 

i (強制発光） 

おず発光する。 

X (後幕シンク 
□) 

露光び終わる直前のタイ S ングで発光する。動 
いている被写体を低速のシャッタースピードで 
撮影するとをに用いると、光の流れや被写体の 
軌跡を自然に描写でをる。 

え （ワイヤレス） 

フラッシュを本機に取り付けて撮影したときよ 
りち被写体に陰影び付いて立体感を出すことび 
でをる。 

HVL - F 58 AM を含む2台上のワイヤレス对応フ 
ラッシュ*び必票です。 

* HVL - F 58 AM 、 HVL - F 56 AM 、 HVL - F 42 AM 、 
HVL - F 36 AM 
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ワイヤレスフラッシュ 撮影を行う には 

® 本機のフラッシュモードをえ（ワイヤレス）に設定する。 

② HVL - F 58 AM をワイヤレスコント□-ラーに設定して、本機に取り 
付ける。 

③ 他のフラッシュを本機から離して設置する。 

® テスト発光する場合は、 AEL ボタンを押す。 

な カスタムメこューの [ AEL ボタン]を[押す間]にしておくことを 
おすすめします。[再押し]に設定していると、テスト発光のたびに 
ス□ーシンク□撮影とそラでない状態とび切り換わります。 

⑤撮影する。 

HVL - F 58 AM ともう1台のフラッシュび発光する。 


ご注意 



• ワイヤレスフラッシュ撮影している別のカメラの信号光でフラッシュび発撮 
光してしまう場合は、フラッシュのチャンネルを変更してください。チャ 影 

ンネルの変更について詳しくは、フラッシュの取掘説明書をご覧ください 。 P 
• ワイヤレスフラッシュについて詳しくは、お使いのフラッシュの取扱説日月 ^ 

書をご覧ください。 使 

ご 


ス□ーシンク□撮影する 


ス□ーシンク□でシャッタースピードを遅くして撮ると、被写体だけ 
でなく、背景も明るく撮れます。夜景を背景にしたフラッシュ撮影を 
する場合などに便利です。 


SLOW SYNC ボタンを巧しなが目 
撮影ずる。 

ファインダー内と液晶モニターの* 
が点打し、露出値が□ック個定)され 
ていることを知5せる。 



SLOW SYNC ボタン 


ご注意 

• シャッタースピード優先/マニュアル露出モードでは 、 SLOW SYNC ボタン 
によるス□ーシンク□撮影はでをません。 
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八イスピードシンク aWSS ) 撮影する 


フラッシュ HVL - F 58 AM 、 HVL - F 56 AM 、 HVL - F 42 AM または 
HVL - F 36 AM を使うと、フラッシュ同調速度の制限びなくなり、 力; >< ラ 
の持つシャッタースピード全域でのフラッシュ撮影びできます。明 
るい場面でも絞りを開けたフラッシュ撮影び可能となります。八イ 
スピードシンク□撮影となるときは、ファインダー内と液晶モこター 
に 「川 または mss 」 び点灯します。 

ごま意 

• 2秋セルフタイマー、後幕シンク□選択時、ミラーアップ撮影時には、 A イス 
ピードシンク□撮影にはなりません。 

• A イスピードシンク□について詳しくは、お使いのフラッシュの取掘説明 
書をご覧ください。 


シンク□ター5ナルコード付をフラッシュを使ラ 


ろ（シンク □) ター S ナルのカバーを 
開け、コードを差し込む。 



• フラッシュのシンク□端子の極性げ逆のタイプでちご使用になれ 
ます。 


ごま意 

• 露出モードはマニュアル露出モードにして、シャッタースピードは1/200秒 
(手ブレ補正オン時)、]/250砂(手プレ補正オフ時)またはフラッシュ側の 
推奨する値のどちらか遅い方、またはそれより低速側に設定してください。 

• シンク□電圧び 400 V 政下のフラッシュをご使用ください。 
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• シンク□コードをろ（シンク □) ター S ナルに接続するとをは、コードと接 
続したフラッシュの電源をオフにしてください。オンにしていると、コー 
ドを接続した瞬間にフラッシュび発光することびあります。 

• フラッシュは、常にフル発光になります。フラッシュ調光補正 (64 ページ） 
はでさません。 

• オートホワイトパランスはおすすめでをません。より正確なホワイトパラ 
ンスを得るために、カスタムホワイトバランスをお使いください。 

•そ（シンク □) ター S ナルに接続中は、フラッシュ表示び出ません。 


■撮影機能を使ラ 
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画像の明るさを調舊する(測光、露出、調 
光） 

測光モードを選ぶ 
明るさを測る方法を選びます。 

測光モードレバーで希望の設定を 
選ぶ。 



画该分割測 
光） 

画面全体を40分割して測光する (40 分割ノ V 二力 
ムパターン測光)。 

人の目でみた感じに一番近く撮れる測光方式で、 
逆光を含む一般撮影に適している。 

画（中央重点平 
巧測光） 

画面の中央部に重点をおをなびら、全体の明る 
さを平均的に測光する。 

曰（スポット測 
光） 

中央部のスポット測光サークル内のみで測光を 
斤ラ。 

明暗差の大さい被写体や、画面のある特定部分 
だけを測光するのに適している。 
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を分割測光に ついて 

画面内には、39個の八こカム(八チの 
巣)形状の測光素子と、その周囲との合 
計40個の測光素テび配置されていま 
す。これらはオートフォーカスと連動 
しており、本機び被写体の位置と明る 
さを判断して的確な露出を決定します。 

• を分割測光でピントび固定されると、露出（シヤッタースピードと 
絞り値)も同時に固定されます(シングル AF または AF 制御自動切り 
換えの場合のみ)。 



露出を補正する 


露出モード 「 M 」 政外では、露出び自動的に設定されます（自動露出)。 
自動露出で設定された露出値を基準に、好みに応じて調整でをます。 
+側に補正すると、画像全体を明るく、一側に補正すると、画像全体を 
暗 < でさます。 

一 側に補正 基準の露出 +側に補正 



I 





1因ボタンを巧して、露出補正画 
面を表示する。 


因 ボタン 
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2 マルチセレクターの ◄/ ►で希望 
の補正値を選ぶ。 

• 前ダイヤル、または後ダイヤルでち選 
ベます。 


S 出曲 E 

円 ； 

、 



〇巧♦#7 


基準露出 


• ±3.0 の範囲で、]/3段ごとに設定でをる。〇撮影;><ニューの[露出 
値ステップ幅]で1/2段ごとに設定することちできる （106 ページ)。 

定常光*だけに補正をかけるには 

初期設定では、フラッシュ発光時に、フラッシュ発光量も変化して露 
出補正を行います。これを定常光(フラッシュ攻外の光)で照射され 
ている背景だけに露出補正をかけるよラにでさます （1] 8ページ)。 

* 定常光：自然光や電球-堂光打など、フラッシュ光！;(外の総称。フ 
ラッシュ光び一瞬だけ光るのに巧し、常に一定して存在する光なの 
でこラ呼ばれる。 


AE □ック撮影する 


露出を先にミ夫めてから撮りたい構図にして撮影でさます。測光した 
いものとピントを合わせたいちのび異なる場合や、露出を一定に保つ 
たまま連続撮影したい場合などに有効です。 


1測光したい状態に本機を構える。 

• ピントを合わせておいてください（固定させる必要はありません)。 
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2 AEL ボタンを巧して、露出を固定 
ずる。 

ファインダー内と液晶モニターに关 
CAE □ックマーク）び点なする。 



AEL ボタン 


-3..2-.1--0.-1..2 


3+* 


3 AEL ボタンを巧したまま、必要なら構図を変えて撮影する。 


• 露出値を一定に保ったまま連続で撮影するときは、撮影後ち AEL ボタン 
を巧したままにする。指を離すと露出固定は解除される。 

• 〇カスタムメニューの [ AEL ボタン]で AEL ボタンの機能や操作方法を変 
えることもできる （11 5ページ)。 


画面内の露出の状態を確認ずるには スポット測光サークル 

AEL ボタンを押したまま、スポット測 
光サークルを被写体と明暗差びある箇 
所に向けると、固定した露出(基準 
「0」）と、スポット測光サークル内の箇 
所との露出差び測光インジケーターに 
表示されます。 I II 

+側になるほど明るく写り、一側にな I -3..2..1..0..1..2..3+关 

るほど暗く写ります。 

明るすぎる場合や、暗すぎて適正な露 
出び得5れない場含は、インジケー 
ターの端に◄または►び点灯、または点 


1 :^ 


• 5。。4:|',パ,’,.*| . 



I 




滅します。 
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調光補正をする 

フラッシュ撮影時は、露出補正とは別に、フラッシュの発光量を調整 
することで、フラッシュ光び届く被写体だけの露出を変更でをます。 
+側にすると、発光量を増やし、一側にすると、発光量を減6します。 


1 Fn ボタンを巧して、クイックナビ画面を出す (38 ページ)。 


2マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で 
調光補正を選ぶ。 


3前ダイヤルまたは後ダイヤルで希望の補正値を選ぶ。 


P 

±0JQ 

、 岡，か A 咒〇 

口 1 

1 : 1 國 1 田 a 


f 1 AWB 

画如' 

1 FINE 1 口 1 画 100 


イ壬►ち巧—空更♦詳巧 


調光補正 


ごま意 

• 調光補正び行われている場合、フラッシュを取り付けているとファイン 
ダーに阻び点灯します。設定を変更したあとは、解除忘れにご注意くだ 
さい。 

• 被写体びフラッシュ光の最大到達距離(調光距離)付近にあるとをは、オー 
バー側 （+ 側)の効果び出ないことびあります。また、近接撮影ではアンダー 
側（一側 ) の効果び出ないことびあります。 

露出補正と調光補正の違い 

露出補正では、シャッタースピード-絞り値- ISO 感度 ( AUTO の場合)び変化 
することによって補正び行われます。フラッシュび発光する場合は、フラッ 
シュの発光量ち同時に変化します。 

一方、調光補正では、フラッシュの発光量のみび変化します。 
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ISO 感度を設定する 

光に对する感度は、 ISO 感度(推奨露光指数)で表します。数値び大を 
いほど高感度になります。 


1 ISO ボタンを巧して、 ISO 感度画 
面を表示する。 


ISO ボタン 



2マルチセレクターの ▲/ ▼で希望の数値を選ぶ。 

• 前ダイヤル、後ダイヤルでわ選べる。前ダイヤルで1段ごとに、後ダイヤ H 
ルで 1/3 配とに選べる。 


，が 機 

じ迂思 能 

• IS 0200 未満の領域は、記録でをる被写体輝度の範囲(ダイナ S ックレンジ）^ 

び若干狭くなります。 ISO 3200を超えるとお張領域になり、ノイズび目立 ® 

ちやす<なります。ノイズ量をご確認の上、ご利巧ください。 

• 露出モード 「 M 」 には、 ISO 感度 「 AUTO 」 の設定びありません。 「 AUTO 」 の状 
態で露出モードを nvu に切り換えると、 r 200 」に切り換わります。撮影状況 
に合わせて、設定し直してください。 

• 〇撮影 X ニューの [ISO AUTO 範囲]で AUTO の範囲を変更でさま 
す （106 ぺージ)。 
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ち合いを調舊する(ホワイトパランス) 


見た目どおりに色合いを調整する機能 
を、ホワイトバランスといいます。通 
常は AWB (オートホワイトバランス） 
に設定しておくと自動的に調整されま 
すび、画像の色合いげ思いどおりにな 
らないとさや、意図して色含いを変化 
させて雰囲気を表現したいとをに使い 
ます。 


WB ボタン 



被写体の色含いは、被写体を照5している光の特性によって異なりま 
す。太陽光のもとで白く見えるものを基準にすると、下図のように色 
合いび変化します。 


天候や照明 

晴れ 

睾 

量り 

0 

壁光な 

i \ It 

電球 

曾 

光の特性 

白 

青みびかる 

緑びかる 

ホみびかる 


ごま意 

• ホ:銀打やナト U ウムランプのみび光源の場合、光の特性上、正確なホワイト 
バランスび得られないため、フラッシュを発光して撮影して < ださい。 


オート/プ U セツトホワイトバランス 


1 WB ボタンを巧して、ホワイトバランス画面を表示する。 


2マルチセレクターの ▲/ ▼で希望の設定を選ぶ。 

• 前ダイヤルでち選べる。 
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3 プリセツトホワイトバランスを選び、微調整が必要な場合は、 
マルチセレクターの ◄/ ►で調整する。 

+側にするほど赤みび強<、一側にするほど青みび強くなる （1 段は約10ミ 
レツド*に相当)。 

• 後ダイヤルでち調藝でさる。 


* S レッド：色温度変換フィルターの色温度変換能力を示すために用いられ 
る単位。 


AWB (オートホ 
ワイトパラン 
ス） 

約 3000 〜 
7500 K 

光源び自動判別され、適した色 
合いになる。 

ホ(太陽光） 

約 530 0 K 

被写体を照らしている光源を選 
ぶと、選んだ光源に適した色合 
いになる（プリセツトホワイト 
バランス）。 

ん(日陰） 

約 750 0 K 

* 虐 天） 

約 610 0 K 

み (白熱灯） 

約 280 0 K 

鎖 (堂光な） 

* 

™ (フラッシュ） 

約 650 0 K 



* 壁光なの色は、色温度では正確に表現できないため省略しています。 

壁光 I 打に ついて 

堂光打を選んでいるとをにマルチセレクターの ◄/ ►で調整を行ラと、 
微調整ではな<董光巧の種類を選ぶことになります。 

• 複数の種類の光源で照明されている場合など、 AWB やプ U セット 
ホワイトバランスではうまく調整できない場合、カスタムホワイト 
バランスをお使いください (69 ページ)。 
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色温度とカラーフィルターを設定する 


1 WB ボタンを巧して、ホワイトバランス画面を表示する。 


2 マルチセレクターの ▲/ ▼で [5500 K ] (色温度)、または[0](力 
ラーフィルター)を選ぶ。 

• 色温度を設定するには、 ◄/ ►で数値を選ぶ。 

• カラーフイルターを設定するには、 ◄/ ►で補正する方向を選ぶ。 


5500 K*i 
(色 ミ 豆度） 

ホワイトバランスを色温度で設定する。 

数値び高いほどホみび強 <、低いほど青みび強くな 
る。 

2500 K 〜弓900 K の範囲で選ぶことびできる。 

0*2 

(カラーフイル 
夕一) 

写真用の CC (色補正フィルター）と同様の効果び得 
6れる。 

設定した色温度を基準に G に reen ) 方向、または、 

M ( Magenta ) 方向に色を補正でをる。 

G 9 〜 M 9 の範囲で選び、 ] 段分は CC フィルター番 
号の約5に相当する。 


数値は、現在設定されている色温度 
が数値は、現在設定されているカラーフィルター 

ごま意 

• 市販のカラーメーターは、フィルムカメラ巧のちのびをいため、壁光な/ナ 
卜 U ウムな/水銀打下で使巧した場合、測定結果をそのまま設定してち正し 
い結果び得られない場合びあります。試し撮りによる補正や、カスタムホ 
ワイトバランスの使巧をおすすめします。 
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カスタムホワイトバランス 


複数の種類の光源で照明されている場合などで、より正確に白さを表 
現したいときは、カスタムホワイトバランスの使用をおすすめします。 
3つの設定を登録でをます。 


1 WB ボタンを巧して、ホワイトバランス画面を表示する。 


2マルチセレクターの ▲/ ▼で [ A ^ I ]* (カスタムホワイトバラ 
ンス）を選ぶ。 

* 数値は、1〜3のどれかび表示される。 



3マルチセレクターの ◄/ ►で [ tAdSET ] を選び、マルチセレク 撮 

ターの中央を巧す。 1 


-能 

4 白く写したいちのがスポット測光サークルを 覆 ラよラにカメ I 
ラを構えてシャッターボタンを深く巧し込む。 f 

シャッター音びして、取り込んだ値(色温度とカラーフィルター)び表示さ 
れる。 


5 マルチセレクターの ◄/ ►で登録番号を選び、マルチセレク 
夕一の中央を巧ず。 

登録したカスタムホワイトバランス値び設定された状態で、撮該情報画面 
に戻る。 

• この操作で登録したカスタムホワイトバランス値は、次に別の値び登録 
されるまで保持される。 


ごま意 

• 「カスタム WB 設定エラー」といラ ><ッセージび表示されたとをは、値び想定 
がであることを表します(近距離でフラッシュを発光させた場合や、鮮やか 
な色の被写体に向けた場合など)。値は登録され、液晶モニターの撮影情報 
画面の tSd 表示び黄色になります。撮影はで去ますび、設定し直すことを 
おずすめしまず。 
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登録したカスタムホワイトバランスを呼び出ずには 

手順3で希望の番号を選びます。 

ごま意 

• シャッターボタンを押すときにフラッシュを発光させると、フラッシュ光 
でカスタムホワイトバランスび登録されます。呼び出したあとの撮影でを 
フラッシュを発光させて撮影してください。 
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画像処理を設定する 

D レンジオプテイマイヴー機能を使う 

撮影画像を瞬時に分析し、撮影シーンに最適な明るさと階調表現に自 
動補正します。 

自然でイ;>< ージ通りの写真を撮影でをます。 


1 Fn ボタンを巧して、クイックナビ画面を出す (38 ぺージ)。 


2マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で 
D レンジオプティマイザーを選 
ぶ。 


3前ダイヤルで希望の項目を選ぶ。 

• アドバンスレベル設定は、後ダイヤルで選ぶ。 


I P 

地〇 

、陽 3’’2’’1’’;’’1ii2ii3+ Ag^ 

□ IQBI : : 1 画 ; 


nSlandanir | 

AWB 

画如:円 NE 1 口 ; 1 回 

100 

作徽 さ 錫 

参な抽 


嘟 T (哪 

補正しない。 

回3 ( スタン ダー 
ド） 

逆光など、被写体と背景に明暗の差びあるとさ、 
画面全体で明暗の差を補正する。適切な明るさ 
とコントラストの画像になる。 

囚狙（アドバンス 
才ート） 

被写体や背景の明暗の差を細かな領域に分けて 
分析し、最適な明るさと階調の画像にする。 

西 B (アドバンス 
レベル設定） 

Lv ] (弱）〜5 (強)で補正の効果を選ぶ。 


ご注意 

•曲0 ( アドバンスオート）では連写速度び低下する場合びあるので、スポー 
ツなど達写速度び必要な被写体には旧3 (スタンダード)をおすすめします。 
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■撮影機能を使ラ 






• RAW 画儘を本機で拡大再生すると、应 3 (スタンダードルツがの D レンジオ 
プティマイヴー効果は確認できません。 

• D レンジオプティマイザー動作時は、ノイズび目立つ場合びあります。特に 
咖（アドバンスレベル設定)で補正効果を強めるときは、撮房後の画像を 
確認しなびらレベルを選択してください。 


ク U エイテイブスタイル機能を使う 


ク U エイティブスタイルには、撮影シーンや用途に合わせた最適な画 
像スタイルびあらかじめ設定されています。 

それらを選ぶだけで適切な色調整や画像仕上げび行われ、さらにそれ 
をベースにして撮影ちび自身で画像作りを楽しめます。 


1 Fn ボタンを巧して、クイックナビ画面を出す (38 ページ)。 


2マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で 
クリエイティブスタイルの項目 
を選び、中央を巧す。 

• スタイルボックスの選択だけの場合 
は、クイックナビ画面のまま選べる。 


P 


+0.0 

% 1 因 _ 3 ,, 2 . 

▼ 

ISO 

1 因 

A 

AUTO 

□ |団| 

:::： 1 國 

血 

^nStendanit 

或 

AWB 

>{MI90' 1 FIN 

ミ问洒 

100 

な ►涅巧 9 顆 

•註巧 


3マルチセレクターの ▲/ ▼で希望 
のスタイルボックスを選ぶ。 

初期設定では、スタンダード、ビビッド、 
ニュートフル、ポートレート、風景、白黒 
から選べます。 





列Iイティブスタイル 

■IStandanl! 



スのタイ 

■>1 Npiitralt 

ilStandardt 

FI PortraitT 

„_ . 〇 @の因因 

±0 +0 *1 1010 

が►里巧•沒了 
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4 マルチセレクターの►でカーソ 
ルをも側に移動し、 ▲/ ▼でパラ 
メーターの設定を行ラ。 

設定でをる画像スタイル、パラメーター 
については下記、74ページをご覽<だ 
さい。 



クリ I イティブスタイル 

HSSnHirdt 

raVividt 

► 

が巧-卜 

ilSIandardt 

' 。仍卜 ， 

MNeutralT 



, 9 @ 田因 GQ 

▼ 

IStandan 

: 〇 10 *1 *0 10 

L. • - 

<シ査巧©巧了| 


初期設定ながの画像スタイルを使いたいとさは 

® 変更したいスタイルボックスを選 
ぶ。 

⑤マルチセレクタ ーの ►でカーソルを 
ち側に移動し、 ▲/ ▼で画像スタイ 
ルを選ぶ。 

画像スタイルの一覧 


DNighttl 


HNgjlraltl 


tiPortraitll 


クリ I イティ刃タイル 
否奇 


、 :1 外ラスト 

' @田田田 


IStandardt (スタノ 

ダード） 

さまざまなシーンを豊かな階調と美しい色彩で 
表現する。 

rwidt (ビビツ 
ド） 

彩度-コントラストび高めになり、花、新緑、青空、 
海など色彩豊かなシーンをよ D 印象的に表現す 
る。 

INeutraifC — ユ^ ~ 卜 

ラル） 

彩度-シャープネスび低<な D 、 落ち着いた雰 
固気に表現する。パソコンでの画像加工を目的 
とした撮影にち適している。 

画お(ク U ア） 

ノ V イライト部分の抜けか'よ<、透明感のある雰 
囲気に表現する。光の煌めを感などの表現に適 
している。 

fPeepty ^ イー 

プ） 

濃く深みのある色再現にする。重厚感、存在感 
など、重みのある表現に適している。 


1 


能 

を 

使 

ラ 
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画が (ライト） 

明るく、すっきりとした色再現にする。爽快感、 

軽快感など明るい雰囲気の表現に適している。 

IPortraitt (ポ ート 

レー ト） 

肌をより柔らかに再現する。人物の撮影に適し 
ている。 

ILandscapet (風景） 

彩度、コントラスト、シャープネスびより高くな 
り、鮮やかでメリ八リのある風景に再現する。遠 
くの風景もよりくっをりする。 

ISunsett (夕景） 

夕焼けのホさを美しく表現する。 

画 i が （夜景） 

コントラストびややほくなり、見た目の印象に 
より近い夜景に再現する。 

ETnt (紅葉） 

紅葉のホ-黄をより鮮やかに表現する。 

fBTwt 伯黒） 

白黒のモノトーンで表現する。 

區函て (セピア） 

セピア色のモノトーンで表現する。 


パラメーターの一覧 


け（コントラス 
卜） 

+側に設定するほど明暗差が強調され、インパ 
クトのある仕上びりになる。 

进 (彩度） 

+側にするほど色び鮮やかになる。一側に設定 
すれば、控えめで落ち着いた色に再現される。 

立](シャープネ 
ス） 

解像感を調整でをる。+側に設定すれば輪郭び 
よりくつをりし、一側に設定すればやね6かな 
表現になる。 

m 视風 

画像全体の明るさを調整する。 
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m (ゾーン） 

白とびや黒つぶれを防ぎ、より階調の豊かな描 


写び得6れる。 


+側にすると高輝度域の多い被写体で白とびを 


和5げ 、一 側にすると低輝度域の多い被写体で 


黒つぶれを和らげる。 


ごま意 

• 应 tK 白黒)、區面+(セピア）を選択しているときは、 ® (彩度)の調整はで 
さません。 

. 田巧（ゾーン）を調整すると、〇 ( コントラスト)の調整はでをません。 



I 




75 



ドライブモードを選ぶ 

本機には、 ] 枚撮影、連写など、9種類のドライブモードびあります。 
撮影の目的に合わせて使用してください。 


1 DRIVE ボタンを巧し、設定画面を 
表^^する。 


DRIVE ボタン 



2マルチセレクターの ▲/ ▼で希望のモードを選び、 ◄/ ►で設定 
を選ぶ。 


□ 

1 枚撮影 (77 ページ） 

回 

連続撮影 (77 ページ） 

の 

セルフタイマー (78 ページ） 

rriTin 

連続ブラケット (78 ページ） 

13335 

1 枚ブラケット (78 ページ） 

皿 WB 

ホワイトバランスブラケット (80 ページ） 

皿3帥+ 

DRO アドバンスブラケット (81 ページ） 

ヴ 

ミラーアップ撮影 (81 ページ） 

I 

U モコン （82 ページ） 


• DRIVE ボタンの代わりに、 Fn ボタンを使ってクイックナビ画面で 
ち選べます (38 ページ)。 
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1 枚撮影する 


通常の撮影方法です。 

他のモードの設定解除ち行います。 


連続撮影する 


シャッターボタンを深く押し込んでいる間、連続撮影します。 


鸟 Hi 

毎秒最高約5枚 A の速度で撮影 

鸟 Lo 

毎秒最高約3枚 A の速度で撮影 


* 轉社測定条件による：画像サイズび [L24M]、 画質び[ファイン]、フオーカ 
スモードびシングル AF またはマニュアルフオーカス、シャツタースピード 
1/250砂切上。 


ただし、暗い環境下での撮影時や D レンジオプティマイヴーび囚狙（アドバ 
ンスオート）または咖（アドバンスレベル設定)になっているとき、搞感 
度ノイズ U ダクション]を臨]に設定しているとを、連続撮該の速度は低下 
します。 
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最大連続撮影枚数 

連続撮影の枚数には上限びあ D ます。 


RAW 

12枚 

cRAW 

12枚 

RAW+JPEG 

10枚 

cRAW+JPEG 

10枚 

エクストラフアイン 

11枚 

ファイン/スタンダード 

105枚/285枚 


フアインダー内に連続して撮影でをる 
枚数げ表示されます。連続撮影可能枚 
数び9枚よりをいとをでち、ファイン 
ダー内には「9」と表示されます。 



連続して撮影でさる枚数 
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ごま意 

• 記録メディアの鶏量びみない場合は、表示されている枚数の達続撮影びで 
をない場合びあ0ます。 


セルフタイマーで撮る 


か!) （10 秒セル 
フタイマー) 

シャッターボタンを押してから 10 秒後に撮影さ 
れる。 

セルフタイマー作動中は、電子音とセルフタイ 
マーランプで動作状況を知らせる。 

撮影直前になると、セルフタイマーランプの点 
ミ威と電子音び早くなる。 

& 2 (2 秒セルフ 
タイマー) 

シャッターボタンを押してから2砂媛に撮影さ 
れる。 

S ラーび先に上びるので、撮影の際にカメラブ 
レを和らげるのに便利。 


10秒セルフタイマーを中止ずるには 

DRIVE ボタンを押します。 

ごま意 

• ファインダーをのぞかずにシャッターボタンを押す場合は、アイピース 
シャッターレバーでアイピースシャッターを閉じてください。 

• 2颗セルフタイマーに設定しているときは、八イスピードシンク□、 WL 八 
イスピードシンク□、ミラーアップ撮影はでをません。 


ブラケット撮影する 


露出を段階的にずらして撮影することをブラケット撮影といいます。 
本機は、オートブラケット機能を搭載しており、基準の露出に対して、 
ずらす値の幅(段数)を指定すると、自動的に露出値をずらして撮影し 
ます。撮影後に、好みの明るさの画像を選べるので便利です。基準の 
露出は1枚目で設定されます。 
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基準となる露出 一に補正 +に補正 



撮 

* 匹 lac / Enas の下の _ Ev は、現在の設定段数。 ev のち側の_は、現在の設定^ 
枚数。 P 

• 初期設定では、 0— — 一 ►+ の順で撮影します。これをなカスタを 
ム;ニューの[ブラケット順序]で一一0一 +に変更できます f 

(118 ぺージ)。 

ご注意 

• モードダイヤルび nvu のときは、シャッタースピードを変化させて、露出値 
をずらします。絞り値を変化させて、露出値をずらしたいとをは、 AEL ボタ 
ンを押したまま撮影してください。 

• 露出補正をかけている場合は、補正された露出値を基準にブラケットで露 
出をずらします。 

• フラッシュび発光しない場合は定常光ブラケット撮影となり、シャッター 
スピードと絞り値び変化してブラケット撮影び行われます。フラッシュび 
発光する場合は、フラッシュプラケットとなりフラッシュ光び変化します。 

• フラッシュブラケット時には、連続/1枚の設定に関わらず、1枚ブラケット 
になります。1枚ずつシャッターボタンを押してください。 


四 3だ 

(連続ブラケッ 
卜） 

選んだ段数の幅をず5して、合計3枚または5枚 
の画像を撮影する。 

撮影げ終わるまで、シャッターボタンを押し続 
ける。 

13338* 

(1 枚ブラケッ 
卜） 

選んだ段数の幅をず5して、合計3枚または5枚 
の画像を撮影する。 

け女ずつシャッターボタンを押して撮影する。 
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プラケット撮影時の測光インジケーター例 



定常光ブラケット 
段数 0.3 段3枚 
露出補正 ±0.0 段 

フラッシュブラケット 
段数日.7段3枚 
調光巧正一 1.0 段 

液晶 モニター 

^-3"2"1"0"1"2-3 + 

良-3..2..1,.0..1..2,.3+ 

の 1AA 

上段に表示 

下段に表示 

フアイン ダー 

I III I 

I -3 -2-1 -O - l -2 -3 + 1 

1 -3-2 -1-0 -1 -2-3 + 1 


• 定常光ブラケットの測光インジケーターは、ファインダー内にち表 
示されます。フラッシュブラケットは表示されません。 

• ブラケット撮影を開始すると、撮影済みの指標び順に消えて行をま 
す。 

• り枚ブラケッりの場含、シャッターボタンを半押ししたあとに指 
を離すと、ファインダー内に、定常光ブラケットの場合は化「1」、フ 
ラッシュブラケットの場合は 「Fbr 1」の表示げ現れます。撮影を開 
始すると 、 rbr 2」 rb 「 3」などと次の撮影び何枚目かび表示されます。 


ホワイトバランスブラケット撮影する 


選択されているホワイトバランスの値を基準に、色温度をずらして1 
回の撮影で計3枚記録します。 


四 3WB* 

Lo のときは10ミレッド、 Hi のときは20ミレッ 

(ホワイトバラ 

ドの幅びずれる。 

ンスブラケッ 


卜） 



* 匹 I3WB の下の値は、現在の設定値。 
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DRO ブラケッ ト 撮影する 


撮影画像の階調を画像の領域ごとに最適化レベルを変えて1回の撮影 
で3枚記録します。 

(DRO : D レンジオプティマイザーを表します） 


旺邮か* Lo のとをは弱めに、 Hi のとさは強めにずれる。 

( DRO ァドバン 
スプラケット） 

* 旺 laiHH の下の値は、現在の設定値。 


ごま意 

• DRO アドバンスプラケット撮影にすると、 D レンジオプティマイヴ-備 

定 (71 ページ)は一時的に無効になります。 撮 

• DRO アドバンスプラケットで撮影した RAW 画像を本機で拡大再生ずると、 影 

DRO 効果は確認でをません。 1 


5ラーアップ撮影する 


撮影前に S ラーを上げてお<ことにより、レ U —ズ時の S ラーアップ 
によるブレを防ぎます。近接撮影や望遠レンズを使用するとをは、ね 
ずかなブレでち影響するので便利です。 


1 DRIVE ボタンで r ミラーアップ撮影」を選ぶ (76 ぺージ)。 


2シャツターボタンを巧す。 

ピントと露出び固定され、ミラーび上びる。 


3 ちラー度シャッターボタンを巧して、撮影する。 


• U モートコマンダー（別売)と併用すると、更にブレを抑えて撮影で 
さます。 
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ごま意 

• ミラーアップしてから30秒経過すると、ミラーび自動的に下びります。も 
ラー度シャッターボタンを押し込んでください。 

• ミラーアップ撮影時は八イスピードシンク □、 WL 八 イ スピードシンク □ 
はでをません。 

• ミラーアップ撮影時は、シャッター幕に触ったり、ブ□アーなどで強く吹い 
たりしないで<ださい。破損の原因になります。 

• ファインダーをのぞかずにシャッターボタンを押す場合は、アイピース 
シャッターレバーでアイピースシャッターを閉じてください。 


U モコンを使って撮る 

U モコンの SHUTTER ボタン、2 5 EC ボタン (2 秒後にシャッターを切 
る）を有効にします。 


1 DRIVE ボタンで「リモコン」を選ぶ (76 ぺージ)。 


2ピントををわせ、リモコン発光部を本機のリモコン受光部に 
向けて撮影する。 


• バルブ撮影ではシャッターボタンまたは2 SEC ボタンを一度押すと 
露光び開始され、ちう一度シャッターボタンまたは2 SEC ボタンを 
押すと露光び終了します。 

ごま意 

• ファインダーをのぞかずにシャッターボタンを押す場合は、アイピース 
シャッターレバーでアイピースシャッターを閉じてください。 

• ピントを固定させる場合は、本機のシャッターボタンを半押しして離して 
ください。その後 U モコンで撮影します。撮影後もピントは固定されたま 
まですび、何か操作をすれば解除されます。 
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プレビューを使ラ 

撮影前に被写体のボケ具合などのおおよその仕上びりをファイン 
ダーで確認(光学プレビュー）したあとに、後面の液晶モこターで撮影 
イメージを確認でをます。また、その画面で、麗出、ホワイトバランス、 
D レンジオプティマイザーなどの効果を確認し、変更でさます(インテ 
U ジェントプレビュー)。 


1ピントを合わせ、プレビューボタ 
ンを巧す。 

押している間、表示されている絞り値ま 
で絞りび絞り込まれる(光学プレ 
ビュ ー)0 

• プレビュー中に絞りを変えることを 
でをる。 


2プレビューボタンを離す。 

液晶モニターに画像び映る（インテ U 
ジェントプレビュー)。 

• ボタンを離してから液晶モニターに 
画儘び表示されるまでは、被写体に力 
メラを向けた状態のままにする。 



プレビュ-ボタン 



A|l/250|F5.6|+2.3|ESli AWB 


m m 〇涅巧»巧更 


3マルチセレクターの ◄/ ►で項目を選び、前ダイヤルまたは後 
ダイヤルで設定値を変更する。 

変更した値は、一部の機能を除いてな持される。 

• DISP ボタンを巧すと、元の画像との比較びでさる。ちラー度押すと、変 
更後の画面に戻る。 

• 命ボタンを押すと、撮影時の設定に戻る。 


4シャッターボタンを半巧しして、インテリジェントプレ 
ビュー画面を消してか5撮影する。 
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光ぎプレビューだけを使いたい場合は 

なカスタム;/ニューの[プレビューボタンの機能]で[光学プレ 
ビュー]を選びます （114 ページ)。 

ごま意 

• 光学プレビュー時は、ファインダーは暗くなります。 

• 光学プレビュー中は、オートフオーカスは動作しません。あらかじめピン 
卜を合わせておいて < ださい。 

• バルブ撮影時は、インテリジェントプレビューは使えません。 

• カメラのバッファーメモ U - びフル状態のと去は、インテ U ジェントプレ 
ビューは使えません。 
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巧みの設定を登録する 

よく使ラモードや数値の組み合わせを3つまで本機に登録でを、モー 
ドダイヤルで簡単に呼び出せます。 


1 本機を登録したい設定にする。 


2 MENU ボタンを巧して、マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で〇 
撮影メニュー 4 の[登録]を選ぶ。 


3 マルチセレクターの ◄/ ►で登録巧の番号を選び、マルチセレ 
クターの中央を巧す。 

• 登録したあとも、変更可能。 


登録でをる項目 

露出モード、ドライブモード、 ISO 、 ホワイトバランス、露出補正、測光 
モード、フオーカスモード、□ーカルフオーカスエリア位置、〇撮影 
メこューすべて（101〜]11ぺージ） 

登録を呼び出ずには 

モードダイヤルを呼び出したい番号の位置にします。 

呼び出したあとでも、上記の手順に従い、その設定を変更でをます。 

ごま意 

• プ□グラムシフト、マニュアルシフトは登録できません。 

• -部の機能につい口ま、本機のダイヤルやレバーの位置と、実際に撮影に使 
われる設定とび一致しな<なります。本機のモニター情報を元に撮影して 
ください。 


■撮影機能を使ラ 
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再生する 


最後に撮影された画像びあ晶モニターに表示されます。 

1 因 ボタンを巧ず。 

E ボタン 

2マルチセレクターの ◄/ ►で画像を選ぶ。 

撮影モードに戻るには 

ちラー度因ボタンを押します。 

再生画面を切り換えるには 

DISP ボタンを押すたびに、下記のよラに画面表示び切 D 換わります。 


最大5枚の前後の画像 
び表示される 
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ヒストグラムを表示する 

ヒストグラムとは輝度分布のことで、どの明るさの画素びどれだけ存 
在するかを表します。 

巧ボタンを巧す。 

画像のヒストグラム(輝度分な)と撮影 
データび表示されます。 

巧 ボタン 


通常再生画面に戻るには 

もラー度巧ボタンを押します。 

ヒストグラムの見かた 

画像に白とびまたは黒つぶれの箇所び 
ある場合、ヒストグラム画面の画像の 
該当箇所び点滅します(白とび黒つぶ 
れ警告)。 


G (獄 B 语) 


点滅 R (赤）輝度 




再生機能を使う 
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露出補正をかけると、ヒストグラムも 
それに応じて変化します。ちはその輝 
度ヒストグラムの一例です。 

+側にすると画面全体び明るくなるの 
で、ヒストグラムび全体に明るいち(ち 
側）にずれます。一側にすると逆にず 
れます。 

ヒストグラムの左ち両端のデータは、 
白とび/黒つぶれした部分びあること 
を表しています。このよラな部分は、 
あとでパソコンで補正しても再現する 
ことはできません。必要に応じて露出 
補正してからもラー度撮影してくださ 
し、。 


回輯すぶ) 


1回乾したい画像を表示して、そふ 
ボタンを巧す。 

なボタン 


2マルチセレクターの中央を巧す。 

画像び左へ回転する。さらに回転させたいときは、手順2を繰り返す。 

• 回転した画像は、本機の電源を切ったあとち、回輯された状態のままな持 
される。 


通常再生画面に戻るには 

因ボタンを押します。 
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画素数 



ご注意 

• パソコンに取り込んだ画像は、 CD - ROM 咐顧内の rPMB 」 では、正しく回 
転された状態で表示されまず。使用するソフトウエアによっては回転して 
いない状態で表示されることびあります。 

拡大する 

画像再生中に、画像の一部を拡大でさます。写真のピントの具合を確 
認したいとをなどに使います。 


1 J 広大したい画像を表示して、 Q ボ 
タンを巧す。 

画面中央部分び拡大される。 

Q ボタン 


2後ダイヤルで、}広大倍率を変更する。 


3マルチセレクターの ▲/▼/◄/► 

で、 J 広大する場所を選ぶ。 

• マルチセレクターの中央を押すたび 
に、拡大再生画面と全体表示画面び交 
互に表のされる。 

• 前ダイヤルを回すと、同じ拡大倍率の 
まま、前横の画像に切り換えられる。 

• DISP ボタンを押すたびに、情報の有無 
び切り換わる。 




■重靈を使ラ 


89 




拡大再生を終了するには 

Q (拡大)ボタン、または因（再生)ボタンを押します。 


ごま意 

• RAW 画儘を本機で拡大再生すると、回3 (スタンダードルツがの D レンジオ 
プティマイヴー効果は確認でをません。 

拡大倍率節囲 


画像 サイズ 

拡大倍率範囲 

L 

約 1.2 〜1弓倍 

M 

約 1.2 〜14倍 

S 

約 1.2 〜 9.4 倍 


一覧表71^画面にする 


1 因ボタンを巧す。 H ボタン 

インデックス画面に切り換わる。 



2 DISP ボタンを繰り返し巧して、 
希望の表示枚数画面を選ぶ。 

• 9画面 一 ► 25画面 一 ► 4画面の順に切 
り換わる。 



DISP ボタン 


1枚再生画面表示に戻るには 

表示したい画像を選んでいる状態で、0ボタン、またはマルチセレク 
ターの中央を押します。 
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フォルダを選ぶには 


©マルチセレクターの ◄/ ►でフオル 
ダバーを選び、中央を押す。 

③ ▲/ ▼で希望のフオルダを選び、マル 
チセレクターの中央を押す。 


現在のフォルダ/すべてのフオルダ数 
フオルダ巧の画像数 I 



フォルダバー 



撮露した画像の情巧を見る 


基本情報画面 


垣 ! 100-0003 わ ' DPO 巧円 NE U 

巧 


1/125 F3.5 旧日 100 

2008 _11 10:37AM _3/7 


表示 

意味 

ぅ MS] -TcfI 

メモ IJ ーカード （15) 

100-0003 

フオルダま号ーファイ 
ル番号 （142) 

O—n 

プ n テクト （121) 

DP0F3 

DPOF (プ U ント)指 
定 （122) 

RAWcRAW 

RAW+J 

CRAW+J 

X.FINE 

FINESTD 

画質 （102) 

口而口 

■ 口； 

画像サイズり日1)/ 

APS - C サイスり33)/ 

i だむ曜轉 
巧 ta 巧 

縦横比（101) 

な] 

バッテ1」一残量警告 
(11) 

1/125 

シャッタースピード 
(43) 

F3.5 

絞り値 (42) 


表示 

意味 

IS0100 

に0感度(が） 

200811 
10:37AM 

撮影曰時 

3/7 

画像番号/全体の画像 
数 
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ヒストグラム画面 


理 100-0003 O-DP0F3 FINE 口 : 

の 




IP 1/125 Fas 刚 100 


1 因 - 0.3 图 -0,3 囚 

35m 


1 IStandar 

AWB 133 

心 

2008 

1 1 10:37AM 

3/7 


田 

表示 

意味 

涵涵 

メモ1」ーカード （15) 

1000003 

フオルダま号ーフアイ 
ルま号 （142) 

O—n 

プ n テクト （121) 

DP0F3 

DPOF (プ U ント)指 
定 （122) 

RAWcRAW 

RAW+J 

CRAW+J 

X.FINE 

FINESTD 

画質り 02) 

口 ns Cl 

!□! 

邸端[巧 
tt twits 

画像サイス （101) / 
APS - C サイズ （133) / 
縱横比 （101) 

の 

バッテリー残量警告 
(11) 

回 

表示 

意味 


ヒストグラム (87) 

晒 0PASM 

露出モード(39、 40) 

1/125 

シャッタースピード 


( 43 ) 


表示 

意味 

F3.5 

絞 0 値 (42) 

IS0100 

ISO 感度 (65) 

因 - 0.3 

露出補正 (61) 

因 - 0.3 

調光補正 (64) 

國圆囚 

測光モード (60) 

35mm 

レンズ焦点距離 

IStandardt I Vivid t 

ク IJ エイティブスタイ 

ル (72) 

INeutral! I Clear 十 
fOeeD n Liqht 千 

[Portraitt lianda 扣 eT 
ISunsett I Night 千 

I Autumn! I B/W 十 
TSepial" 

AWB ホん 

* み競' iB 

5500KM1 

ホワイトバランス 
けー ト、プリセット、 

色温度、カラーフィル 
ター、カスタム）（目目） 

jigHM 

D レンジオフティ7イ 
ヴー (71) 

200811 
10:37AM 

撮震曰時 

3/7 

画像ま号/全体の画像 
数 


■重機能を使ラ 
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削除する 

一度削除した画像は、元に戻せません。削除してよいか、事前に確認 
して < ださい。 

ごま意 

• プ□テクトされている画像は削除でをません。 


再生中の画像を削除する 


1削除したい画像を表示して而ボ 
タンを巧す。 



2 ▲で悄! I 除]を選び、マルチセレクターの中央を巧す。 


フオルダごと画像を削除する 


1因ボタンを巧す。 


2マルチセレクターの◄でフオル 
ダバーを選ぶ。 



フオルダパー 


3マルチセレクターの中央を巧し、 ▲/ ▼で削除したいフオルダ 
を選ぶ。 
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4 命ボタンを巧す。 


5 ▲で[削除]を選び、マルチセレクターの中央を巧す。 


■重機能を使ラ 
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テレビで見る 


1電源を切った状態で、本機とテレ 
ビを接続する。 



2テレビの電源を入れ、入力を切り換える。 

• テレビの取掘説明書をあわせてご覧<ださい。 


3本機の電源を入れ、因ボタンを 
巧す。 

撮影した画像びテレビに表示される。 
マルチセレクターの ◄/ ►で画儘を選ぶ。 
• 本機禮面の液晶モニターは点なしま 
せん。 



海かのテレビに接続して見るには 

接続するビデオ機器のカラーテレビ方式に合わせて、本機のビデオ出 
力ち式の変更び必要です （ 126ページ)。 
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より高画質な映像を楽しむには 


HDMI 端子のある八イビジョンテレビ 
をお使いの場をは、 HDMI ケーブル(別 
売)で接続すると、より高画質な映像が 
楽しめます。 


HDMI 出力信号を変えるには 

本機か6の出力信号は接続するテレビによって自動で決まりますび、 
被写体によっては出力信号を変更した方び見令すい場合びあります 
(126 ぺージ)。 

ご注意 

• HDMI ケープルは HDMI □コびついているものをお使いください。 

• 本機側は HDMI ミニ端モ、テレビ側はテレビの端子にあったタイプの HDMI 
ケーブルをお使い < ださい。 

• 本機をビデオ -A モードに対応したソニー製テレビに HDMI ケープルで接続 
すると、テレビが静止画に適した画質に自動的に設定されます。詳し<は、 
対応テレビの取掘説明書をご覧ください。 

• 一部の機器では正常に動作しない場合びあります。 

• 本機と接続機器の出力端子同±を接続しないでください。故障の原因にな 
ります。 

"ブラビアプレ S アムフォト"について 

本機は"ブラビアプレミアムフォト"に対応しています。 

"ブラビアプレミアムフォト"に対応したソこ一製テレビに HDMI 
ケーブルで接続出力すると、写真を今までになかった感動の Full HD 
高画質で快適にお楽しみいただけます。 

"ブラビアプレミアムフォト"対応の USB 端モつをソニー製テレビで 
は、付属の USB ケーブルでも接続でをます。 



■重靈を使ラ 
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"ブラビアプレ S アムフオト"とは、写真らしい高精細で微妙な質感や 
色あいの表現を可能にする機能です。 


U モコンを使って再生する 

本機とテレビを接続して再生モードにすると、自動的にリモコンでの 
再生び可能となります。 

U モコンのボタンのほとんどは、カメラのボタンと同じ動きをします。 


スライドシヨ ーにつ いて 

U モコンの 巧 （スライドショー)ボタンを使ラと、スライドショーの 
開始/終了び簡単にできます。スライドショー再生中は J 」 モコンでしソ I 
下の操作び巧能です。 

• ◄►で画像を戻す/送る 

• ■ で一時停止/再生開始 

ごま意 

• USB ケーブル(付属)でテレビと接続している場合は、リモコンを使った再 
生はでをません。 


リモコンのボタン 

参照ページ 

の 
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メニユー機能一覧 


ここでは、 MENU ボタンを使って設定 
する機能について説明します。 

MENU ボタンを押したあと、操作ガイ 
ドに従ってマルチセレクターを動かし、 
設定します (37 ページ)。 




撮影メニュー(101〜111ぺージ) 



画像サイス 


縦横比 


画質 

〇1 

D レンジオフティ7イヴー 


カスタムボタンの機能 


ク U エイティブスタイル 


色空間 


02 


フラッシュ モード 
調光モード 
調光滿正 
露出値ステップ幅 

ISO AUTO mm 


03 

冉 F - A の機能 
フオーカスエリア 
フオーカス/レ U - ズ優先 
冉 F 補助光 

シャッター半押し AF 
長秒時ノイズリダクション 
高感度ノイズリダクション 


04 

登録 

撮穀モードリセット 

カスタムメニュー (112~119 ぺ- 

-ジ） 



AF / MF ボタンの機能 



AEL ボタン 


冉 F / MF コント n —ル 



前後ダイヤルの設定 


冉 F 駆動速度 



ダイヤル露出補正 

か 

フオーカスエ1」ア点な 


02 

ダイヤル□ック 


フオーカスホールドボタン 



設定ボタンの操作 


オートレビュー 



カードなし時のレ1」ーズ 


フレビューボタンの機肯目 



撮影情報画面 


露出補正の影響 
な 3ブラケット順库 

カスタム設定リセット 
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再生メニュー（120〜124ぺ- 



削除 


フォー マット 


フ n テクト 

因 1 

DPOF 指定 


• 曰付プ1」ント 


• インデックスフ U ント 


縦記録画像の再生 


セッ 

トアップメニュー(125 - 


モニター明るさ 


情報表示時間 


パワーセーブ 


ビデオ出力 


HDMI 出力 


曰時設定 


メニュー呼び出し先 
削除確認画面 
電子音 

A 3 ク U - ニン グモード 
AF 微調整 
• 調整値 

フオーカ シングスク リーン 
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O 撮露メニユ ー1 


画像サイズ 

[縦横比]び3 : 2のとを 


L : 24 M 

6048 X 4032画素 

M : 13 M 

4400 X 2お6画素 

S : 6.1 M 

3024 X 2016画素 


[縦横比]び16 : 9のとを 


L : 21 M 

6048 X 3408画素 

M : 11 M 

4400 X 2472画素 

S : 5.2 M 

3024 XI 704画素 


[ APS - C サイズ撮影]び[入]のとき 


L : 11 M 

3%4 x %56 画素 

M : 5.6 M 

2896 XI 928画素 

S : 2.6 M 

1984 XI 320画素 


ごま意 

• [画質]で RAW 画像を選ぶと、 RAW 画儘の画像サイズはけ目当となります。 

液晶モニターに画儘サイズは表示されません。 

• DT レンズ装着時には、 APS - C サイズ撮影となります。 


縦横比 


3:2 

通常の縦横比率。 

16:9 

八イビジョンテレビ比率。 


H 撮影メニユ I 
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画質 


RAW ( RAW ) 

ファイル形式 ： RAW (生データ） 

デジタル処理などの加工をしていないファイル 
形式。専門的な用途に合わせて、パソコンで加工 
するとをに選ぶ。 

• 画像サイズは留に最大サイズで固定されます。液晶モニ 
ターには画像サイズは表示されません。 

cRAW* ( cRAW ) 

RAW+JPEG 

( RAW + J ) 

ファイル形式 ： RAW (生データ ） +JPEG 
上記 RAW 画像と」 PEG 画像び同時に記録される。 
閲覧用には JPEG 画像、編集用口ま RAW 画像とい 
うように、両方の画像を記録したい場をに便利。 
JPEG 画像の画質は[ファイン]に固定される。 

cRAW+JPEG* 

( cRAW + j ) 

エクストラフア 
イン ( X . FINE ) 

ファイル形式 ： JPEG 

画像び JPEG 形式で圧縮されて記歸される。圧縮 
率び大をくなるほどデータ量は少なくなり、1枚 
の;/モリーカードに記録でさる枚数が増えるび、 
画質は莫化する。 

フアイン ( FINE ) 

スタンダード 

( STD ) 


* cRAW の「〔」は 、 compressed (圧縮された)を表し、圧縮しないときに比べ 
て、約60%〜70%にデータを圧縮する。記録画像を増やしたいときに便利。 

ごま意 

• 画質を蜜更した場合の撮影枚数については、24ページをご覧ください。 


RAW について 

本機で撮影した RAW 画像を開くには CD - ROM 咐屬の 「Image Data 
Conve け erSR 」 び必要です。このソフトウェアを使えば、 RAW ファイルを開 
いたあと、 JPEG や TIFF のような一般的なフオーマットに蜜換したり、ホワイ 
トバランス、彩度、コントラストなどを再調整することびでをます。 

• RAW 形式の画像を撮影する隙には、切下のよラな制限びあります。 

- DP 0 F (プ U ント)指定や Pi 幻 Bridge 対応プリンターでの印刷はできませ 
ん /。 

• RAW 画儘を拡大再生すると、「スタンダード」じ(がの D レンジオプテイマイ 
ヴー効果は確認でさません。 


102 




D レンジオプティマイザー 
詳しくは71ページをご覧ください。 


カスタムボタンの機能 

C ボタンをよく使う機能のボタンに変 
要でをます。 

初期設定では[ク U エイテイブスタイ 
ル]び設定されています。 


登録でさる機能 

AF □ック / AF / MF コント□-ル/光学プレビュー/インテリジェント 
PV / ISO 感度/ホワイトバランス/露出補正/調光補正/ドライプモード/ 
フォー カスエ U ア/画像サイズ/画質/クリエイティブスタイル / D レン 
ジオプティマイザー/フラッシュモード/登歸 


ク U エイティブスタイル 
詳しくは72ページをご覧ください。 



C ボタン 


H 撮影メニユ I 
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色空間 


色を数値の組み合わせによって表現するためのち法、あるいは表現で 
きる色の節囲のことを色空間といいます。画像の用途によって色空 
間を変更でをます。 


sRGB 

デジタルカ;/ラの標準となっている色空間。画 
像調整を行わずに印刷する場合など、一般的な 
撮影では sRGB を使う。 

Adobe RGB 

より広い色再現範囲を持っている色空間。鮮や 
かな緑色や赤色のをい被写体をプリントする場 
合 I し効果びある。 

• 撮影した画像のファイル名は、 "_ DSC ’ で始ま 
る。 


ごま意 

• Adobe RGB は、カラーマネジ><ントおよび D び 2.0 オプション色空間に巧 
応したアプ U ケーションソフト、プ U ンター用です。非対応のソフト、プ U 
ンターでは、正しい色での表示、印刷びでさないことびあります。 

• Adobe RGB で撮影した画働ま、本機および Adobe RGB 非対応機器で表示 
すると、低彩度となります。 
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O 撮露メニュ ー 2 

フラッシュモード 

詳しくは56ページをご覧ください。 

調光モード 


フラッシュの発光量を決めるための調光モードを選びます。 


ADI 調光 

フォーカスの距離情報とプ1」発光による光量測 
定結果を組み合わせてフラッシュ発光量制御を 
行ラち式。被写体の反射率にほとんど影響され 
ない正確な調光びでさる。 

PJTL 調光 

プリ発光による光量測定結果だけでフラッシュ 
発光量制御を行ラち式。被写体の反射率による 
影響を夏けやすい。 


ADI : Advanced Distance Integration の略 
P-TTL : Pre - flash,Through the lens の略 

• [ ADI 調光]で、距離エンコーダー搭載レンズを用いると、より正確な 
距離情報をちとに、高精度な調光げでさる。 


ごま意 

• 被写体とフラッシュ間の距離び定まらない場合(ワイヤレスフラッシュ撮 
影-ケープルを使ったオフカメラ撮影などを巧ラ場合や、マク□ツインフ 
ラッシュ使用時など)は、自動的に P - TTL 調光になります。 

• UTF の場合は [ ADI 調光]だと正しい調光び得られませんので、 [ P - TTL 調光] 
に設定してください。 

-フラッシュ HVL - F 36 AM にワイドパネルを取り付けた場合 
-ディフューヴー(拡散板)を使ってフラッシュ撮房した場合 
-露出倍数のかかるフィルター （ ND など)使巧時 
-クローズアップレンズ使巧時 

• ADI 調光は距離エンコーダー内蔵レンズとの組み合わせで可能です。距離 
エンコーダー巧蔵かどラかは、レンズの取扱説明書の主な仕様をご覧くだ 
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調光補正 

詳しくは 64 ページをご覧ください。 


露出値ステップ幅 

シャッタースピード、絞り値、露出補正値のステップ幅を選びます。 


0.5 段 

1/2 EV ステップで変わる。 

0.3 段 

1/3 EV ステップで変わる。 


ISO AUTO 範囲 


400-1600 

に 0 AUTO の節囲を 400 - 1600 にする。 

400- 800 

ISO AUTO の節囲を 400 - 800 にする。 

200-1600 

ISO AUTO の節囲を 20 日一 1600 にする。 

200- 800 

ISO AUTO の節囲を 20 日一 800 にする。 

200- 400 

ISO AUTO の節囲を 20 日一 400 にする。 
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O 撮露メニュ ー 3 

AF - A の機能 

詳しくは53ページをご覧ください。 

フ オーカ スエリア 
詳しくは49ぺージをご覧ください。 


フ オーカス/レ U —ズ優先 
シ ヤツ ターレリーズの設定をします。 


フォー カス優巧 

ピントび合わなければシャッターを切ることげ 
でをない。 

レ U —ズ優先 

ピントび合わなくてもシャッターを切ることび 
でさる。シャッターチャンスを優先する場合は、 
こちらを選んで<ださい。 


ごま意 

• マニュアルフオーカス時は、設定に関わらず、ピントび合っていな < てを 
シャッターび切れます。 


AF 補助光 

AF 補助光を発光させるかどラかを設定します。 AF 補助光について詳 
しくは52ページをご覧ください。 


才ート 

AF 補助光び必要なとを、自動的に発光する。 

切 

AF 補助光を発光しない。 


ごま意 

• [ AF 補助光]を肋]にすると、フラッシュ（別売)の AF 補助光も発光しません。 


H 撮影メニユ I 
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シヤッター半押し AF 


初期設定ではシャッターボタンを半押ししてピントを合わせますび、 
それを解除することびでをます。 


入 

半押しするとピント合わせをする。 

切 

半押ししてち、ピント合わせをしない。マルチセ 
レクターの中央を押すことでピント合わせは可 
能。同じピント位置で撮影を続ける場合に便利。 


長砂時ノイズリダクション 


長時間露光時にはノイズび目立ちやすくなります。シャッタースピー 
ドび1砂!;(上の場合は、長秒時ノイスリダクシヨンげ機能して、長時間 
露光時に目立ちやすい粒状ノイズなどを軽減させます。 


入 

1砂政上の撮影を行ラと、シャツターげ開いてい 
た時間分だけノイズ軽減処理(ノイズリダクシヨ 
ン)び行われる。終了するまで次の撮影はでさな 
し、。画質を優先する場合に便利。 

切 

ノイズ軽減処理を行わない。撮影のタイ S ング 
を優先する場合に便利。 


ごま意 

• 連続撮影および連続ブラケット撮影時は、[入]にしていてもノイズ IJ ダク 
シヨンは行われません。 
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高感度ノイズリダクション 


ISO 感度を1600政上の高感度に設定して撮影すると、高感度時に目立 
つノイズを軽減する処理を行います。 


強 

[強]にすると軽減処理び強く働く。 

被写体のディテール感を優先したい場合は、[弱] 

を選ぶ。 

標準 

弱 

切 

ノイズ軽減処理しない。 


ご注意 

• [強]にした場合、連続撮影の速度び低下します。 




O 撮露メニユ ー 4 


登録 

詳しくは85ぺージをご覧ください。 


撮影モードリセット 

モードダイヤルび rp 」、 「 A 」、 rs 」、「 M 」 のとさの撮影モードの主な設定 
び、初期値に戻ります。 

U セツトされるのは下記の設定項目です。 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

露出補正 (61) 

±0.0 

ドライブモード(7が 

1枚撮影 

ホワイトバランス (66) 

才ート 

色温度/カラーフィルター （68) 

5500K 、 カラーフィルター 0 

カスタムホワイトバランス値 (69) 

5500 K 

ISO (65) 

AUTO 

画像サイズ(101) 

L : 24 M 

縦横比。 01) 

3:2 

画質 （102) 

フアイン 

D レンジオフティマイヴー （71) 

切 

カスタムボタンの機能 （1 日 3) 

ク U エイティブスタイル 

ク U エイティブスタイル (72) 

スタンダード 

色空間 （104) 

sRGB 

フラッシュモード (56) 

強制発光 

調光モード （105) 

冉 DI 調光 

調光補正 (64) 

±0.0 

露出値ステップ幅 （106) 

0.3 段 

ISO AUTO 範囲 （106) 

200-800 
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項目 

リセット後の設定値(初期値） 

AF - A の機能 (53) 

AF-A 

フオーカスエ U ア (4 弓） 

つ仆' 

フオーカス/レ U - ス:優先 （107) 

フォーカス優先 

AF 補助光巧2) 

才ート 

シャッター半巧し AF (108) 

入 

長秒時ノイス U ダクシヨン （1 日 8) 

入 

高感度ノイズ1」ダクシヨン （1 日弓） 

標準 


B 撮影メニユ I 
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なカスタムメニュー 1 


AF / MF ボタンの機能 


AF / MF コント 
□-ル 

AF / MF を切り換えなびら撮る (54 ページ)。 

AF □ック 

AF □ックボタンとして使ラ。 AF / MF ボタンを押 
したまま、シャッターボタンを押して撮影する。 


AF / MF コント□ール 

[ AF / MF ボタンの機綱を [ AF / MF コント□-ル]に設定しているとき、 
操作方法を変更でさます。 


押ず間 

ボタンを押している間だけ、 AF と MF を切り換え 
る。 

再巧し 

-度押して離すと AF と MF が切り換わり、わう一 
度押すまで、その設定び保持される。 


八 F 駆動速度 

オートフオーカス時のピントをわせの速度を切り換えます。 


高速 

高速でピントを含ねせる。 

ほ速 

低速でピントを含ねせる。 

近接撮影時などはピントの合ラ確率び高くなる。 
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フ オーカスエ u ア点口 

ピント合わせの際に、フオーカスエ U アび一瞬赤<点灯します。その 
点な時間を変更したり、点灯しないよラにすることびでをます。 


0.6 杖' 

フォーカスエリアび 0.6 秒間点打する。 

0.3 杖' 

フォーカスエリアび 0.3 秒間点打する。 

切 

マルチセレクターを押したときだけ、フォーカス 
エ U アび点なする。 


フ オー カスホールドボタン 

フオーカスホールドボタンの付いたレンズをお使いの場合に、そのボ 
タンの機能をプレビューボタンに変更でをます。 


フォー カス ホー 
ルド 

フォー カスホールドボタンとして使ラ。 

光学プレビュー 

光学プレビューボタンとして使ラ。 

インテリジェン 
卜 PV 

インテ U ジェントプレビューボタンとして使ラ。 


オートレビュー 

撮影直後に、撮影した画像を確認することびでをます。その表示時間 
を変更でをます。 


10巧 

設定した時間だけ、撮影した画像を液晶モニター 

5秒 

2秒 

切 

才ートレビューしない。 


ご注意 

• 縦方向で撮影してち、才ートレビュー時は縦方向で表示されませんり23 
ぺージ）。 


H カスタムメニユ— 
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プレビューボタンの機能 

プレビューボタンの機能を選びます。プレビューについて詳しくは 
83ページをご覧ください。 


インテリジェン 
卜 

インテ IJ ジェントプレビュー機能を使ラ。 

光学プレビュー 

光学プレビューのみを使ラ。 
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なカスタムメニュー 2 

AEL ボタン 


AEL ボタンの機能、操作方法を変更する。 


f 甲ず間 AEL 

測光値を□ックする機能。 

AEL ボタンを押している間だけ保持するか（[押 
す間 AEL ])、 もう一度 AEL ボタンを押すまで保持 
するか（[再押し AEL ]) 設定する。 

檀数の画像の露出を一定にしたい場合に便利。 

再押し AEL 

f 甲ず間スポット 
AEL 

一時的にスポット測光になって、その測光値を 
□ックする機能。 

AEL ボタンを押している間だけ保持するか（[押す 
間スポット AEL ])、 もう一度 AEL ボタンを押すま 
で保持するか（[再押しスポット AEL ]) 設定する。 
一時的にスポット測光を行ラ場をに便利。 

再押しスポット 
AEL 


ご注意 

• 測光値び□ックされている間は、液晶モニター/ファインダー内に关び点 
むします。解除し忘れのないよラにしてください。 

• ここでの r 押す間」、 r 再巧し」設定は、マニュアル露出モードでのマニュアル 
シフト (4 弓ページ)にも影響します。 


前後ダイヤルの設定 


露出モードび M (マニュアル撮影)モード 、 P (プ□グラムシフト）モー 
ドのとき、前ダイヤル(扇 t )、 後ダイヤル(マのを使って調節できる値 
を、シャツタースピード、絞り値、どちらにするか設定できます。 


JUk ■ シャツ ター 

， r : 絞り 

前ダイヤルでシャッタースピードを、後ダイヤル 
で絞りを設定する。 

A : 絞り 

:シャツター 

前ダイヤルで絞 D を、媛ダイヤルでシャッタース 
ピードを設定する。 


H カスタムメニユ— 
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ダイヤル露出補正 


前ダイヤル ( A ) または後ダイヤル(胃)で露出補正びでさるよラに 
なります。 


切 

ダイヤルで露出補正をしない。 

jUik 前ダイヤル 

前ダイヤ J レで露出補正をする。 

胃後ダイヤル 

後ダイヤ J レで露出補正をする。 


例えば、[前後ダイヤルの設定]を [ Jilk シャッター絞り]にしてい 
るとき、前ダイヤルと後ダイヤルの機能は、政下の通りになります。 


露出 

モード 

巧ード 

A モード 

S モード 

M モード 


前ダイ 
ヤル 

をダイ 
ヤル 

前ダイ 
ヤル 

をダイ 
ヤル 

前ダイ 
ャル 

後ダイ 
ャル 

前ダイ 
ャル 

後ダイ 
ヤル 

切 

もシフ 

h 

Pa シフ 

h 

絞0 

絞0 

シャツタ- 
スピ-ド 

シャツタ- 
スピ-ド 

シャツタ- 
スピ-ド 

絞り 

A 前 

ダイヤル 

露出補 
正 

Pa シフ 

露出補 
正 

絞0 

露出補 
正 

シャツタ- 
スピ-ド 

シャツタ- 
スピ-ド 

絞り 

後 

ダイヤル 

Ps シフ 
卜 

露出補 
正 

絞0 

露出補 
正 

シャツタ- 
スピ-ド 

露出楠 
正 

シャツタ- 
スピ-ド 

絞り 


ダイヤル□ック 


測光値を表示していないときに、前ダイヤル/後ダイヤルを無効にし 
て、□ックをかけることびでをます。 


入 

液晶モこターにシャッタースピードと絞り値び 
表示されている間のみ前後ダイヤルび機能する。 

切 

前後ダイヤルは背に操作可能。 
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設定ボタンの操作 


初期設定では、 ISO ボタン、 WB ボタン、 DRIVE ボタン、因ボタン、〔 
ボタンを押すと各モードの専用画面び表示されますび、クイックナビ 
画面 (38 ページ)を表示するよラに変更でをます。 


専用設定画面 

各モードの専用画面を表示する。 

クイックナビ 

該当するモードび選ばれている状態でクイック 
ナビ画面を表示する。 


ごま意 

• [クイックナビ]を選択していてち、拡大画面設定時に該当項目びない場合 
は、専用設定画面び表示されます。 


カードなし時のレ U —ズ 


メモリーカードび本機に入っていない状態で、シャッターび切れるか 
どラか設定します。 


許可 

メモリーカードを本機に入れていなくても 
シャッターび切れる。 

禁止 

メモリーカードを本機に入れていないとシャッ 
ターび切れない。 


撮影情報画面 

本機を縦に構えたとを、撮影情報画面を縦画面にするかどラか設定し 
ます。 


縦横自動切り換 
义 

本機を縦位置に構えると、表示び縦画面に切り換 
わる （33 ページ)。 

横のみ 

本機を縦位置に構えてわ、表示び縦画面に切り換 
わ6ない。 


H カスタムメニユ— 


117 








むカスタムメニュー 3 


露出補正の影響 


フラッシュ発光時の露出補正のかけかたを選びます。 


定常光+フラツ 
シユ 

定常光範囲（フラッシュ光の届かない背景)とフ 
ラッシュ光の届く節囲の両方に補正びかかる。 

• 変化するちの：シャッタースピード/絞り値/ 
ISO 感度 （[ AUTO ] 時のみ）/フラッシュ発光量 
• 変化しないちの：なし 

定常光のみ 

フラッシュ発光量を一定にして、定常光（フラッ 
シュ1；(外の光)で照射されている背景だけに、露 
出補正をかけることびできる。 

• 変化するちの：シャッタースピード/絞り値/ 
ISO 感度 （[ AUTO ] 時のみ） 

• 変化しないちの：フラッシュ発光量 


• 調光補正の場合は、フラッシュ光の届かない定常光節囲の露出をほ 
ぼ一定にしたまま、届く節囲にのみ補正をかけることびできます 
(64 ページ)。 


ブラケット順序 


ブラケット撮影 (78 ページ)で、撮影する順序び選べます。 DRO アド 
バンスブラケットには適用されません。 


0 一 一- ►+ 

最もシャッターチャンスの大きい1枚目を±日段 
で撮影する。 

撮影例：±0段 一 一0.3 段一十 0.3 段一 
一 0.7 段一 ►+ 日.7段 

-- »-〇-► + 

露出び暗いちから順に並ぶ。 

撮影例： 一0.7 段 一 一0.3 段 一±0段一 
+0.3 段 一+日.7段 
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カスタム設定リセット 

カスタム;>< こユーの設定び初期値に戻ります。 
U セットされるのは下記の設定項目です。 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

AF / MF ボタンの機能り 12) 

AF / MF コント n —ル 

AF / MF コント □— ルり 12) 

押す間 

AF 駆動速度り 12) 

高速 

フォーカスエ U ア点打 （113) 

0.3 砂 

フォーカスホールドボタンりじ） 

フォーカス巧ールド 

才ートレビュー (113) 

2秘 

フレビューボタンの機能 (83) 

インテ1」ジェン ト 

AEL ボタンり 15) 

押す間 AEL 

前後ダイヤルの設定 （115) 

前：シャッター後：絞り 

ダイヤル露出浦正 (11 目） 

切 

ダイヤル n ック（116) 

切 

設定ボタンの操作 （117) 

専用設定画面 

力ードなし時の レ U - ズ （117) 

許可 

撮影情報画面 （117) 

縦横自動切り換え 

露出補正の影響 （118) 

定常光+フラッシュ 

ブラケット順序 （118) 

日一*- ► + 


H カスタムメニユ— 
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田再生メニュ ー1 


削除 


複数の画像を削除します。一度削除した画像は元に戻せません。削 
除してよいか、事前に確認してください。 


選択画像 

画像を選んで削除する。 

© マルチセレクターの ◄/ ►で画像を選び、中央を 
押す(觸除するとをはわラー度押す)。 

他の画像ち削除したいとさは、これを繰り返す。 
③ MENU ボタンを押し、メッセージび表示され 
たらマルチセレクターの▲で r 削除」を選び、マ 
ルチセレクターの中央を押す。 

を画像 

メモ U —力ード内の画像すべてを削除する。 
メッセージび表示されたら、マルチセレクターの 
▲で r 削除」を選び、マルチセレクターの中央を押 
す。 


ごま意 

• プロテクトされている画像は削除できません。 
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フオーマット 

メモリーカードをフォーマット(初期化）します。フォーマットする 
とプ□テクトしてある画像も含めて、すべてのデータび削除され、元 
に戻せません。 

メッセージが表示された5、マルチセレクターの▲で r 実行」を選 
び、マルチセレクターの中央を押す。 

ごま意 

• フォーマット中はアクセスランプび点なします。点な中はメモ U —カード 
を旅かないでください。 

• メモ U - 力ードの フオー マットは、本機で行ってください。パソコンでメ 
モ U —カードのフ オー マットを巧うと、 フオー マットの形式によってはメ 
モリーカードび使えな < なることびあります。 

• メモ U —カードによっては、フォー マッ トに数分かかる場合びあります。 

• アダプターを使って CF カード挿入□に入れた"メモ U —スティックデュ 

才"はフ オーマツ トでさません。 

プ□テク ト 


画像を誤って消さないよラに保護(プ□テクト）します。 


選択画像 

画像を選んで保護/解除する。 

® マルチセレクターの ◄/ ►で画像を選び、中央を 
押す(解除するとをはちう一度押す)。 

他の画像も保護/解除したいときは、これを躁 
り返す。 

③ MENU ボタンを押し、メッセージび表示され 
たらマルチセレクターの▲で r 実行」を選び、マ 
ルチセレクターの中央を押す。 

全画像 

；><モ U —力ード内の画像すべてを保護/觸除する。 
メッセージび表示された6、マルチセレクターの 
▲で r 実行」を選び、マルチセレクターの中央を押 
す。 

全画像辭除 


H 重メニユ I 
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DPOFffl ^ 


撮影した画像を、ご自分のプリンターでプリントする場合やプリント 
店に依頼する際に、あらかじめどの画像を何枚プリントするかを指定 
しておくことびでさます。 

DPOF 指赶ま、印刷媛も残ったままとなります。 


選択画像 

画像を選んでプリント指定/解除する。 

©マルチセレクターの ◄/ ►で画像を選び、媛ダイ 
ヤルで枚数を選ぶ(解除するとをは枚数を「0」 
にする。）。 

他の画像ちプ U ント指定/解除したいときは、 
これを繰り返す。 

③ MENU ボタンを押し、メッセージび表示され 
たらマルチセレクターの▲で r 実行」を選び、マ 
ルチセレクターの中央を押す。 

を画像 

を画像解除 

メモ U —力ード内の画像すべてをプ U ント指定/ 
解除する。[全画像]を選んだとさは、マルチセレ 
クターの ▲/ ▼で枚数を指定し、マルチセレクター 
の中央を押す。 

メッセージび表示されたら、マルチセレクターの 
▲で r 実 t 子」を選び、マルチセレクターの中央を押 
す。 


ごま意 

• RAW 画像には DPOF 指定はできません。 
• 枚数指定は弓枚までです。 


日付プ U ント 

プ IJ ントする際に、プ U ンター側で曰付を入れることびでをます。曰 
付の入る場所(画面内/画面外、サイズなど）は、お使いのプ U ンターに 
よって異なります。 
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入 

曰付を入れる。 

切 

曰付を入れない。 


ごま意 

• プリンターによっては、この機能に対応していないものちありまず。 


インデックスプ U ント 


;><モリーカード内に記録されているすべての画像をまとめてプリン 
卜することびでさます。 


最新版を作成ず 
る 

インデックスプリントを作成する。 

作成を取り消ず 

作成したインデックスプ U ントを取り消す。 


ごま意 

• 1枚のプリントに印刷される画像の数や印刷内容は、プ U ンターによって異 
なります。 RAW 画像は、インデックスプリントには入りません。 

• インデックスプリント設定後に撮影した画像は、インデックスプリントに 
は含まれません。プ U ントの直前に作成されることをおすすめします。 


縦記録画像の再生 


縦位置で撮影した画像を再生するとを、本機び回転情報を読み取って 
画像を縦に再生します。 


縦向を 

縦向をで再生する。 

横向を 

縦位置で撮影しても、横向さのまま再生する。 


I セツトアツプメニユ| 
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田再生メニユ ー2 

スライドシヨー 

メモ U —力ード内の画像を繰り返し再生します。 

スライドショー再生中に、マルチセレクターの ◄/ ►で画像を戻したり 
送ったりでをます。 

一時停止ずるには 

マルチセレクターの中央を押します。ちう一度押すと、再開します。 

途中で終了するには 

MENU ボタンを押します。 


間政ふ 


30秒 

設定した間隔で、画面び切り換わる。 

10秒 


5秒 


3秒 


1秒 
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A セツトアップメニュー 1 


モこター明るさ 

液晶モニターの明るさを設定します。 

マルチセレクターの ◄/ ►で明るさを調整して、マルチセレク 
ターの中央を巧す。 

• 撮影情報画面や再生画面で DISP ボタンを長押ししても、明るさを調 
節できる。 


情報表示時間 


1分 

設定した時間だけ、撮影情報画面を表示させる。 

30巧 


10巧 


5秒 



ごま意 

• ここでの設定時間にかかわらず、ファインダーをのぞいている間はフアイ 
ンダー下のアイセンサーび働を、液晶モニターは消なします。 


パワーセーブ 


自動的に省電カモード(パワーセーブ)になるまでの時間を設定しま 
す。シャツターボタン半押しなど何か本機を操作すれば、撮影び再開 
でをます。 



セ 

ジ 


ア 

ジ 

プ 

メ 


30分 

設定した時間げたつとパワーセーブになる。 

10分 


5分 


3分 


1分 
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ごま意 

• ここでの設定にかかわらず、テレビ接続時またはドライブモードび i (U モ 
コン)のと去は30分になります。 


ビデオ出力 

接続するビデオ機器のカラーテレビ方式に含わせて設定します。 


NTSC 

NTS 〔ち式に設定する（日本、米国など)。 

PAL 

PAL 方式に設定する（欧州など)。 


HDMI 出力 


H DMI 端テで八イビジョンテレビと接続した場含 (97 ぺージ)、本機か 
らの出力信号は自動的にミ夫まります。力;ラで撮影した静止画の場合、 
被写体によっては違ラ信号のちび見やすいことびあります。政下の 
通り変更でをます。 


HD(1080i ) 優 
% 

八イビジョンの HD (1080 i ) 信号を優先して出力 
する。 

HD ( 72 0p ) 優先 

八イビジョンの HD (720 p ) 信号を優先して出力 
する。 

SD 優巧 

SD (スタンダード)信号を優先して出力する。 


日時設定 


日時を再設定します。 

詳しくは巧ぺージをご覧ください。 
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A セツトアツつメニュ ー 2 

メモ U —カード切 D 換え 


記録、再生するメモ U —力ードを還ぶ。 


メモリース 
ティック 

ソモ U - スティックデュオ"に記歸、再生する。 

コンパクトフ 
ラッシュ 

CF 力ード/マイク □ ドライブに記録、再生する。 


ファイルナンバー 
ファイル番号の付けかたを設定します。 


連番 

ファイルナンバーを U セットせず、9999まで 
ファイルナンノ（一を続ける。 

IJ セット 

じ TF の場合にファイルナンバーを U セットし、 
0001から番号をつける。同ーフォルダ内にファ 
イルび存在している場をは、その続さ番号から始 
まる。 

-保存フォルダのあ式び変更になった場合 
-フォルダ内の全画像び削除された場合 
-メモリーカードを交換した場を 
-メモリーカードをフォー マッ トした場合 


I セツトアツプメニユ| 
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フオルダ形式 


フオルダ名の付けかたを設定します。 

撮影した画像ファイルは、メモリーカードの中の DCIM フオルダの下 
に自動生成されたフオルダに保存されます。 


標準お式 

フオルダ名び、フオルダ番号 + MSDCF になる。 

例：100 MSDCF 

曰付お式 

フォルダ名び、フォルダ番号+年ち曰（西暦下1巧 
月日4巧)になる。 

例：10080405 (100フォルダ、2008年4月5日） 


フオルダ選択 


標準巧式フォルダを選択中でフォルダび2つ!;(上存在する場合、撮影 
した画像を保存するフォルダ(撮影フォルダ)を選べます。 

マルチセレクターの ▲/ ▼で希望のフオルダを選び、マルチセレ 
クターの中央を巧す。 


ごま意 

• 日付形式フオルダ設定中は、撮影フオルダの選択はでをません。 


新規作成 


メモ U —カードの中に、新しいフォルダを作成します。 

既存番号+1のフォルダび作成されます。次に撮影する画像は新しく 
作成したフオルダに記録されます。 
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USB 接続 


本機を USB ケーブルでパソコンなどに接続する際の、接続の種類を選 
びます。 


マスストレージ 

本機で撮影した画像をパソコンに取り込むとを 
に使用する。 

本機び USB マスストレージとしてパソコンに認 
識される。 

PTP 

撮影した画像を PictBridge 対応のプリンターで 
印刷する場含や、その他の PTPA 対応機器に転送す 
る場合に使用する。 

• PictBridge 対応のプ IJ ンターでの印刷ち法に 
ついては、152ページをご覧ください。 

* PTP : Picture Transfer Protocol の略。画像フア 
イルの転送における通信上の決まり（通信プロ 
トコル)のひとつ。 

PC リモート 

CD-ROM (付鼠内の 「Remote Camera 

Control 」 を使って、パソコンから撮影したり、撮 
影した画像をパソコン内に保存したりする。 


マスストレージ時のカード 

マスストレージ接続時、本機に";><モリースティックデュオ"と CF 
カードの両方げ入っているときの、パソコンでの表示方法を選べます。 


両メモリーカー 
ド. 

モリースティックデュオ"と CF カード/マイ 
ク□ドライブの両ちを表示する 。 Windows 

2000 SP 3 またはそれ！;(降のパソコンで巧能です。 

還択メモリー 
力ード 

モリーカード切り換え]で選んでいるカード 
のみを表示する。 


I セツトアツプメニユ| 
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A セツトアップメニュ ー 3 


メニュー 呼び出し先 

MENU ボタンを巧したとき、最挪こ表示される画面を還べます。 


巧頭 

〇1または因1のメこュー画面を最初に表示す 
る。 

前回位置 

前回選択したメこューを最初に表示する。 


削除確認画面 

画像削除、フオルダ削除の際に出る確認画面の、あらかじめ還択され 
ている項目を設定でをます。 


「削除」び巧 

「削除」び選択された状態にする。 

「キャンセ Jkl び 
巧 

「キャンセル」び選択された状態にする。 


電モ音 

ピントび合ったとさや、セルフタイマー作動時に、電子音を鳴らすか 
鳴らさないかを切0換えます。 


入 

電子音を鳴らす。 

切 

電子音を鳴らさない。 


ク U —こングモード 

詳しくは27ぺージをご覧くださし、。 
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AF 微調整 


レンズごとに、ピント合わせの位置を調整でさます。 

この操作は必要な場合のみ行ってください。誤って設定すると、適切 
にピントげ含ねせられな < なる場合がありますのでごを意 < ださし、。 


入 

装着しているレンズに对する調整値登歸と、登歸 
された調整値を適用してピント合わせを行ラ。 
-20 〜+20の範囲で設定でをる。 

切 

AF 微調整しない。 

調整値ク IJ ア 

すべてのレンズに对する調整値をクリアする。 
メッセージび表示された5、マルチセレクターの 
▲で r 実行 U を選び、マルチセレクターの中央を押 
す。 


調整値 

AF 微調整の調整値を登録します。 

マルチセレクターの ▲/ ▼で希望の値を選び、マルチセレクター 

の中央を巧す。 

ごま意 

• [ AF 微調整]び[入]に設定されていないと調整値は登録できません。 

• 調整値を+側に設定するほど被写体禮方に、一側に設定するほど被写体前 
方にピントびシフトします。テスト撮影を行いなびら調整値をまめてくだ 
さし、。 

• 調整は実際に撮影する環境で巧ラことをおすすめします。 

• 既に登録されたレンズを装着しているとをには、登録された調整値び表示 
されます。未登録レンズの場合は「±0」び表おされます。調藝値び「一」と 
表示される場合は、既に登録したレンズび30種になっています。新たに登 
録するには、登録削除するレンズを装着し、調整値を「±0」にするか、調整値 
クリアですべての登録された調整値を U セットしてください。 


I セツトアツプメニユ| 
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• 他社レンズをお使いの際に AF 微調整を行ラと、ソニーおよびミノルタ、コニ 
力 S ノルタ製のレンズでの調藝値に影響び出る場合びあります。他社のレ 
ンズでは使用しないでください。 

• ソニー、 S ノルタ、コニカ S ノルタで同じ仕様のレンズをお使いの場合、 

個々に AF 微調整の設定はでをません。 


フ オーカ シングスク リーン 


撮影目的にあわせて、フォーカシングスクリーンを L タイプ(別売)、 

M タイプ(別売)に交換でをます。交換後は、下記の設定をしてくださ 
し、。 


G タイプ 

標準の焦点板(お買い上げ時の焦点板)。 

M タイプ 

G タイプよりちピントの山やぼけ具合びつかみや 
すい焦点板。 F 1.4 〜 F 2.8 の明るいレンズを使用 
する場合に最適です。 

L タイプ 

方眼び入った焦点板。ファインダーの明るさは G 
タイプと同じ。 


ごま意 

• お使いのフオーカシングスク U —ンのタイプび正しく設定されていない場 
合、正し <測光びでをません。 

• 交換方法について詳しくは、フオーカシングスクリーンの取扱説明書をご 
覧ください。 
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本機の主な設定び初期値におります。 

1」セツトされるのは下記の設定項目です。 


撮影 メニュ ー 


133 


APS - C サイズ相当の範囲を記録します。 

ファインダー内の；； （ APS - C サイズ枠)を目安に構図を決めてくださ 
い。縦横比は3:2になります。 


A セツトアツつメニュー4 


設定値リセット 


APS - C サイズ撮影 


入 

APS - C サイズで撮影する。 

切 

APS - C サイズで撮影しない。 


項目 

リセツト後の設定値(初期値） 

画像サイズ （101) 

し 24M 

縦横比（101) 

3:2 

画質り 02) 

フアイン 

D レンジオフティマイヴー (71) 

切 


項目 

リセツト後の設定値(初期値） 

撮影情報画面 (32) 

詳細画面 

露出補正(目 1) 

±0.0 

ドライブモード (76) 

1枚撮影 

ホワイトバランス (66) 

オート（自動設定） 

色温度/カラーフィルター （68) 

5500 K、 カラーフイルター0 

カスタムホワイ ト バランス値 (69) 

5500K 

ISO (65) 

AUTO 

再生画面 (86) 

1枚再生(データあり） 


セットアップメニュ I 







項目 

リセット後の設定値(初期値） 

カスタムボタンの機能 （103) 

ク U エイティブスタイル 

ク U エイティブスタイル (72) 

スタンダード 

色空間 （104) 

sRGB 

フラッシュモード (56) 

自動発光または強制発光 

調光モード（105) 

冉 DI 調光 

調光補正 (64) 

±0.0 

露出値ステップ幅 （106) 

0.3 段 

に0 AUTO 範囲（10が 

200-800 

AF - A の機能 (53) 

AF-A 

フオーカスエリア (49) 

つ仆 

フオーカス/レ U - ズ優先り日 7) 

フォーカス優先 

AF 浦助光 (52) 

才ート 

シャッター 半 巧し AF (108) 

入 

長秒時ノイズリダクション （108) 

入 

高感度ノイズ1」ダクション （109) 

標準 


カスタムメニュー 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

冉ド/1\^ドボタンの機能（112) 

冉 F / MF コント□ール 

冉ド/1\^ドコント111-ル（112) 

巧す間 

冉 F 駆動速度りじ） 

高速 

フオーカスエ U ア点打 （113) 

0.3 秒 

フオーカスホールドボタン （113) 

フオーカスホールド 

オートレビュー （113) 

2秒 

プレビューボタンの機能 (83) 

インテ U ジェント 

AEL ボタン （115) 

巧す間 AEL 

前後ダイヤルの設定 （115) 

前：シャッター後：絞り 

ダイヤル露出補正 （116) 

切 

ダイヤル n ックり 16) 

切 
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再生 メニュ ー 


セットアップメニュー 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

DPOF 設定-日付フ U ント （122) 

切 

縦記録画像の再生 （123) 

縦向を 

スライドシヨー-間隔設定 （124) 

3秘 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

設定ボタンの操作 （117) 

専用設定画面 

力ードなし時の レ U - ズ （117) 

許可 

撮影情報画面 （117) 

縦横自動切り換え 

露出補正の影響 （118) 

定常光+フラッシュ 

ブラケット順序 （118) 

0 ~+- ► + 


項目 

リセット後の設定値(初期値） 

モニター明るさ （125) 

±0 

情報表示時間 （125) 

5秒 

パワーセーブ (125) 

3分 

HDMI 出力 （12 目） 

HD {1 脱 Oi ) 優先 

ファイルナンバー （127) 

連番 

フオルダお式 （128) 

標準お式 

USB 接続り2弓） 

7スストレージ 

マスストレージ時のカード （12 弓） 

選択メモリーカード 

メニュー呼び出し先 (130) 

先頭 

削除確認画面 （130) 

「キャンセル」び先 

電子音（じ 0) 

入 

AF 微調整 (131) 

切 

APS - C サイズ撮影 （133) 

切 


セットアップメニュ I 
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パソコンに画像を取り込む 

ここでは、本機とパソコンを USB ケーブルで接続して モリーカード 
の画像をパソコンに取り込む万法を説明します。 


パソコンの推奨環境 

本機とパソコンをつないで画像を取り込むには、下記の推賀環境び必 
要です。 


■ Windows 

OS (工場出荷時にインスI-ールされていること ）： Microsoft 
Windows 2000 Professional SP 4 /Windows XP * SP 3 /Windows 
Vista * SPl 

• 上記の日 S でちアップグレードされた場合や、マルチプート環境の場合は、動 
作保罰いたしません。 

* 64 bit 版は除をます。 

USB 端テ:標準装備 


■ Macintosh 

OS (工場出荷時にインスIルされていること ）： Mac OSX ( vl 0.1.3 
1；(齡 

USB 端テ:標準装備 

パソコン接続についてのご ミ 主意 

• 巧契環境のすべてのパソコンについて動作をな記するちのではありません。 
• 1台のパソコンで2台切上の USB 機器を接続している場合、同時に使用する 
USB 機器によっては、本機び動作しないことびあります。 

• USB 八ブ、延長ケープル経由でご使用の場合は、動作保証いたしません。 

• Hi-Speed USB ( USB 2.0 準拠)のため、対応の USB インターフてースに接続 
すると、高速な転を ( hi - speed 乾送)び行えます。 

• パソコンびサスペンド-レジューム機能、またはスリープ機能から復帰し 
てち、通信状態び復帰でをないことびあります。 
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5 本機とバソコンをつなぐ。 

• 自動巧生ウイヴードび起動する。 



操作1:本機とパソコンを接続する 


1画像を記録したメモ U - 力ードを本機に入れる。 


2充分に充電したバッテ U -を本機に入れる、または AC アダプ 
夕一/チャージャー(別売)で本機とコンセントをつなぐ。 

• 残量のないバッテリーを使用して画像をコピーすると、バッテ U —切れ 
のため、データを転送でをなかったり、データを破損ずる恐れびあります。 


3 本機とバソコンの電源を入れる。 


4 A 2の [ USB 接続]び[マスストレージ]になっていることを a 
認ずる （129 ぺージ)。 


パソ n ンで見る 
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操作 2 :パソコンに画像をコピーする 


Windows をお使いの場合 

ここでは、パソコンの「ドキユ X ント」 （ WindowsXP では「マイドキユ 
メント」）に画像を取り込む例を説明します。 


1自動再生ウィザードで、[フォル 
ダを開いてファイルを表示] 
(Windows XP では[フォルダを 
開いてファイルを表示する]- ► 
[0K]) をクリック。 

• 自動ウィザードび起動しないとをは、 
ロンピュータ ] (Windows XP では 
[マイコンピュータ])一[リムーパ’ 
ブルディスク]の順にクリック。 



2 [DGM] フオルダをダブルクリック。 

• rpMB 」 を使ってそのまま画像を取り込むことをでをる。 


3 取り込みたい画像の入っている 
フオルダをダブルクリック。 

巧に、取り込みたい画像ファイル 
をちクリックしてメニューを表 
示し、[コピ ー] をクリック。 

• 画像ファイルのなを先については、 
142ページをご覧ください。 


ir* ミ 。’ 

/-、 か… 

{ i，I01MSOCF ) n。 …… W 


园; 
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4 [ドキュメント]フォルダをダブ 
ルクリック。 

巧に、ちクリックでメニューを表 
示し、[貼り付け]を選ぶ。 

[ ドキュ ><ント]フォルダに画像びコ 
ピーされる。 

• コピー先に同じファイル名の画像び 
あるとをは、元の画儘を上書去してち 
よいかを確認するメッセージび表示 
される。 

上書きすると、元のファイルデータは 
消える。上書きしない場合は、ファイ 
ル名を希望の名称に変更してからコ 
ピーする。ただし、ファイル名を変更 
すると本機で再生でをなくなる場合 
びある（142ページ)。 


Macintosh をお使いの場合 


1[デスクトップ画面上の新しく認識されたアイコン]- ► 
[DCIM] [取り込みたい画像の入ったフオルダ]の順にダ 

ブルク IJ ック。 


2画像ファイルをバードディスクアイコンにドラッグ&ド□ッ 
プ。 

A —ドディスクに画儘ファイルびコピーされる。 



B ヴ n ンで見る 
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パソコンで画像を見る 

Wi n d OWS をお使いの場合 

「ドキュメント」 （ WindowsXP では「マイドキュメント」）に保存され 
た画像を見ます。 


1[スタート]一[ドキュメント]を 
ク IJ ツク。 

• Windows 2000の場合は、デスクトツ 
プ画面上の[マイドキュメント]をダ 
ブ J レク1」ックする。 


2見たい画像ファイルをダブルクリック。 

画像び表示される。 



Macintosh をお使いの場合 

[八ードディスクアイコン]- ► 画像ファイル]の順にダブルク 
リックすると画像が開く。 
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パソコンとの接続を切断するには 

政下の操作を行いたいと动ま、ここで説明する手順をあらかじめ行つ 
て < ださい。 

• USB ケーブルを巧< 

• メモ U —カードを取り出す 
• 本機の電源を切る 

■ Windows 

タスクトレイのろをダブルクリックし、 み (USB 大容量記録装置） 
(Windows XP では USB 大容量記歸装置デバイス）一^ [停止]をク 
IJ ックします。取りはずすドライブを確認して、[〇のの順にクリッ 
クします。 

パソコンとの接続か'切断されます。 

■ Macintosh 

メモリーカードまたはドライブのアイコンをゴミ箱にドラッグ 
&ド□ップする。 

パソコンとの接続が切断されます。 


パソ n ンで見る 
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画像ファイルの保存先とファイル名 



本磯で撮影した画像ファイルは、;>< モリーカード内のフオルダにまと 

められています。 



Windows Vista の例 

< 区 デスクトップ 

〇本機で撮影した画像ファイルのフオ 

> 回 Owner 

ルダ(最初の3制まフオルダ番号)。 

t> i ， パブリック 
ィ； > コンビ ユータ 

包曰付別のフオルダち作成でをます 

|> を 口ーカルテイスク （C:) 

(じ8ページ)。 

た。 

< RECOVERY (D：) 

•「 MISC 」 フオルダは、本機で記録/再生で 

1> S DVD RW ドライブ （E:) 

ィ — リム-バブルデイスク （F:) 

をません。 


.DCIM 

• 画像ファイル名は、下記のよラになりま 


,10 日 MSDCF 

す。□□□□(ファイル番号）は 0001 〜 

0- 

101 MSDCF 

9999 の半角数き、 RAW ファイルとその 


JPEG 画像ファイル名の数字部分は同じ 


) 

.. 10280101- 〇 

です。 


.MISC 

- JPEG ファイル： DsconnnnjPG 



-JPEG ファイル (Adobe RGB ) : 



_DscnnnnjPG 



- RAW ファイル： 



Dsconnnn.ARw 



- RAW ファイル (Adobe RGB ) : 



_ Dscnnnn.ARw 



• お使いのパソコンによっては、拡張子び 



表おされない場合びあります。 



パソコン内の画像を、><モリーカードにコピーして本機で 
見る 


ここでは、 Windows パソコンでの手順を説明します。ファイル名を 
変更していない場合、手順1は不要です。 
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1 画像ファイルをちクリックし、 
[名前の変更]をクリックする。 
ファイル名を rDsconnnn 」 

に変更する。 

□□□□には、0001から9999までの半 
角数字を入れる。 

• 上書をの警告び出た場合は、別の数字 
を入れ直す。 

• パソコンによっては、画儘の拡張子 
rjpG 」 び表おされる。拡張子は変更し 
ないで < ださい。 


2下記の手順で、ファイルをメモ 

リーカード巧のフォルダにコ 

ピーする。 

①画儘をちク U ックー ► [コピー]をク 
I 」ック。 

⑤[コンピュータ ] (Windows XP では 
[マイコンピュータ])内の [ U ムーバ 
ブルディスク]をダブルクリック。 

感 [ DCIM ] フォルダ内の [□□□ 
MSDCF ] フォルダをちク U ックし、 
施り付け]をクリック。 

• □□□には、 ] 00〜弓99までの半角 
数字び入る。 


ご注意 

• 画儘サイズによっては再生でをない画像びあります。 

• パソコンで画像を加工したファイルや、本機政がで撮影した画像は本機で 
の再生を保証しません。 

• フォルダびない場合は、まず本機でフォルダを作成してから （128 ページ)画 
像ファイルのコピーを行ってください。 


100ク 




_ A • ， 


ゴぉ r 产- 

口！島 L ^ 


が 


B ヴ n ンで見る 
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ソフトウェアを活用ずる 

本機で撮影した画像をよりいっそラご活用いただくために、攻下のソ 
フトウェアび付属されています。 

• bonv Image Data Suite 
「Image Data し onverter SR 」 

「Image Data Lightbox SR 」 

「Remote Camera ControlJ 

• Sony Picture Utility 

fPMBJ (Picture Motion Browser ) 

ごま意 

• rPMB 」 は、 Macintosh には対応しておりません。 

パソコンの推奨環境 
■ Windows 

「Image Data C 日 nverter SR Ver .3」 / 「 Ima 曰 e Data Lightbox 5 R 」 

/ 「Remote Camera 〔 ontroU 使用時の推賀環境 

OS (工場出荷時にインス!ルされていること）： M にの soft 

Windows XP * SP 3 /Windows Vista * SP 1 

• 64 bit 版は除をます。 

CPU / メモ U : Pentium 41；(上を推賀 /RAM ] GBl ； (上を推奨 
ディスプレイ:1日 24 X 768 ドット攻上 

rPMB 」 使用時の推奨環境 

0 S (工場出荷時にインス I -ールされていること ）： Microsoft 
Windows 2000 Professional SP 4 /Windows XP * SP 3 /Windows 
Vista * SPl 

• 64 bit 版は除をます。 

CPU / メモ U : Pentium III SOOMHzULb/RAM 256 MB 政上 
(Pentium III 800 MHz 1； (上 / RAM 引 2 MB 1； (上を推賀） 

八ードディスク：インストール時にぶ、要な容量：約200 MB 
ディスプレイ： 1024 X 768 ドット政上 
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■ Windows 

• コンピュータの管理者権限で□グオンしてください。 

1 パソコンの電源を入れた状態で、 

CD-ROM (付属)を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 

インス [ -ール画面び表示される。 

• インストール画面び表术されないと 
きは、[コンピュータ ] (Windows XP 
では[マイコンピュータ])-•■霞！ 

( SONYP に TUTIL ) 一 [ Ins ね ll . exe ] の 
順にダブルク U ックする。 

• Windows Vista では、自動再生画面び 
表示される場合びある。そのときは 
rinstall . exe . の実巧」を選択し、画面の 
指おに従ってインストールする。 

2 [インストール]をクリックする。 

「Sony Imaae Data Suite 」 と 「Sony Picture Utility 」 にチェックび入って 
いることを確認して、画面の表のに従ってインストールする。 


■ Macintosh 

rimage Data し onverterSRVer .3」 / rimage Data Lightbox SR 」 

/ 「Remote Camera Cont の U 使用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインス!-ールされていること ）： Mac OSX (VI 0.4/ 

vlO .5) 

CPU : Power P 〔 G 4/ G 5 シリーズ （ I . OGHzl ； (上を推賀 ） /Intel Core 
Solo/Core Duo / Core 2 Duo 政上 
メモリ： 1 GB 政上を推賀 
ディスプレイ：1024 X 768ドット m 上 


ソフトウエアをインストールする 



パソ n ンで見る 





3 インス I ル後、パソコンか目 CD - ROM を取り出す。 

下記のソフトウェアびインストールされ、デスクトップにショートカット 

び表示される。 

• bonv Image Data Suite 
「Image Data Converter SR 」 

「Image Data Lightbox SR 」 

• Sony Picture Utility 
rPMB-Picture Motion Browser 」 
rPMB ガイド」 


■ Macintosh 

• コンピュータの管理者権限で□グオンした状態で行ってください。 


1 Macintosh の電源が入った状態で、 CD-ROM (付属）を、ディ 
スクドライブに入れる。 


2 CD - ROM アイコンをダブルクリックする。 


3 [ MAC ] フオルダの中の [ SIDSJNSTpkg ] を任意のフオルダ 

にコピーする。 


4コピー巧のフオルダの中の [ SIDSJNST . pkg ] をタブルク 
リックする。 

政降、画面の指示に従ってインス!-ールを進め、完了する。 


ごま意 

• パソコンの再起動を求める画面び表示された場合は、画面の指おにがって 
再起動して < ださい。 
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「Image Data Converter SR 」 を使う 

ごま意 

• RAW データで保をした場合、 ARW 2.1 形式になります。 

「Image Data〔onverter 5 R 」 をご利用になると、次のことびできます。 

• RAW 画像を I -ーンカーブやシャープネスなどを彩な補正機能で編 
集でさます。 

• ホワイトバランスや露出、クリエイティブスタイルなどの画像の調 
整びでをます。 

• 表示、編集した静止画をパソコンに保存でをます。 RAW データのま 
ま保存するち法と、ミ凡用ファイルフォーマット形式で保存する方法 
びあ0ます。 

•「Image Data Converter SR 」 の詳しいご利用ち法については、ヘル 
プをご覧ください。 

ヘルプを起動するには、[スタート]—[すべてのプ□グラム]-^ 
[Sony Image Data Suite ] —► [ヘルプ] 一 [Image Data 
Converter SR Ver .3] の順にクリックします。 

「Image Data Converter SR 」 を起動/終了ずるには 

■ Windows 

デスクトップ上の シヨー トカッ ト [Image Data Converter SR Ver .3] 
をダブルクリックします。 

スタート;>< こユーか6起動するときは、[スタート]-^ [すべてのプ 
□グフム] 一 [Sony Imaae Data Suite 」_► [Imaae Data 
Converter SR Ver 3] の順にクリックします。 

終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをク iJ ックします。 

■ Macintosh 

[アプ U ケーシヨン]フォルダから [Sony Image Data Suite ] フォル 
ダ内の [Image Data 〔 onverte 「 SRVe 「.3] をタブルク U ックします。 
終了するには 、 [IDC SR ] メニユーか6 [Image Data Converter を終 
了]をク U ックします。 


B ヴ n ンで見る 
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「Image Data Lightbox SR 」 を使う 


「Image Data Lightbox SR 」 をご利用になると、次のことびできます。 
• 本機で撮影した RAW 画像/ JPEG 画像を表示、比較でをます。 

• 5段階でランク付けでをます。 

• カラーラベルの設定などがでをます。 

•「Image Data Converter SR 」 で表示して、画像の調整びでさます。 

•「Image Data Lightbox SR 」 の詳しいご利用ち法については、ヘル 
プをご覧 < ださい。 


ヘルプを起動するには、[スタート]-^ [すべてのプ□グラム]-^ 
[Sony Image Data Suite 」 一 [へ J レプ] 一 [Image Data Lightbox 
S 問の順にク U ックします。 

「Image Data Lightbox SR 」 を起動/終了ずるには 

■ Windows 

デスクトップ上の [Image Data Lightbox SR ] をダブルクリックしま 
す。スタートメニューから起動するときは、[スタート] — [すべて 
のプ□グラム]— ► [Sony Image Data Suite ] —► [Image Data 
Lightbox SR ] の順にクリックします。 

終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをクリックします。 
コレクションの保存についてのダイア□グび表示されます。 

■ Macintosh 

[アプリケーション]フォルダから [Sony Image Data Suite ] フォル 
ダ内の [Image Data Lightbox S 閲をダブルク U ックします。 

終了するには 、 [Image Data Lightbox 5 R ]；>^ ニューか6 、 [Image 
Data Lightbox SR を終了]をクリックします。 
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「Remote Camera Control 」 を使う 

パソコンと本機を接続して 「Remote Camera Control 」 をご利用にな 
ると、次のことびでをます。 

• 本機の設定、撮影をパソコンで巧います。 

• 撮影した画像を直接パソコンに記歸します。 

• インターバルタイマー撮影を行います ( Windows のみ)。 

ヘルプを起動するには、[スタート]—[すべてのプログラム]— 
bony Image Data Suite ] —► [へ J レプ] 一 [Remote Camera 
Control ] の順にクリックします。 


1 MENU ボタンを巧して、マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で A 
セツトアップメニュー2の [USB 接続]を [PCU モート]にす 
る。 


2本機とパソコンをつなぐ。 


3本機とパソコンの電源を入れて 、 「Remote Camera 
Control 」 を起動する。 


ごま意 

• ファインダーをのぞかずにシャッターボタンを押す場合は、アイピース 
シャッターレバーでアイピースシャッターを閉じてください。 



B ヴ n ンで見る 
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• インターバルタイマー撮影では、ドライブモードは 1 枚撮影になります。ま 
た、ピントび合っていないと、シャツターは切れません(マニュアルフオー 
カス時、 〇撮影メニューの[フオーカス/レ U - ズ優先]び[レ U - ズ優先] 
になっているとをはのデく）。 


「Remote Camera ControU を起動/終了するには 

■ Windows 

[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [Sony Image Data Suite ] 
—► [Remote Camera Control ] の順にク U ックします。 

終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをクリックします。 

■ Macintosh 

[アプリケーシヨン]フォルダから [Sony Image Data Suite ] フォル 
ダ内の [Remote Camera Control ] をタブルク U ックします。 

終了するには、 [Remote Camera Control ] メニユーから、 [Remote 
Camera Control を終了]をク U ックします。 


rPMB 」 を使ラ 


ごま意 

• rPMB 」 は、 Macintosh には対応しておりません。 


rPMB 」 をご利用になると、次のことび 


でさます。 

罩 T.w お Ha 口 

• 本機で撮影した画像をバソコンに取 

^ 11 議 3 □应 

D 込み、表示でさます。 

遇 S ■■国 ■n 

• バソコンにある画像を、撮影日ごと 

E 匯 W 国 議^ 

にカレンダー上に整理して、閲覧で 



をます。 


• 静止画の補正(赤目補正など)、プ IJ ント、メール送信、撮影曰時の変 
要げでをます。 

• GPS ユこット调」売)を利用すれば撮影した画像の位置情報を地図上 
に表示することびでをます。 

• 画像に曰付を挿入して保存/印刷でをます。 
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• 書き込み型 CD ドライブまたは DVD ドライブでデータディスクを作 
成でさます。 

• 詳しいご利用方法については、 rPMB ガイド」をご覧ください。 

rPMB ガイド」を起動するには、デスクトップ上の^ (PMB ガイド)を 
ダブルクリックします。スタートメニューから起動するとをは、[ス 
夕ート]—[すべてのプ□グラム] (Windows 2000では口□グラ 
ム])一 [Sony Picture Utility] —► [ヘルスー ► [PMB ガイド]の順 
にク IJ ックします。 

rPMBj を起動/終了ずるには 

デスクトップ上の識 [PMB-Picture Motion Browser] をタブルク 
IJ ックします。 

スタート;>< こューか6起動するときは、[スタート]-^ [すべてのプ 
□グラム] (Windows 2000では口□グラム]) 一 [Sony Picture 
Utility] —► [PMB-PictureMotion 目 「owser] の順にクリックします。 
終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをクリックします。 

ごま意 

• 初回起動時にお知らせ通信機能の確認画面び表示されます。[実行開始]を 
選択してください。この機能は、ソフトウエアの更新などのお知らせびあ 
る場合に通知を巧います。あとで設定し直すこともできます。 


B ヴ n ンで見る 
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カメラとプリンターを接続してプリン 
卜ずる 


PictBridge 対応プリンターな5、本機 
で撮影した画像をパソコンなしでプ U 
ントできます。 「 PictBridge 」 は、「ピク 
トプ U ツジ」と読みます。力;><ラ映像 
機器工業尝 ( CIPA ) で制定された統一 
規格のことです。 


r( PictBridae 


ごま意 

• RAW 画像はプ U ントできません。 


操作]:本機を設定する 


ごま意 

• プ U ントの途中で電源び切れないよラに、 AC アダプター/チャージヤー（別 
売)のご使巧をおすすめします。 


1 MENU ボタンを巧して、マルチセレクターの ▲/▼/◄/ ►で'\ 
セツトアップメニュ ー2 の [ USB 接続]を [ PT 門にする。 


2電源を切って、画像を記録したメモリーカードを本機に入れ 
る。 
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操作 2 :本機とプ1」ンターをつなぐ 



2本機とプ U ンターの電源を入れる。 

プ I 」ントする画像を還ぶ画面び表示される。 


操作3 :プ U ントする 


1マルチセレクターの ◄/ ►でプ U ントずる画像を選び、マルチ 
セレクターの中巧を巧ず。 

• が除するとをは、ちう一度中央を押す。 


2他の画像ちプ U ントずるときは、手順1を繰り返ず。 


3 MENU ボタンを巧して、き項目の設定をずる。 

• 設定内容の註細は 、 rPictBridge メニュー」をご覧ください。 


4 メニューの[プ U ント]一[実行]を選び、マルチセレクターの 
中巧を巧ず。 

プ1」ントび開始される。 

• プ U ント終了画面び出たら、7ルチセレクターの中央を押す。 


I プ U ントずる 
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プリントを中止するには 

プ U ント中にマルチセレクターの中央を押すと、プリントは途中で中 
止されます。 USB ケーブルをはずすか、本機の電源を切ってください。 
再度プリントする場合は、操作1〜3の手順に従ってプリントしてく 
ださい。 


P に tBndge >< こ ユー 


1ぺージ目 
プリント 

選択した画憬をプリントします。詳しくは操作3をご覧ください。 

枚数指定 

20枚まで選べます。 

選択した画像すべてに巧して同じ枚数の指定になります。 


用紙サイズ 


才ート 

プ IJ ンターの設定に従ラ 

L 

89 X 127 mm 

はびさ 

100 X 147 mm 

lOxiScm 

10 X 15 cm 

4" X 6" 

101.6 X 152.4 mm 

A 6 

105 x 148.5 mm 

2 L 

127 X 178 mm 

Letter 

216 X 279.4 mm 

A 4 

210 X 297 mm 

冉3 

297 X 420 mm 

ワイド (10.2 XT 8.1 cm ) 

10.2 x 18.1 cm 

A 3 ノビ 

329 X 483 mm 
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レイアウト 


才ート 

フ1」ンターの設定に従ラ 

ふち無し1枚 

J をち無しで、1画像/1枚 

1枚 

] 画像/1枚 

2枚 

2画像/1枚 

3枚 

砸像/1枚 

4お 

4画像/1枚 

8お 

8画像/1枚 

インデックス 

選択した画像をまとめてプリントず 
る。出力はプ IJ ンターの設定に従ラ。 


日付プリント 


曰時分 

曰時分を入れる 

年月日 

年月曰を入れる 

切 

曰付を入れない 


2ぺージ目 
印刷指定を解除 

メッセージび表示されたら、「実行」を選んでマルチセレクターの中央を押し 
ます。 

プ U ント後は各画像のをは消えますび、プ U ントせずに指定を解除するとを 
は、これを選択してください。 

フォルダ内一括印刷 

1つのメディア内の画儘をまとめて印刷します。メッセージび表示されたら、 
r 実行」を選んでマルチセレクターの中央を押します。 


I プ U ントずる 
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u モコンを使ってプリントする 

HDMI ケーブル(別売)を使って八イビジョンテレビと接続すると、テ 
レビで画像を見なびら簡単にプ U ントできます。 

1 本機をテレビとプリンターに接続するの7、153ぺージ)。 

2プリントしたい画像を表示する。 

3 リモコンの PRINT ボタンを巧す。 


ごま意 

. 本機の；>4ニューの設定にかかわらず、プリントの設定はな下の通りになり 
ます。 

-印刷枚数：1枚 
-巧紙サイズ：オート 
-レイアウト：オート 
-曰付プ U ント：切 

• ビデオケープル(付属)でテレビに接続した場合、 PRINT ボタンは使えません。 
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まな仕様 


本巧 

[お式] 

カメラタイプ 

レンズ交換式デジタルー 
眼レフカメラ 

使用レンズ a レンス ( DT レンズをの 
ぞくつ 

* DT レンズ使巧時は撮影した画像の四 
隅び暗くなることびあり、また、カメ 
ラ本来の AE 性能を満たせないため、 
性能な iE していません。また、自動的 
に APS - C サイズ撮影になります。 

[撮嫁部] 


搬画素数 

約25 720 000画素 

有効画素数 

約24 610 000画素 

撮像素モ 

35 mm (35.9 X 24.0)、 
CMOS センサー 

ISO 感度(推奨露光指数） 

AUTO 、 100〜6400 

[手ブレ補正] 

形式 

センサーシフト方式 

効果 

シャッタースピード 
約 2.5 〜4段(撮影ま件- 
レンズにより異なる） 

[アンチダスト] 

システム 

帯電防止コートとイメー 
ジセンサーシフト駆動の 
併用 


[ファインダー] 


お式 

アイレベル固定式(ペンタ 
プ|」スム使用） 

フオーカシングスクリーン 

スフエ U カルアキユート 
マツト(交換可能、別売） 

視野率 

約100% 

倍率 

0.74 倍巧日 mm レンス、無 
限遠、お度一1 itTI 時） 

アイポイント 

最終光学面から約20 mm 

視度調整 

—3 .日〜+1.日 m—i 

[才ートフォーカス] 

お式 

TTL 位相差検出方式、 

CCD ラインセンサー(中 
央デュアルク n ス、 F 2.8 
センサーあり） 

測距点 

9点+アシスト測距点10 
点 

検出輝度範囲 

EV 0~ EV 18 CISO 100 

相当） 

AF 補助光 

約！〜7 m 

[露 肋 


測光素子 

40分割ノ \二み LJ (ターン 

SPC 

測光範囲 

EV 0 〜 EV 2 日（スポット そ 


測光時は EV 2 〜 EV 20), の 
( IS 0100 相当、 F 1. 4レンス： 他 
使巧} 


[シャッター] 

お式 電モ制御式縦走りフォー 

カルプレーンシャッター 
シャッタースピード範囲 

1/8000〜30秒、バルブ 
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フラッシュ同調速度 

1/250秒(手ブレ補正オフ 
時)、1/200秘(手ブレ補 
正オン時） 

間録メディア] 

CF カード ( TYPE し II )、マ 
イク n ドライブ、‘メモ 
U —スティックデュオ" 

[液晶モニター] 

形式 7.5 cm (3.0 型） TFT 駆動 
ドット数 弓21600 (640 X 3 ( RGB ) 

X 480)ドット 

[表示パネル] 

バックライト付き 

属励 

バッテ U - U チャージャスレバッテ 
U - パック NP - FM 500 H 

[その他] 

PictBridge 対応 
Exif Print 対応 
PRINT Image Matching III 
対応 

外形寸法 約 156.3X116.9 X 

81.9 mm (幅 x 高さ x 奧 
巧さ、突起部を除く） 

本体質量約 850 g (電池、メモ1」一 
カードなど、付属品含ま 
ず） 

動作温度日〜40に（マイク n ドラ 
イブ使用時5〜40で） 
Exif Exif 2.21 

USB 通信 Hi-Speed USB ( USB 2.0 

準拠） 


バッテリーチャージャー 
BC-VM10 

定格入力 AC 100 V -240 V . 

50/60 Hz 

定格出力 DC 8.4 V 、750 mA 

動作温度 〇〜40で 
保を温度 一20〜+60で 

最大外お寸法 

約 70 X 25 X 95 mm 
(幅 X 高さ X 奥行さ） 

本体質量約90 g 

リチャージャブルバッテリー 
パック NP-FM500H 

使用電池 1」チウムイオン蓄電池 
最大電圧 DC 8.4 V 
公称電圧 DC 7.2 V 
容量 11.8 Wh (1 650 mAh ) 

最大かお寸法 

約 38.2 X 20.5 X 55.6 mm 
(幅 X 高さ X 奥行さ） 

本体質量約78 g 

本機や付属品の仕様およびが観は、 
改良のため予告なく変更することび 
ありますび、ご了承<ださい。 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協を 
CJEITA ) にて制定された統一規格 
"Design ruleforLamera File 
system " ( DCF ) に対応しています。 

. 本機で撮影した画像の他機での再を、 
他機で撮震/修正した画像の本機での 
再生は保証いたしません。 
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商標について 

• a はソニー株式会社の商標です。 

• " MemoryStick — 、ソモリースティッ 
ク I ’、，歲:ぃ 、 "Memory Stick PRO " 、 
"メモ U - スティック PRO "、 

Memory Stick PRO 、 “Memory 

Stick Duo "、" メモ U - スティック 

デュオ’、 Memory Stick Dud 、 

"Memory Stick PRO Duo "、 "メモ 
I 」ースティック PRO デュオ"、 

Memory Stick PRD Du 口、 "Memory 
Stick PRO-HG Duo "、 ‘ソモ U - ス 
ティック PRO - HG デュオ"、 

MemgryStickPRD-HGDud. ソモ 

リースティックマイク n "、 
" MagicGate ’、"7 ジックゲードお 

よび MagicGate はソニー株式 
を社の商標です。 

• "InfoLITHIUM (インフオリチウム）" 
は、ソニー株式会社の商標です。 

• "プラビアプレミアムフオト"は、ソ 
ニー株式を社の商標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows 
Vista は、米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

• HDMI 、 HDMin ゴ、および 
Hiah-Derinition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing L に 
の商標または登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS、Power Mac 
は Apple Inc . の米国およびその他の 
国における登録商標です。 

• Intel、Intel Core 、 MMX、Pentium 
は Intel Corporation の登録商標また 
は商標です。 

• コンパクトフラッシュ 
( CompactFlash )!^. 米国ヴンデイス 
ク社の商標です。 


• Microdrive は、 Hitachi Global 
Storage Technologies の登録商標で 
す。 

• Adobe は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムス社） 
の米国ならびに他の国における商標 
または登録商標です。 

• D レンジオフティマイヴーアドバン 
スには®アピカル社の技術を使巧し 
ています。 

• その他、本書に記載されているシステ 
ム名、製品名は、一般に各開発メー 
力一の登録商標あるいは商標です。 
なお、本文中には™、@マークは明記 
していません。 
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困つたとをは 

困ったとさは、次の項目をチェックし、本機を点検してください。そ 
れでも調子び悪いとさは 『a』 専用サポートヴイトまたはソニーの相 
談窓口に電話でお問い含わせください(裏表紙)。 



カスタマー登録のごミ巧 

カスタマー登録していただくと、安む-便利な各種ヴポートび受けら 
れまず。 

詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 
WEB サイトをご覧ください。 
http :// www . sony.coj p/d 卜 rea |/ 

登録後は登録者専用お問い合わせ窓□をご利用いただけます。 

詳しくは下記の URL をご覧ください。 
ht : tp :// www . sony . co . jp / DSLR / contact / 
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バッテ u —-電源 


バッテリーの残量表示び正しくない。またはバッテリー残量表示び巧分 
なのに電源びすぐ切れる。 

• 温度び極端に高いまたはないところで使用しているとをの現象です り 71 
ぺージ)。 

• 残量表示と実際の鶏量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い 
切ってから充電すると正しい表おにちどります。 

• バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテリーを取り付けて<だ 
さいり日ページ)。 

• バッテ U —の寿命です （12 ページ)。新しいバッテ U —と交換してくださ 
し、。 


電源び切れる。 

• 操作しない状態び一定時間続くと、省電力設定(パワーセーブ)になり、ほ 
ぼ電源オフに近い状態になります。シャッターボタンを半巧しするなど、 
本機の操作をすれば、ノ くワーセーブは解除されます （ 125ページ)。 


撮影する 


電源を入れてち液晶モニターびつかない。 

• 液晶モニターは、初期設定では5抄切上何も操作をしないでいると、節電 
のため自動的に消なします。消灯までの時間は変更できます （125 ページ)。 
• 液晶モニターびオフになっています。 DISP ボタンを押して、液晶モニター 
を点むさせて < ださい (33 ページ)。 


フアインダーの画像びはつを0しない。 

• 視度を正しく調節してください (20 ページ)。 


シャッターが切れない。 

• ^モ U —カードの空さ容量を確認して<ださし U 24 ページ)。いっぱいの 
とさは、下記のいずれかを行って < ださい。 

一不要な画像を削除して < ださい (94 ページ)。 

ーメモ U —カードを交換してください。 

• ピントび合わないとシャッターは切れません （1 日7ページ)。 

• 本機を天体望遠鏡などに取り付けた場合は、露出モードを 「 M 」 にして撮 
影してください。 
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撮穀に時間びかかる。 

•ノイズ軽減処理機能び働いています（108、 1 日9ページ)。故障ではあり 
ません。 

• RAW モードで撮影しています （102 ページ)。 RAW モードでの撮影はデー 
夕量び大をいため、撮影に多少時間びかかる場合びあります。 


正しい撮影日時が記録されない。 

• 日付-時刻を合わせてください （1 弓、12目ページ)。 


シャツ ターを半巧しずると絞り値、 シャツ タースピードが点滅ずる。 

• 被写体び明るすざる、または暗すぎるため、本機の設定の範囲を超えてい 
ます。設定し直してください。 


画像び白っぽくなる（フレア)。 

光のにじみが現れる（ゴースト）。 

• 逆光で撮青ミしたため、レンズに余分な光び入っています。レンズフード 
を取り付けてください。 


画像の隅び暗 < なる。 

• フィルターやフードをご使巧の場合は、いったん取りはずしてお試しく 
ださい。フィルターの厚みやフードの不適切な取り付けにより、画像に 
フィルターやフードび写り込むことびあります。また、レンズの光学的 
な特性により、画像周辺部び暗く写る場合(光量低下)びあります。この 
よラな場合には、絞りを1〜2段絞って撮影すると改善する場合びありま 
す。 


液晶モニターに点び現れて消えない。 

• 故障ではありません。これらの点は記録されません (6 ページ)。 


フアインダー巧の測光インジケーター◄►び点滅する。 

• 被写体び明る過ざる、または暗過ぎて、本機の測光範囲を超えていまず。 
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画像を見る 


再生でをない。 

• パソコンでフオルダ/ファイルの名前を変更したためです （142 ページ)。 

• パソコンで画像を加工したファイルや、本機切がで撮影した画像は本機 
での再生は保証いたしません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了してください （141 ページ)。 


テレビに画像び出ない。 

• [ビデオ出力]び [ NTSC ] になっているか確認してください （12 目ぺージ)。 
• 接続び正しいか確認してください(弓6ページ)。 


画像を削除する/編集する 


削除でをない。 

• 画像のプ□テクトを解除してください （121 ページ)。 


パソコン 


最新サポート情報は、『ひ』専用サポートサイトをご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/DSLR/support/ 


本機がパソコンに認識されない。 

• 接続には、付属の USB ケープルを使ってください （137 ページ)。 

• 一度パソコンと本機から USB ケープルを扳いて再びしっかりと差し込ん 
で < ださい。 _ 

• [ USB 接続]を[マスストレージ]にしてください （137 ぺージ)。 I 

• パソコンの USB 端子に、本機/キーボード/マウス政がの機器び接続されてそ 

いるときは、取りはずしてください。 S 

他 


画像をコピーでをない。 

• 本機からパソコンに画像を取り込んでいる間にメモ I 」ーカードカバーを 
開けると、コピーび中止されます。><モ|」一力ードカバーを途中で開け 
ないでください。 

• パソコンでフォー マッ トした><モリーカードで撮影した場合、画像をパ 
ソコンへコピーできないことびあります。本機でフォー マッ トした><モ 
U —力ードで撮影してください （1 21ページ)。 
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メモリーカード 


本機に入5ない。 

• ><モリーカードを入れる向さび違ってぃます。正しい向をにして入れて 
ください （15 ページ)。 


記録でをない。 

• メモ U —カードの容量びいっぱいになっています。不要な画像を削除し 
てくださし、 (94 ぺージ)。 

• 本機では使えない ><モ|」ーカードび入っています （15 ページ)。 


誤ってフォーマツ トしてし まった。 

• フォー マツ トすると、メモ U —カード内のデータはすべて削除され、元に 
戻せません。 


リモコン 


付属の U モコンが操作でをない。 

•撮影するには、ドライブモードを ミ （リモコン）にしてください。再生す 
るには、本機をテレビに接続してください。 

•本機の U モコン受光部に直射日光や照明器具の強い光び当たっていると、 
U モコン操作でさないことびあります。 

• レンズやフードび JJ モコン受光部をさえざり、受光を妨げることびあり 
ます。受光部をさえぎらない位置から操作してください。 


リモコン操作中に他の DVD 機器が誤動作する。 

• DVD 機器の U モコンスイッチを DVD 2 政がのモードに切り換えるか、黒 
い紙で IJ モコン受光部をふさいで < ださい。 


プ U ントする 


次の rPictBridge 対応プリンター」も合わせてご覧ください。 


画像の色含いがおかしい。 

• Adobe RGB で撮影した画儘を 、 Adobe RGB ( D び 2.0/ Exi り. 21) に対応 
していない sRGB 環境下のプリンターで印刷すると、低彩度な画像になり 
ます （104 ページ)。 
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両端び切れてプリントされる。 

• プ U ンターによっては、画像の上下左ちび切れることびあります。特に 
画像び [16:9] のとをは、左右び大きく切れることびあります。 

• お手持ちのプ U ンターでプ U ントする場合は、あらかじめトリミングや 
ふちなしプ U ント機能を解除しておいてください。機能の有無は、プリ 
ンターのメーカーにお問い合わせください。 


曰巧を入れてプリントできない。 

• rPMB 」 を使ってプ U ントすると曰付挿入びでさます （150 ページ)。 

• 本機には画像に曰付を挿入でをる機能はありませんび、画儘には曰付情 
報び記録されています。お使いのプ U ンターやソフトウエアび Exif 情報 
を認識で去れば曰付を入れてプリントでをます。対応の有無は、各メー 
カーにお問い合わせください。 

• お店でプリントするときは、日付挿入を希望すれば、日付を入れてプ U ン 
卜でをます。 


PictBridge 対応プ U ンター 


詳細はプリンターの取扱説明書でご確認ください。またはプリンター 
のメーカーにお問い合わせ<ださい。 


プリンターと接続できない。 

•本機は、 PictBiidge 其巧が&プ U ンターには直接接続でをません。対応の 
有無は、プ U ンターの 一力一にお問い合わせ < ださい。 

• [USB 接続]を [PT 円にしてくださいり52ぺージ)。 

• USB ケーブルを损いて、接続し直して<ださい。プ U ンターにエラー表 
おび出ている場合は、プ U ンターの取扱説明書をご覧ください。 



プ U ントでさない。 で 

• RAW 画働まプ U ントできません。 イ^ 

. 本機!;(がで撮影した画憬、またはパソコンで加工した画像はプ U ントで 
をない場合びあります。 


日付部分に r -」などびプリントされる。 

• 画儘ファイルにプリント可能な撮影曰時情報び入っていません。[曰付プ 
U ント]を脚]にしてプ U ントしてください（155ぺージ)。 
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その他 


^原を入れると、旧付/時刻を設定してください J といラメッセージび表 
示される。 

• バッテリーび消耗したまま、または本機のバッテ U —を取り出したまま 
放置したため、曰時の設定び失われました。バッテ U —を充電して、曰時 
を再設定してください （19 ページ)。バッテ U —巧電のたびに U セットさ 
れる場合は、内蔵充電式バックアップ電池び消耗している場合びあるた 
め、 ソニーの 相談窓□にお問い合わせ < ださい。 


撮影 残り画像数が減6なかったり、一度に2板威ったりずる。 

• JPEG 画像の場合、画像によって圧縮率や圧縮後のファイルサイズび変わ 
るためです （102 ページ)。 


リセット操作をしていないのに、設定内容びリセットされる。 

• 電源スイッチび roN 」 のままバッテ U —を取り出したためです。バッテ 
U —を取り出すときは、電源を切って、アクセスランプび点なしていない 
のを確かめてから取り出して < ださい （1 日ページ)。 


本機が正常に作動しない。 

• 本機の電源を切ってバッテ U - を一度取り出し、入れ直してください。 
AC アダプター/チャージャー（別売)などの使巧時は、一度コードを旅い 
てください。温度び上びっているときには、いったんバッテリー(または 
AC アダプター/チャージャー)を取りはずし、本機の温度び下びってから 
これらの処置を巧ってください。それでを直らない場合や何度ち繰り返 
す場合は故障ですので、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にお問い 
合わせください。 


ファインダーち下の手ブレインジケーターび、5つとも点滅ずる。 

• 手ブレ補正機能び作動していません。そのまま撮青ミでをますび、手プレ 
補正は機能しません。電源を切って、再度 roN 」 にしてください。それで 
を戻らない場合は、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にお問い合わ 
せ < ださい。 


液晶 モニターち 下に r — E -」 が表示される。 

• メモ U —カードを一度取り出し、入れ直してください。それでち直らな 
い場合は、><モ|」一力ードをフ オーマツ トしてください。 


166 




警告表示 

画面には、次のような表示び出る 
ことびあります。 


"インフォリチウム"バッテリーを 
お使いください 

• 指定!;(がのバッテリーを使用し 
ている。 


日付/時刻を設定して < ださい 

• 曰付と時刻を設定する。長時間 
使用していない場合は内蔵の充 
電式ノ くツクアツプ電池を充電す 
る（19、]71ページ)。 


電池び少ないので実行できません 

• イ>< ージセンサーのクリーニン 
グを実行しよラとしたび、バッ 
テリー鶏量びみないので実行で 
をない。バッテ1」一を充電する 
か、 AC アダプター/チヤー 
ジャー（別売)を使用する。 


メモリースティックが入っていま 
せん 

CF 力ードび入っていません 

• A セットアップメニューの[メ 
モ U —カード切り換え]で還ん 
でいるメモ U —力ードと、本機 
に入っているメモ U —カードび 
異なっている。正しい設定にす 
る。 


このメモリースティックは使えま 
せん 

フォーマッ トしますか？ 

この CF 力ードは使えません 
フ ォーマッ トしますか？ 

• パソコンで フオー マツトを巧い、 
ファイルシステムを変更した、 
または他の CF カード機器で 
フォー マットを行った。 

[実行]を選んでフォーマットを 
巧って<ださい。本機で使巧で 
さるよラにな0ますび、カード 
内のデータはすべて削除されま 
す。また、フォーマットにをみ 
時間びかかることびあります。 
それでち ッセージび出る場合 
は、カードを交換してください。 


力ードエラー 

• 本機では使えないカードび入つ 
ている。または、 フオー マット 
に失敗した。 


このメモリースティックは読み出 
し専用です 


• この"メモ IJ ースティックデュ 
才"への画儘記録や削除はでを 
ません。 



メモリースティックを入れ直しての 
ください 他 

CF 力ードを入れ直してください 

• 本機では使えないメモ U —力一 
ドび入っている。 

• メモ U —カードび壊れている。 

• メモ U —カードの端子び汚れて 
いる。 
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処理中 

実行でをません 

• バッファーびいっぱいの時にプ 
レビューボタンを離してインテ 
U ジェントプレビューをしよラ 
としている。 


無効な操作でず 

• バルブ撮影時にインテ U ジェン 
トプレビューしよラとしている。 


メモリーステ ィッ クス n ッ トで 
フ オーマッ トして<ださい 

• "メモ U - スティックデュオ" 

をアダプターに 入れて、 CF カー 
ドス□ットでフ オー マットしよ 
ラとした。"メモ U —スティック 
デュオ"は"メモ U —スティック 
デュオ’ス□ットでフ オー マツ 
卜する。 


メモ U —ステイクた S 入っていない 
のでシャッターび切れません 
CF 力ードが入っていないので 
シャッターび切れません 

• [カードなし時のレ U —ズ]び 
隱山になっている。[許巧]に 
するか、メモ U —力ードを入れ 
る。 


表示でをない画像でず 

• 他のカメラで撮該した画像や、 
パソコンで画像を加工した場合 
は表示できないことびある。 


レンズが装着されていないので 
シャッターび 切れません 

• レンズび正し<装着されていな 
し、。またはレンズび取り付けら 
れていない。 

. 天体望遠鏡などにカメラを取り 
付ける場合は露出モードを 「 M 」 
にする。 


DPOF 指定できません 

• RAW 画像を DPOF 指定しようと 
している。 


接続先を確認して<ださい 

•接続びでさない。 USB ケープル 
を揣いて接続し直す。 


しば5く使用できません 
カメラの温度び下がるまでお待ち 
<ださい 

• 連続撮影したため、本機の温度 
び上びった。 

本機の電源を切って、本機の温 
度び下びり再び撮影可能になる 
のを待ってから撮影してくださ 
い。 


カメラ エラー 
システム エラー 

• 本機の電源を切ってバッテ U — 
を一度取り出し、入れ直す。何 
度ち繰り返す場合はソニーの柏 
談窓□にお問い合わせ<ださい。 

カバーび開いています 

• 撮影•再生を続ける場合は、メモ 
U —カードカバーを 閉める。 
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拡大でをません 
回転でをない画像でず 

• 他のカメラで撮影した画儘は、 
拡大/回輯でさないことびある。 


指定が変更されていません 

• 画像の指定を変更せずに、プ〇 
テクトや DPOF を実行しようと 
した。 


これ！; Lb フオルダ作成できません 

• 上3おの番号び r 弓9引のフオル 
ダびメモ U —カード巧にある。 
本機でこれし乂上のフオルダを作 
成でをません。 


プリントを中止しました 

• プ U ントび中止された 。 USB 
ケープルをはずすか、本機の電 
源を切る。 


プリント指定できません 

• PictBridge 画面で RAW 画像を 
指定しよラとした。 


プ U ン ターエラー 

• プ U ンターを確認する。 

• プ U ントしたい画像び壊れてい 
ないか確認する。 


プ U ン ター ビジー 

• プ U ンターを確認する。 



そ 

の 

他 


169 


辱!華ミァ フタ- 


がずお読み<ださい 

記録内容の補償はでをません 

万一、カメラや記録メディアなどの不 
具合などによ0記録や再生されなかっ 
た場合、記録内容の補償については、ご 
容赦ください。 

保証書は国内に限られています 

このカメラは国内仕様です。外国で 
万一、事故、不具合び生じた場合の現地 
での アフターサービス およびその費用 
については、ご容赦ください。 

(呆証書 

• この製品にはな iE 書び添付されてい 
ますので、お買い上げの隙お買い上げ 
店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお 
確かめの 上、 大切に保巧して < ださい。 

ア フターヴー ビス 

調子び悪いとさはまずチェックを 

"困ったときは'の項を参考にして故障 
かどラかお調べください。それでち具 
合の悪いときはソニーの相談窓□にご 
相談ください(裏表祇)。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていたださます。詳しくは保言正書をご 
覧ください。 


保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、 
ご要望によ0有料 f 度理させていたださ 
ます。 

部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を 
再生、再利用する場合びあります。そ 
の際、交換した部品は回収させていた 
だをます。 

部品の保有期間について 

当社はカメラの補修用性能部品(製品 
の機能を維持ずるために必要な部品） 

を製造巧ち切〇傻7年間保有していま 
す。この部品保有期間び経過したあと 
も、故障個所によっては修理可能の場 
合びありますので、ソニーの相談窓 □ 
にご柜談ください镇表撇。 
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ほ用上のごミち意 


巧用/な管してはいけない場 
巧 

• 異常に高温になる場巧 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動 
車内は特に高温になり、放置すると変 
形した0、故障した0ずることびあり 
ます。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近く 
変色したり、変形したり、故障したり 
ずることびあります。 

• 激しい振動のある場戸斤 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場戸斤 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こ 
る場所などでは、砂びかからないよラ 
にして<ださい。故障の原因になる 
ばか0か、修理でさなくなることちあ 
0ます。 

持ち運びについて 

使用しないときは、必ずレンスキヤツ 
プまたはボディキヤツフを付けて<だ 
さい。ボディキヤツフを付ける際には、 
本機内部にほこりび入るのを防ぐため、 
ボディキヤツプのほこりを落としてか 
ら付けてください。 

動作温度にごミモ意 < ださい 

本機の動作温度は約〇〜40でです(マ 
イク□ドライブ使用時： 5〜40じ）。 
動作温度範囲を超える極端に寒い場所 
や暑い場所での撮影はおずずめでさま 
せん。 


結露について 

結露とは、本機を寒い場所か5急に暖 
かい場所へ持ち込んだとをなどに、本 
機の内部や外部に水滴が付くことです。 

この状態でお使いになると、故障の原 
因にな0ます。 

結露を起こりにく くするために 

本機を寒いところから急に暖かい所に 
持ち込むとさは、ビニール袋に本機を 
入れて、空気び入らないよラに密閉し 
て<ださい。約1時間放置し、移動先の 
温度になじんでから取り出します。 

結露が起さたとさは 

電源を切って結露びなくなるまで約1 
時間放置し、結露びなくなってからお 
使いください。特にレンズの内側に付 
いた結露び残ったまま撮影すると、を 
れいな画像を記録できませんのでごを 
意 < ださい。 

内蔵の巧電式バックアップ電 
化について 

本機は曰時や各種の設定を電源の入/切 
に関係なくな持するたゆに充電式バッ 
クアップ電池を内蔵しています。充電 
式/ (ックアップ電池は本機を使用して 
いる限り留に充電されていますび、使 
う時間び短 L ' l と徐々に放電し8か龍 
度まったく使わないと完全に放電して 7_ 
しまいます。充電してか5使用してく ^ 
ださい。ただし、充電式ノ ' C ックアッフ イ^ 

電池び充電されていない場合でを、曰 
時を記録しないのであれば本機を使ラ 
ことびでさます。バッテ1」一充電のた 
びにリセッ ト される場合は、内蔵充電 
式バックアップ電池び消耗している場 
合びあ0まず。ソニーの相談窓□にお 
問合せ < ださい(裏表紙)。 
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内蔵の巧電式/ (ックアップ電池の巧 
電方法 

本機に充電されたバッテ U —を入れる 
か、 AC アダプター/チャージャー（別 
売)を使ってコンセントにつないで、本 
機の電源を切ったまま24時間し: • LL 放置 
する。 

ゾモリーカードを廃棄/譲渡 
するとをのごミモ意 

本機やパソコンの機能による[フォー 
マット]や梢!!除]では、メモ U —カード 
内のデータは完全には消去されないこ 
とびあります。メモ1」ーカードを譲渡 
するとさは、バソコンのデータ消去専 
用ソフトなどを使ってデータを完全に 
消去することをおすすめします。また、 
メモ U —カードを廃棄ずるとさは、メ 
モ1」一力ード本体を物理的に破壊する 
ことをおすすめします。 

撮露•再をに際してのごを意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に 
記録されていることを確認して<だ 
さし、。 

• 本機は防じん、防滴性に配慮して設計 
されていますび、防水性能は備えてい 
ません。雨中での使巧時は、本機やレ 
ンズに雨びかからないよラにして< 
ださい。使用後、巧れた場合は本機を 
清掃してください。水、砂、ほこり、塩 
分などび本機に残っていると、故障の 
原因になります。 

• ファインダーや取りはずしたレンズ 
を通して、太陽や強い光を見ないでく 
ださい。目に回復不可能なほどの障 
害をさたずおそれびあ0ます。また 
故障の原因にな0ます。 


• 強力な電波を出すところや放射線の 
ある場所で使わないで<ださい。正 
しく撮影.再生びでさないことびあ 
0ます。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご 
使用は故障の原因になります。 

• 結露び起きたときは、結露を取り除い 
てからお使いくださいり71ページ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないで<だ 
さい。誤作動した0、画像び記録でさ 
なくなるだけでな<、メモ U —カード 
び使えな < なった0 、撮震済みの画像 
データび壊れることびあります。 

• 本機や付属品などは乳幼児の手の届 
く場所に置かないでください。‘メモ 
U —スティックデュオ"などを飲み 
こむ恐れびあります。万一飲みこん 
だ場合は、直ちに医師に相談してくだ 
さし、。 

フォーカシングスクリーンの 
巧〇巧いについてのご注意 

• スク IJ ーンや S ラーなどは、指で触れ 
ないよラにご注意 < ださい。 

• スク U —ン表面にほこ0び付いた場 
合は、ブ n アーで取り除いてください。 
その際、スフレー式のブ n アーは使わ 
ないでくださし、。 

• 万一傷や油ちれび付いた場合は、お買 
い上げ店またはソニー相談窓□にご 
連絡ください。 
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指定 LU がの電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わない 

火がやけびの原因となることびあります。 

機器本体や付属品、メモリーカードは、乳幼巧の手の届く場所に置かな 
い 

電池などの付属品や、"メモ iJ — ステイック"などを飲み込む恐れびあります。 
覃し幼おの手の届かなレ場所に置を、おモ様びさわら姑よラご注意 < ださし、。 
万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 


電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることびありまず。 

また、ベルトやストラップに傷びなしめ喃用前に確認してください。 

電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工したりすると火災や感電の原因となりま 
す。また、電源〕ードを抜くときは、コードに損傷を与えないように必ずプラグ 
を持って振いてください。 

可燃性/爆発性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 


まをのために — 2ぺ~ジもあわせてお読み < ださい。 

I A 敬化 I M A\ 下記のを意事項を守らないと、 义が、大けが や 死 t 
1/ へ 居 口 I 与ム马^ にいたるを害がを牛する r 户がおります。 


分解や改造をしない 

火がや感電の原因となりまず。内部点検や修理はソニーの相談窓□にご彼頼< 
ださぃ。 

内部に水や異物(金属類や燃えやすい物など)を入れない 

火が、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を切り、 
電池を取り出してください。 AC アダプターやバッテリーチャージャーなどち 
コンセントから振いて、ソニ…の相談窓□にご相談ください。 

運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運鼠をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を見る 
ことは絶対おやめください。交通事巧の原因となります。 

撮影時は周囲の状況にま意をはらラ 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を行わないで<ださい。事故やけびなどの 
原因となります。 


則 


ま全のために 
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I 八警告 I ^ A 

化が 感呈 


下記のま意事項を守らないと、火災、大けがや死 t 
にいたるち害び発生することびあります。 


フラッシュや AF 補助光などの撮穀補助光を至近距離で人に向けな 
い 

• 至近距離で使巧すると視力障害を起こす可能性びあ 0 ます。特に乳幼おを 
撮影するとさは、 ImliUi はなれてください。 

• 運転ちに向かって使巧すると、目び <らみ、事故を起こす原因とな 0 まず。 

0 

禁止 

カメラのファインダーや取りはずしたレンズを通して、太陽や強い 
光を見ない 

視力障害や失明の原因となります。 

0 

禁止 


1 八、す叫 A A \ 下記の注意事項を守らないと、 けが や 財産に 損害を 

1公'''1如^*^与スる (_ とかありまず。 


水滴のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい 
場巧では使わない 

火災や感電の原因になることびあります。 

0 

禁止 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 

(D 

めれを禁止 

不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所に置いたり、不安をな状態で云脚を設置すると、 

製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

コード類は正しぐ配置ずる 

電源コードやパソコン接攝ケープルは、足に引っ掛けると製品の落下や転倒など 
によりけびの原因となることびあるため、充分ミ主意して接続-配置してください。 

〇 

f 日巧 

通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、充電中の電池や 
製品に長時間ふれない 

長時間あ膚び触れたままになっていると、低溫やけどの原因となることびあります。 

0 

禁止 
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下記のを意事項を守らないと、 けび や 財産に 損害を 
ちえることびあ0ます。 


つづさ 


IA を意 I 底么 

かが 感蛋 



使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱びこちってケースび変形した0、火が、感電の原因となることびあります。 

0 

禁止 

長期間使用しないとさは、電源をはずす 

長期間使巧しないときは、電源プラグをコンセントからはずした0、電池を本体 
からはずして保管してください。乂災の原因となることびあります。 

运 

つラグをコン 
セントから巧< 

フラッシュの発光卽を手でさわらない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま発光しないでください。駕光禮も誰光部に 
手を軸れないで<ださい。やけどの原因とな0ます。 

0 

禁止 

フラッシュ発光部を正常な位置に上げない状態で使用しない 

指定外のアクセサ1」一を装着した堤合や、撮影時のスタイル等で、フラッシュ誰 
光部び上び0さらない状態で発光させると、火がの原因となることびあ0ます。 

0 

票止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けびの原因 
となることびあります。 

0 

禁止 

電池や付属品、メモリーカード、アクセサリーなどを取りはずずと 
きは、手をそえる 

電池や‘’メモリースティック"などび飛び出ずことびあり、けがの原因となるこ 
とびおります。 

〇 

指示 

直射日光の当たる場所に放置しない / C \ 

太陽光び近くの物に結慷すると、火がの原因になります。やむを得ず直射日光 
下に置く場合は、レンズキャップを付けてください。 


■ま全のために 
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lAm 電池についての 
ま全上のごま意とお願い 


漏液、発熱、発义、破装、誤飲に よる大 けびや 
やけど、火災などを避けるため、下記のを意事 
項をよくお読み<ださい。 


八危険 1 

• バッテ U — パックは指定されたバッテ U - チャージャー 
政がで充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電モレンジやオー 
プンで加熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放置 

しない。このよラな場所で充電しない。 Sr ^ 

• 電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、巧 
管しない。 

• 電池を水-海水-牛乳-清涼飲料水-石験水などの液体で 
めらさない。めれた電池を充電したり、使用したりしない。 

IA 警告1 

• 電池を/ V ンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下ご 
せたりするなどの衝撃や力を与えない。 

禁止 

A 注意 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れる。 

• 電池を使い切ったとをや、長期間使用しない場合は機器か 

日取り出しておく。 t 胃 S 

お願い 

U チウムイオン電池は1」サイクルでをまず。不要になった IJ 
チウムイオン電池は、金属部にセ QA ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って U サイクル協力店へお持ちください。 

鎮 

Li-ion 

U チウムイオン 電池 

巧 電式電 地の回収*リサイクルおよびリサイクル 協力 店については 

有限責任中間法人」 BRC ホームぺージ 

http :// vvww.jbr 仁 net / hp / contents / index.html を参照してください。 
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索引 


ア巧 

アィカップ . 20 

圧縮率 . 102 

棲幕シンク □. 56 

アンチダスト機能 . 27 

—覧表示 . 90 

色温度 . 68 

色空間 . 104 

印刷 . 152 

インデックス画面 . 90 

インデックスプリント . 123 

インテ U ジェントプレビュー… .83 

液晶モニター . 32,92 

液晶モニター明るさ設定 .......... 125 

オートフォーカス . 47 

才ートレビュー . 113 

主な仕様 . 157 

力巧 

回転 . 88 

拡大再生 . 89 

画質 . 102 

カスタマー登録 . 160 

カスタムボタン . 103 

カスタムホワイトバランス ........ 69 

画像サイズ . 101 

カラーフィ J レター . 68 

輝度分布 . 87 


記録可能枚数 . 11,24 

クイックナビ . 38 

ク U - ニングモード . 27 

ク U エイティブスタイル . 72 

黒つぶれ . 87 

結露 . 171 

言語 . 6 

高感度ノイズリダクション ..... 109 

コンティニユアス AF . 47 

コントラスト . 72 

サ巧 

再生 . 86,96 

彩度 . 72 

削除 . 94 

撮影 . 39 

撮影情報画面 . 117 

撮影モードリセット . 110 

自動発光 . 56 

視度調整 . 20 

絞り . 42 

シャッタースピード . 40,43 

シャープネス . 72 

充電 . 8 

情報表示時間 . 125 I 

初期化 . 12] 索 

ショルタ’ーストラップ . 21 一 I 

白とび . 87 
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シングル AF . 47 

スポット測光 . 60 

スライドシヨー . 124 

ス□-シンク □. 57 

設定値 U セット . 133 

セ J レフタイマー . 78 

測光インジケーター ....... 44, 63, 80 

測光モード . 60 

夕巧 

ダイレクトマニユアルフオーカス 

. 53 

織記録画像の再生 . 123 

織横比 . 101 

多分割測光 . 60 

中央重点平均測光 . 60 

調光補正 . 64 

調光モード . 105,106 

長秒時ノイズ U ダクシヨン ..... 108 

定常光 . 62 

手ブレ補正機能 . 旅 

電子音 . 130 

登録 . 85 

時計をわせ . 19,126 

ドライブモード . 76 

ナ巧 

日時設定 . 19,126 

ノイズ U ダクシヨン ......... 108,109 


八巧 

八イスピードシンク □. 58 

バッテ U -. 10 

バルブ撮影 . 45 

パワーセープ . 125 

半押し . 39,108 

ヒストグラム . 87,93 

ビデオ出力 . 96 

表示パネル . 34 

ピント . 47 

ファイルナンパ'- . 127 

ファインダー . 20,35 

フオーカシングスク U - ン ..... 132 
フオーカス/レリーズ優先 ........ 107 

フオーカスエリア . 49 

フオーカス表示 . 48 

フオーカスモード . 47 

フオーカス□ック . 51 

フオーマット . 121 

フオルダお式 . 128 

フオルダ作成 . 128 

フオルダ選択 . 128 

ブラケット . 78 

フラッシュ . 55 

フラッシュモード . 56 

プ U セットホワイトバランス… .66 

プリント . 122,152 

プレビュー . 83 

プ□グラムオート . 40 

プ□グラムシフト . 41 
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プ□テクト . 121 

ホワイトバランス . 66 

ホワイトバランスブラケット… .80 

マ行 

マイクロドライブ . 15 

マニュアルシフト . 45 

マニュアルフオーカス . 52 

マニュアル露出 . 44 

マ J レチセレクター . 37 

ミラーアップ撮影 . 76,81 

メニュ——覧 . 99 

"メモリースティックデュオ"…15 

ラ巧 

リセット . 110,119,133 

リモコン . 22, 76, 82, 98,156 

レンズ . 13 

連続撮影 . 77 

連続ブラケット . 78 

露出固定 . 62 

露出補正 . 61 

露出モード . 40 

ヮ巧 

ワイヤレスフラッシュ . 57 

アルファベット順 

1枚ブラケット . 78 

40分割ノ \二たム J (ターン測光...60 
Adobe RGB . 104 


AEL ボタン . 115 

AE □ック . 62 

AF/MF コント□-ル . 54 

AF 微調整 . 131 

AF 補助光 . 52 

APS-C サイズ . 133 

CF カード . 15 

C ボタン . 103 

DISP ボタン . 33,86 

DRIVE ボタン . 76 

D レンジ オプティマイザ ー ......... 71 

Fn ボタン . 38 

HDMI 出力 . 97 

Imaae Data Converter SR....147 

Image Data Lightbox SR.......148 

ISO AUTO 範囲 . 106 

ISO 感度 .65 

JPEG. 102 

MENU ボタン .99 

PictBridge.152 

PMB.150 

RAW.102,147 

Remote Camera Control......149 

SLOW SYN 〔ボタン .57 

sRGB.104 

USB 接続 .129 

WB ボタン .66 
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